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『キミを守れるのは、自分だけだ』

　そう悟さとった瞬しゆん間かん、最高に幸福な地じ獄ごくが始まった。










　おぞましい恐きよう喝かつ事件が、ＳＮＳで局所的に注目されている。




『どうしようもないほど憎いやつがいる。

　滝たき岡おか市内には、一人ひとりの恐きよう喝かつ魔まがいる。彼は、県立滝たき岡おか南みなみ高こう校こうに通う男子高校生。陸上部に所属する、体格のいい男だった。一見爽さわやかで、犯罪とは無縁な人間にも見える。彼の標的となったのは、私のクラスメイトだ。現在、中学三年生の男女六名だ。

　そして、その被ひ害がい額がくは──累るい計けい３０２３万円。常軌を逸している膨大な金額だった。

　去年の十一月、六人の中学生が滝たき岡おか市内にある駅東公園で談笑していると、その高校生に、騒がしいという理由で因縁をつけられる。高校生は、六人の中学生の二年前までの先輩であった。突然殴られて、狼ろう狽ばいする六人は有り金を差し出すと、その後、高校生は味をしめて、彼らのもとに現れるようになっていった。恐きよう喝かつは現在まで、七ヶ月にわたって続き、回数は六十以上に及んだ。

　被ひ害がい額がくが大金なのは、六人のうち、一人ひとりの少女が親の遺い産さんを受け継いでいたからだ。両親のいない少女に対して、高校生は容赦ない恫どう喝かつを繰り返した。地下通路、カラオケ店、ビルの裏、夜の公園など、人ひと気けのない場所へ呼び出し、高校生は恐きよう喝かつを繰り返す。暴力は、決して外傷が残らないよう、かつ、徹てつ底てい的てきに苦しむように洗練されていた。その拳を受けると、中学生たちは内ない臓ぞうが混ざるような痛みに吐き、丸一日何も食べられない気持ち悪さに苛さいなまれた。

　また高校生は、恐きよう喝かつの被ひ害がい者しやたちにゲームをさせるのを好んだ。トランプ、ボードゲームなど簡単なものだったが、その結果によって恐きよう喝かつの対象と額を決めたのだ。中学生たちは仲間を蹴け落おとすことを強要された。

　高校生は巻き上げた金銭で、東京や大阪にタクシーや新幹線で通い、風俗や料亭で豪遊した。あっという間に散財すると、すぐに中学生へ苛か烈れつな取り立てを行った。

　そして、今日きよう、とうとう恐きよう喝かつ魔まは、中学生を半殺しにする暴挙に出た。その暴行は徹てつ底てい的てきに凄せい惨さんであり、脚は砕かれて捻じ曲がり、鼻は原形を留めておらず、手の指は十本中七本が折れている有様だった。私のクラスメイトはただ玩具のように蹂じゆう躙りんされた。

　恐きよう喝かつ魔まの名前は、大おお村むら音おと彦ひこ。

　私はこの男を絶対に許さない』




　以上が、ＳＮＳに５月14日20時30分時点で書き込まれている情報をまとめたものだ。

　けれど、それが悪質な噓うそだと俺おれは知っている。

　なぜなら、俺おれが大おお村むら音おと彦ひこだから。
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　俺おれの日常が崩ほう壊かいし始める少し前。まだ、そんなネットの書かき込こみを知らない時のこと。

　俺おれは後こう輩はいに呼び出されていた。




　５月14日19時47分。

　俺おれは駅前の本屋で適当に時間を潰つぶしたあとで、大通りに沿って歩いていた。通りには高さ二十階以上ある巨きよ大だいなホテルが並んでいる。どこのホテルも観光バスが停車できるような、大きなエントランスがあるから驚おどろきだ。ここ最近、外国人観光客を取り込んで、豪ごう華かだけど個性のない宿しゆく泊はく所じよが急増した。煌きらびやかな内装は、見ているだけで目がチカチカする。この街も無む駄だに人が増えた気がする。その変化を虚むなしく思いながら、繁はん華か街がいへと繰くり出だす観光客とは反対方向へと進んでいった。

『大事な話があるので、夜８時に文化センターへ来てください』

　そう昨日きのう、北きた崎さきから連れん絡らくがきたのだ。北きた崎さきは、中学時代の陸上部の後こう輩はい。アイツから呼び出されるなんて珍めずらしい。大たい抵てい連れん絡らくをとる時は、俺おれから声をかけているのに。一体なんだろう？

　北きた崎さきに呼び出された時点で、俺おれはあまり落ち着かなかった。いつもより歩くスピードも速くなり、背中からやけに汗あせがにじみ出ている。嫌いやな予感がした。

　北きた崎さきが指定した文化センターは、街の中心からは外れており、神社の横にある閑かん静せいな建物だった。二階建ての小さな公共施し設せつ。月に一回、三流専門家が講演会をするか、老人たちが盆ぼん栽さいサークルの活動をする以外に使われない。

　ホテル街や繁はん華か街がいの喧けん噪そうなんて微み塵じんもない。

　夜８時には誰だれも近づかない。だから、文化センターに近づくにつれて街灯は減る。隣となりに神社があるせいで、木が次し第だいに増え、歩道がだんだんトンネルに見えてきた。いやに不気味な雰ふん囲い気きだ。もしかして俺おれはリンチされるんじゃないか。マジかよ、と焦る。俺おれは北きた崎さきたちに殺されるのか。

　けれど、逃にげるような真ま似ねはしたくない。俺おれはどこから殴なぐりかかられても迎げい撃げきできるように警けい戒かいしながら進み、ようやく文化センター前へ到とう着ちやくした。出入り口の周辺は学校の教室が一個収まるほどの大きさの屋根があり、床ゆかはタイル張りにされている。明かりは、切れかかっている一本の蛍けい光こう灯とうしかない。狭せまい出入り口の前で、開館時間が書かれた看板を照らしていた。

　その街灯の下に予想通り、北きた崎さきがいた。二人ふたりの友人を連れている。

　しかし、北きた崎さきを含ふくめた三人が血を流しながら、倒たおれているのは予想外だった。

　北きた崎さきは眉み間けんから血を流して、目元が青黒く腫はれ上がっている。けれども一番酷ひどい傷を負っているのは、右みぎ脚あしのようだ。両手で押おさえて呻うめいていた。よく見れば、その手も擦すり傷きずで血をにじませている。着ているパーカーは破れてこそはいないが、捲まくれた腰こし元もとからはひどい痣あざが覗のぞいていた。北きた崎さきは小こ柄がらで、坊ぼう主ず頭の似合う生意気な少年だったが、生気はどこにも感じられない。北きた崎さき以外の二人ふたり、雨あま宮みや、木き原はらも同様。彼かれらも北きた崎さきに似た、酷ひどい傷を全身に負っていた。三人でケンカをしていたとは思えない。三人以外の何者かによって、ほとんど一方的に殴なぐられ続けたのだ。

　彼かれらのそばには、一本の特とく殊しゆ警棒が転がっていた。

「おい、どうしたっ？」

　俺おれは思わず駆かけ寄よっていた。膝ひざを地面につけて、北きた崎さきの上体を持ち上げる。全身から力が抜ぬけた人間の上半身の重さに驚おどろき、そして、近づいてみてハッキリ見えた全身の細かな傷あとに身体からだが震ふるえた。

　俺おれは右みぎ腕うでで北きた崎さきを支えて、左ひだり腕うででカバンを探さぐってスマホを取り出した。

「待ってろ。まさかここでヤバいことはしてねぇだろうな？　まずいものがあるなら片づけておくぞ。タバコは？　酒は？」

　北きた崎さきは小さくであったが、僅わずかにだが首を横に振ふった。意識はあるようで、俺おれの言葉は届くらしい。

「誰だれにやられた？」

「…………」

　しかし、この質問には答えようとしなかった。

　俺おれはスマホの電源ボタンを押おし、その起動の遅おそさに焦じれながら詰きつ問もんする。電池節約のために電源を切っていた自分が憎にくい。

「北きた崎さき、答えろよ。一体お前らをこんな目に遭あわせたのは、どこのどいつだ」

「……おお………む……」

　切れている唇くちびるが痛いのか。口をほとんど開けられないまま北きた崎さきは喋しやべる。うまく聞き取れない。

「なんだ？　ちょっとだけで良いいから、頑がん張ばってくれ。お前を殴なぐったのは誰だれだ？」

　俺おれの言葉に、北きた崎さきはゆっくりと告げた。悔くやしそうに涙なみだを流しながら答える。

「……………………おお、むら……」

「……分からん。もう一度、頼たのむ」

　名前らしき言葉は聞こえたが、想定外の単語にうまく飲のみ込こめない。

　俺おれは北きた崎さきの肩かたを叩たたいて、再び促うながす。視界の隅すみでスマホが起動し終わると同時に、北きた崎さきは俺おれを睨にらむと、その名前をはっきりと口にした。

「大おお村むら、音おと彦ひこに、やられた」

　間ま違ちがえようもないほど、はっきりと『大おお村むら音おと彦ひこ』という固有名詞が聞こえた瞬しゆん間かんだった。

「ここでなにをやっているっ？」

　野太い男性の大声が聞こえて、懐かい中ちゆう電灯が俺おれを照らした。右手で明かりをさえぎり、逆光のなかで確かく認にんすると、どうやら警備員らしい。警官に似た服装と帽ぼう子しをかぶっている。こんな寂さびれた施し設せつだって、一晩に一回くらいは巡じゆん回かいするものなのか。

　警備員は北きた崎さきたちを光で照らすと、目を丸くさせて大おお股またで近づいてきた。

　俺おれは一いつ旦たん、北きた崎さきの顔へ視線をうつす。懐かい中ちゆう電灯の明かりに眩まぶしそうに目を細める少年。俺おれはその少年がさきほど口にした名前を想起する。

　逡しゆん巡じゆんは一秒。

　反射的に身体からだは動いていた。優やさしく北きた崎さきを床ゆかへ寝ねかせると、同時にスタートダッシュ。地面を蹴けり上げて、一目散に文化センターから離はなれて、暗がりの中へと飛とび込こんだ。

「待ちなさい！」

　後ろから野太い声が聞こえたが、止まるワケがない。俺おれは木々の隙すき間まをかいくぐって、神社の中へと入っていく。地面が土ではなく玉たま砂じや利りになり、砂じや利りを弾はじき飛とばしながら、最高速で逃にげた。

　一体なにが起こっているんだ？

　大おお村むら音おと彦ひこが、北きた崎さきたちを半殺しにした？

　大おお村むら音おと彦ひこは俺おれの名だ。なぜ俺おれが彼かれらを襲おそったことになっている？







　５月14日20時09分。

　警備員が俺おれを追ってくる気け配はいはなかった。

　追ってきても、俺おれは現げん役えきの陸上部の長ちよう距きよ離り選手。逃にげ切きれる自信はあるけども。

　俺おれはまず文化センター隣となりにある神社の境けい内だいに身を潜ひそめて、今後の身の振り方を整理することにした。賽さい銭せん箱ばこを背もたれにして、石階段に腰こしをかける。

　誰だれでもいいから説明してくれよ……。

　北きた崎さきたちのことは心配しても仕方がない。おそらく、もうあの警備員が慌あわてて救急車を呼んでいるだろう。重傷ではあったが、みんな意識はあった。死にはしない。だから、真っ先に考えるべきは俺おれのことだ。

　なぜ北きた崎さきが、俺おれに重傷を負わされたと勘かん違ちがいしているのか？　あるいは、そう噓うそをついているのか。意味不明で、思わず逃にげてしまったよ。

　とりあえず水が飲みたい。そう思ったところで、俺おれはカバンを事件現場に置き忘れたことに気がついた。最悪だ。あの中には学校で使っているノートが入っている。その一部にはしっかりと名書きしているから、俺おれがあのリンチ現場にいたことは明らかだ。

　持っているのはポケットに入れていた財さい布ふと、握にぎりしめていたスマホだけ。これだけは離はなすことなく、走り続けていた。

　そのスマホをなんの気なしに眺ながめて、そして、通知ランプが点てん滅めつしていることに気がついた。誰だれかが俺おれに電話をかけていたらしい。

『着信履り歴れき　５件』

　相手はバラバラだ。大たい抵ていがクラスメイト。仲なか良いい奴やつから、連れん絡らく先さきを交こう換かんしたっきりほとんど交流のない奴やつまで。

　何が起こっている？　スマホをたった二十分くらい確かく認にんしない間に、着信が五件も。

　その中の一人ひとりは、江え守もり静しずかという同じ部活の女子からだった。俺おれは一番に目に入ったその相手へ電話をかける。

《大おお村むら、いまどこ？》江え守もりはすぐに出て緊きん迫ぱくした声で言った。

　俺おれは自分がいる場所と、自分が陥おちいっている状じよう況きようを端たん的てきに説明した。

　興奮して早口になる俺おれとは対照的に、江え守もりは冷静に、

《しばらく、そこを動かないで。大変なことになっているから》

　と告げた。







　どちらかと言えば、俺おれは物静かな人間だった。

　県立滝たき岡おか南みなみ高こう校こう二年生、陸上部所属。たぶん来年には副部長くらいになっている。勉強はそこそこだが、運動神経には自信がある。足だけは速いのが自じ慢まん。彼かの女じよはなし。中学生の時は二ヶ月間だけいたが、すぐに別れた。相手から告白してきたくせに、『音おと彦ひこと一いつ緒しよにいても楽しくない』と告げられた。

　きっとプロフィールをあげるならば、シンプルで、なんの面おも白しろみのないものになるだろう。場を盛り上げるコミュニケーションはできないし、きっと性格も悪い。人として魅み力りよくがないのだ。きっとクラスメイトからも「足が速い男」くらいの印象しか持たれていないに違ちがいない。幼おさな馴な染じみにも、忍にん者じやみたいな人間だよね、とよくからかわれる。

　そんな存在が、俺おれ──大おお村むら音おと彦ひこだった。

　けれど幸い、足の速さだけでなく、交友関係にも恵めぐまれた。運が良かった。自分に親しみを持ってくれる人も一定数いるのだ。引ひっ越こしするまで仲良しだった幼おさな馴な染じみ、中高の陸上部の後こう輩はいや先せん輩ぱい、尊敬している部長など。

　最も仲が良いいのは滝たき岡おか南みなみ高こう校こう陸上部の同どう輩はい。二年生は男子七人、女子マネ一人ひとりと男女比が偏かたよっているが、その分、うまくまとまった。休日の部活帰りはみんなでダーツやカラオケに繰くり出だすことも多かったし、今こ年としの春休みには全員で旅行にも行った。俺おれたち以外に誰だれもいない別べつ荘そう地ちだったのをいいことに、深夜の野外で全ぜん裸らリレーをやったのはバカな思い出。部活の成績だって強きよう豪ごうとは言えないものの、市の大会では個々人が実績を持っている。競技の違ちがいはあるが、全員が仲間であり、ライバルであった。

　江え守もり静しずかは、そんな俺おれたちを支える女子マネージャーだ。







　５月14日20時24分。

　江え守もりは肩かたで息をしながら境けい内だいへ駆かけ込こんできた。

　俺おれはその間、何もせずに境けい内だいで暇ひまつぶしにストレッチをしていた。江え守もりから、誰だれとも連れん絡らくはとらないで、と言われていたのだ。準備運動なしに全力疾しつ走そうして、身体からだがやや重かった。

「ここって現場に近いのよね」

　俺おれを見るなり、江え守もりは文化センターの方を見ながら口にした。

「ちょっと危険かな。警備員には、姿を見られたの？」

「さぁ、どうだろう……無む我が夢む中ちゆうだったから分からないな」

「……そう。せめて、神社の裏にいきましょう」

　俺おれは黙だまって、江え守もりのあとに続く。

　江え守もり静しずかは、滝たき岡おか南みなみ高こう校こう陸上部の女子マネージャーだ。記録をとったり、管理したりするのが好きという理由でマネージャーを務めている人間。常に冷静で、非常時にも動じない性格は、俺おれだけじゃなく他の部員からも頼たよりにされていた。百五十センチもいかない小こ柄がらな身長に、針のように細い身体からだ、春でも茶色く日焼けしている肌はだ、ウェーブのかかった髪かみ。なんだか彼かの女じよの方がよっぽど野生児みたいで、選手らしいのだが、彼かの女じよは決して運動着へ着き替がえようとはしなかった。

　今日きようも紺こん色いろのスキニージーンズとグレーのジャケットを羽織って、俺おれの前にいる。

　神社の裏へと回ると、江え守もりは真っ暗な中で手を伸のばして、危なっかしい動きで石いし垣がきに腰こしをかけた。神社の裏には照明など一つもなく、限りなく暗くら闇やみに近い。ここが、どのくらいの広さがあるのかも判別がつかない。一歩足を動かすたびに緊きん張ちようする。月明かりだけを頼たよりに、俺おれも江え守もりの隣となりに座すわり込こむ。

「まず先に言っておくと」

　江え守もりは俺おれを見ながら告げた。

「わたしは大おお村むらを信用している。誰だれかを傷つけるような度胸もないって知っている。ましてや、年下の中学生を」

「認められているのか、侮ぶ辱じよくされているのか」

「それでも確かく認にんしておきたい。大おお村むらは本当に、今晩彼かれらを傷つけてはいないのよね？　やむをえぬ事情があってカッとなって、気づけば、記き憶おくが数分飛んだ、とか含ふくめて」

　無意識の可能性までは否定できないが、断言はできる。

「それはない。俺おれは駅からまっすぐ文化センターまで歩いて、そこで初めて怪け我がをした北きた崎さきたちを見たんだ。記き憶おくの断絶もないよ」

「そう。じゃあ、これを見て」

　そこで江え守もりがポケットから取り出したのは、一台のスマホだった。江え守もりが見せてきたのは、ツイッターの俺おれの知らない「enokida haruto」という人物の書かき込こみだった。

『【拡散希望】【危険人物情報】

　今日きようの八時頃ごろ、私の友達が大おお村むら音おと彦ひこという高校生に半殺しにされました。救急車で搬はん送そうされていきました。大おお村むら音おと彦ひこは、これまで私のクラスメイトへ恐きよう喝かつを繰くり返かえしています。その額は信じてもらえないかもしれません。累るい計けい３０２３万円。私は、この男を許しません』

　そんな書き出しから始まる文章が投とう稿こうされたのが、僅わずか二十分前。

　けれども、既すでに百回以上のリツイートがされている。

「なんだこれ……」

　他のツイートを見れば、顔写真、本名、所属高校、部活、全てが晒さらされている。しかも、次々に拡散されていっているようで、俺おれが見ている間に一つ、リツイートが増えていった。

　大おお村むら音おと彦ひこの悪名が、広まっていく。

「ありえない……」俺おれは呟つぶやいていた。「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。俺おれが三千万円を恐きよう喝かつしただけじゃなく、中学生を病院送りにした？　俺おれが……？」

「うん、普ふ通つうに考えてありえない。三千万円も中学生から恐きよう喝かつなんて馬ば鹿かげている。一体どんだけ金持ちの中学生たちなのよ。無む茶ちや苦く茶ちやにもほどがある。何か裏の事情があるとしか……」

「………」

　俺おれはその言葉に相あい槌づち一つ返せなかった。もちろん、彼かの女じよの声は聞こえている。聞こえているが、限りなく遠くに感じられる。脳には到とう達たつしていなかった。

　身体からだ中じゆうの温度が奪うばわれていく。

　指先に力が入らない。座すわることさえ苦しくなっていく。

　俺おれが見も知らぬ人間に誹ひ謗ぼう中傷を受けていく。まるで世界が壊こわれていくような感覚だった。腕うでや脚あしが欠損して、今までの平へい穏おんな日々が失われていくような。いつもの楽しかった日常が二度とは戻もどってこないような。

　一体俺おれはどうなっていくんだ──？

　自分のスマホにあった着信履り歴れきを思い出す。ＳＮＳの書かき込こみから、わずか十分で着信が五件あった。今はどれだけ増えている？　ネットで、口コミで広まっていき、一体どれだけの知り合いが書かき込こみを見る？　さらに北きた崎さきが『大おお村むら音おと彦ひこに殴なぐられた』と警察や周囲の人間に証言したら？

「大おお村むら、しっかりしてよ」

　俺おれがただ茫ぼう然ぜんとしていると、江え守もりが言葉を発した。

「わたしは信じているよ」

　江え守もりは彼かの女じよのスマホを俺おれへと渡わたして、石いし垣がきに置いた俺おれの右手の上に、彼かの女じよの左手を載のせた。冷えきった身体からだに、彼かの女じよの温度が流れてくる。

「まず、落ち着いて。大おお村むらは、本当に中学生を半殺しにしたの？」

「違ちがうに決まっているだろ！　暴行事件は冤えん罪ざいだ！」

「なら、断言できるじゃん。大おお村むらは誰だれかに嵌はめられたのよ。何者かに恐きよう喝かつと、暴行事件の罪を押おし付つけられている」

「…………嵌はめられた？」

「じゃなきゃ、ありえないでしょ。だから捕つかまえるのよ。わたしも協力する」

　江え守もりは俺おれの手を握にぎったまま告げる。闇やみのなかで、彼かの女じよのまっすぐな瞳ひとみだけが微かすかに光って見えた。

「大おお村むらが誰だれかに捕つかまる前に、大おお村むらに罪を押おし付つけた人間を突つき止とめるのよ」

　それは、とても心強い言葉だった。

　思わず拳こぶしを握にぎってしまって、大声で返事したくなるような。

　しかし、江え守もりのその実直な声の裏で──。

　神社の玉たま砂じや利りが誰だれかに踏ふまれる音を、俺おれは聞いた。

　だから、俺おれは重ねていた江え守もりの手を握にぎると、立ち上がりながら強ごう引いんに彼かの女じよを引き上げた。

「逃にげるぞっ」

　彼かの女じよの手を摑つかみながら駆かけ出だす。江え守もりは困こん惑わくを訴うつたえて、境けい内だいの方を見ながら、俺おれに引きずられるように走っていたが、すぐに体勢を立て直して俺おれの横に並んだ。

　境けい内だいから誰だれかが追いかけてくるのが見えた。その服装は、さきほど見た警備員のものとは僅わずかに違ちがう。その決定的ともいえるズレに、俺おれの心臓が握にぎりしめられるように痛くなった。

　警察官だった。

　神社は奥おくへ行くほど、闇やみが濃こくなっていく。木が不均等に茂しげり、月明かりも境けい内だいからの灯あかりも覆おおい隠かくしていく。葉が生え伸のびる五月の時期に舌打ちする。木の根に何度か転びそうになりながらも奥おくへと進んだ。

　しかし、それほど広くもない神社はすぐに行き止まりへと到とう達たつする。正面は多数の木で防がれ、この先には道がないことを示していた。俺おれの記き憶おくが正しければ、この先は崖がけがあるはずだ。こんな闇やみの中で急きゆう斜しや面めんを転がっていけば、大おお怪け我がは免まぬがれない。

　俺おれは江え守もりだけを逃にがそうと彼かの女じよを隠かくせる場所を探すが、江え守もりは俺おれよりも冷静で、大だい胆たんだった。

「飛とび込こむのよ」

　と江え守もりは小声で口にした。

「もう暗くら闇やみに目が慣れているでしょ。他に方法はない」

　マジかよ、江え守もり。

　だが俺おれはその言葉で、神社の裏に回った時よりも茂しげみが見えるようになっていたことに気がついた。境けい内だいから神社の裏へとやってくる人間と、ずっと神社の裏にいた人間では、後者の方が走るのに有利だったのだ。

　尻しり込ごみする暇ひまはない。俺おれは江え守もりの身体からだを抱だきしめると、そのまま足で崖がけを滑すべり降おりていった。足の裏で地面を抉えぐりながら、ブレーキをかけていく。途と中ちゆうに飛び出た木々を、足で蹴けり飛ばして避さけていく。江え守もりが俺おれの服を必死に握にぎりしめて、彼かの女じよの爪つめが胸むな元もとに食くい込こんだ。

　暗くら闇やみのなかを猛もうスピードで、崖がけを滑すべり降おりていくのは、人生で一度も体験したことのない恐きよう怖ふだった。

　降り立った場所は、静かな住宅街に延のびる一本の小さな道路。服が破れて、木の枝で肌はだを僅わずかに数ヶ所切ったが、大おお怪け我がはない。

　崖がけの上を見上げれば、さすがの警察も追ってはきていない。念のために神社から距きよ離りをとり、見も知らぬアパートの敷しき地ちへと飛とび込こんでから、お互たがいの怪け我がを確かめ合った。江え守もりは幸い、無傷だった。

「なんで警察がいるんだ？」

　俺おれは小声で、それでも怒ど鳴なるように囁ささやく。

「高校生の暴力事件ごときで指名手配か？　警察ってそんな暇ひまなのか？」

「……北きた崎さきくんたちが証言したのかもね」

　江え守もりは深刻そうに呟つぶやく。

「暴力犯は興奮状態で何をするか分からなかった、とか。そんな証言があれば、現場周辺をパトロールするくらいならありえるかも。もう事件から三十分は経たっているしね……」

　もしそれが本当なら、自首するのは危険かもしれない。その疑いを晴らす証しよう拠こが何一つ俺おれにはない。俺おれが今晩、北きた崎さきたちを殴なぐってないことを知るのは、俺おれだけだ。

　冷静な江え守もりの態度が、俺おれを落ち着かせてくれる。

　そうだ、動どう揺ようしている場合じゃない。この事件の謎なぞが解けるまで、俺おれは何がなんでも逃にげ延のびなくてはならない。

　唯ゆい一いつ手に入れた情報は──。

「エノキダハルト、か……」

　噓うそを拡散している謎なぞのアカウントの名前。男性だろうか。

　横で江え守もりが小さく首を振ふる。

「本名とは思えないわよ。さすがに堂々としすぎる。まさか本名だと信じているの？」

　江え守もりが呆あきれるというより、驚おどろいたという目で俺おれを見る。俺おれは肯こう定ていした。

「でも他に手がかりはないだろ。それに──ここまで挑ちよう発はつ的てきなことをする人間なら、別に本名でもおかしくないと思うんだ」

「まぁ、ＳＮＳだしね、ありえなくはないか」

「捜さがすぞ。この事件を知る人物を、絶対に突つき止とめよう」

　何も分からない状じよう況きようで唯ゆい一いつ手に入れた手がかりだ。そいつを追うしかない。

　エノキダは何者なのか？　目的はなんなのか？　なぜ北きた崎さきたちは襲おそわれたのか？

　推理するには情報が足りなすぎる。

　俺おれと江え守もりは視線を合わせて、頷うなずき合うと、再び夜の街へ駆かけ出だした。
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　ボクは特別な存在になる。

　代わりのない唯ゆい一いつ無む二にの人間に。

　他には望まない。

　たとえ、それが一寸の光もない地じ獄ごくの道でも。
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　クラスメイトたちが、ボクの足元でくたばっていた。

　三人全員が血ち塗まみれ。半はん袖そでから覗のぞく腕うでには痣あざが散見し、指は何本かあらぬ方向に曲がっている。身体からだは服に隠かくれてほとんど見えないが、その破れた箇か所しよが流血で染まっているのを見れば十分だった。苦痛に表情を歪ゆがめる顔にも、何度も地面を這はいつくばったのか、汗あせや血に土が付着して、赤黒く固まっている。

　そばに落ちているのは、凶きよう器きの特とく殊しゆ警棒。伸のばせば六十センチ近くになるその武器は、軽く持ち上げればずっしりと重たかった。今は返り血がこびりつき、北きた崎さき晋しん吾ごの隣となりで本人同様横たわっている。ネットで一万円弱。ボクみたいな中学生でも、簡単に手に入れられるんだな、と驚おどろいたものだ。

　５月14日19時37分。ボクは駅から離はなれた文化センター前にいた。とにかく感じるのは、薄うす暗ぐらさ。高層ビルの明かりは建物自身が遮さえぎっているし、一本だけある街灯は両方とも伸のびきった木の枝で覆おおわれている。微かすかに漏もれる明かりが、正面玄げん関かんとボク、そして倒たおれ伏ふすクラスメイトを照らしていた。座すわり込こむと、地面に敷しき詰つめられたコンクリートのタイルからは、より石の匂においが感じられる。光も音もない場所だと、嗅きゆう覚かくが鋭えい敏びんになるのだ。よりこまやかな、刺し激げきに気づいていく。ボクの汗あせも、そして、北きた崎さきたちの血も。

　ボクは先ほど自じ販はん機きで買ったエナジードリンクを口元へ流ながし込こむ。青のペンキで塗ぬりたくったような眩まぶしいパッケージと、甘かん味み料りようをちぐはぐに詰つめ込こんだ味が、なぜか気持ちを落ち着かせた。

　当然ボクら以外は誰だれもいないし、誰だれも近づかない。せいぜい決まった時間に警備員がやってくるだけだ。数年前、ここで若者が群れをなしてハーブだのドラッグだのを吸引していたのが発覚して以来、この見回りが導入されたらしい。




　静せい寂じやくだけが漂ただよう場所に、ボクはいる。

　ボクが特別であることを望んだから。

　その果てが、決して取り返しのつかない結果だった。
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　特別であること。少数派であること。希少であること。

　ボクはそれをここまで強く意識することは、十四年間生きてきて初めてだった。どれほどかと説明するのは難しい。少なくとも半殺しになった級友を見つめながら、文化センターで、重傷者を眺ながめる中学生も珍めずらしいな、と静かに思えるくらいには意識している。指先一つ一つの動きや口から洩もれる言葉一句まで、それがいかに特とく殊しゆか考えてしまう。縛しばられていたといっても過言ではない。暴力現場からさっさと退散せずに、かといって、介かい抱ほうもせずに見下ろしているのも、そんな理由。

　クラスメイトを使い古した雑ぞう巾きんみたいな有あり様さまにしてやった女子中学生なんて、そうそういないだろう？

　きっと自分で呆あきれるくらいに、意識している。つい笑ってしまう。もちろん実じつ践せんできているかは別の話。それを判断するのはボクじゃないからね。
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　短い人生を振ふり返かえれば、ボクは元々そういった志向があった。ボクは多数派で安住するより、孤こ立りつして特別になることを好んだ。

　そもそも、使っている人にん称しよう「ボク」からして希少だ。どんな学校に移っても、ネットじゃない現実の舞ぶ台たいで「ボク」を使用する女子はそれほど多くない。

　幼少期から転校を繰くり返かえしていくなかで、ボクは一人ひとりを望む人間になっていった。剣けん道どうにひたむきに打うち込こめたのも右に同じ。群れなくてもいいし、実力を積み上げて、周囲の人間と一線を画するレベルにまで到とう達たつできれば、誰だれに謗そしりを受けることもなく特とく殊しゆな存在でいられるから。

　安易な方法では、ボクは満足できなかった。奇き抜ばつな服装で己おのれを飾かざり立たてたり、品のない動画をネットに流したり、法を犯おかすことに酔よいしれたり、些さ細さいな日常を無理に飾かざり立たて喧けん伝でんしたり、そんな底の浅い『特別』には興味ない。

　四六時中「ボク」でいて、剣けん道どうでは無類の強さを誇ほこって、群れずに一人ひとりを突つき通とおす。

　それが、きっとボクなのだ。生意気で、すかした──カッコつけの少女。

　だから、ボクはこの戦いに手を出した。
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　ボクは手にしていたペットボトルを投げ捨てる。ペットボトルは、ゴミ籠かごの縁ふちにぶつかり小気味よい音を立てたあと、そのまま中へと落ちていった。

　ずっと冷たい飲み物を握にぎっていたせいで冷えてしまった右手を数回、開き閉じを繰くり返かえす。それからポケットからスマホを取り出して、電話をかけた。別の場所で待機しているクラスメイトに向けてだった。

　電話が繫つながったあとで、すぐに伝える。

「落ち着いて、聞いてくれ。大おお村むら音おと彦ひこに、北きた崎さきたちがやられた」

　相手の呼吸が止まる音を聞いて、ボクはさらに口にする。

「とりあえず合流するよ。ただし、ネットに流す文章は変へん更こうしてくれ。『大おお村むら音おと彦ひこが、とうとう恐きよう喝かつ対象である中学生を半殺しにした』。その情報を付け加えて、ばらまこう」

　それで、電話を切る。休きゆう憩けいは終わりだ。そろそろ移動する頃ころだ。

　ボクは自分の痕こん跡せきを残していないことを確かく認にんし、文化センターの前から離はなれた。もちろん横たわる北きた崎さきたちからスマホを回収するのも忘れない。北きた崎さきが視界から消えたところで、黒い袋ふくろに入れて、植木の中へ投げ捨てた。

　もうじき、ここへ大おお村むら音おと彦ひこが何も知らずにやってくる。

　その瞬しゆん間かんから、ボクの断罪が始まる。







　この作戦の待機場所は、三み澤さわ才さい加かの家と決まっていた。駅からわずかに離はなれた高級住宅街にある一いつ軒けん家や。庭付き戸建てのかなり大きめの住居だ。清潔感のある白い壁かべに囲まれて、庭には芝しばが青々と茂しげっている。しかし、絵に描かいたようなセレブっぽさを主張してくるようで気に食わない。

　ボクがスマホで彼かの女じよへ到とう着ちやくの連れん絡らくをすると、すぐに玄げん関かんから三み澤さわが顔を覗のぞかせた。それから居間へと促うながされる。煌きらびやかな絨じゆう毯たんや絵の具を適当に塗ぬったみたいな抽ちゆう象しよう画がが飾かざられた廊ろう下かを通り過ぎると、ちょっとしたパーティが開けそうな広い居間があった。そこには、心配そうにボクを見つめる安あん城じようと斎さい藤とうがいた。安あん城じようは立ち上がって、自身の指先を落ち着きなく絡からませている。斎さい藤とうはソファの上にちょこんと体育座すわりで腰こしかけて、膝ひざの隙すき間まからボクを見ていた。

「報告して。何があったの？」

　まず三み澤さわが尋たずねてくる。僅わずかに茶色く染めた長ちよう髪はつが印象的なクラスメイト。目つきもきつく、声も大きい。クラスでも女子のボスみたいなやつだ。以前、自分でその騒さわがしさを、海外出張の多い両親に対する寂さびしさの裏返しだとか愚ぐ痴ちっていたが、その真しん偽ぎは疑わしい。うるさい自分を肯こう定ていする言い訳みたいだ。

「作戦が遂すい行こうできなかった」

　そんな彼かの女じよにボクは説明する。

「ボクが襲おそいかかるよりも早く、大おお村むら音おと彦ひこが暴れ出した。人目のつかないところへ呼び出したのが、仇あだとなったね」

　ボクは目を伏ふせて、言葉にするのも苦しいと言いたげにゆっくりと一言一句大事に口にする。ボクはそのまま噓うそをつき続ける。突とつ然ぜん、大おお村むら音おと彦ひこは発はつ狂きようしたように怪あやしく笑って北きた崎さきを殴なぐり始めて、あっと言う間に三人の中学生を倒たおしたこと。

　さらには、大おお村むら音おと彦ひこは潜ひそんでいるボクの気け配はいを察知したこと。ボクは咄とつ嗟さの判断でその場から離はなれて、警備員を呼んだこと。大おお村むら音おと彦ひこは逃にげ出だしたが、後には三人の重傷者が残されたこと。

「噓うそ……」と安あん城じようが口元を押おさえて、泣き始める。

　ボクは首を軽く振ふる。本当に噓うそだけど、認めるわけがない。

「北きた崎さきたちは、すぐに救急車に運ばれていった。さて、これからどうする？　当初では、彼かれら三人が大おお村むら音おと彦ひこのそばで監かん視しする手て筈はずだった。でも、これで情報は常時入らなくなったな」

　ボクの言葉に対して、苛いら立だたしげに爪つめを嚙かんでから口にしたのは三み澤さわだった。

「で、アンタは殴なぐられる仲間を見捨てて、ただ逃にげ回まわっていただけなのね？」

「情報の伝達役がいないのが最悪だろう。もしボクまで消えたら、キミたちへ報告する者もいなくなる」

「それは、そうだけど……」

「必要なら、いつでも闘たたかうさ」

　三み澤さわはボクを睨にらむことを決してやめない。彼かの女じよは、機き嫌げんが悪くなると例えようのない威い圧あつ感かんを発する。クラスメイトなら自分の支配下になるべき、とでも言いたげな優ゆう越えつが、その力強い瞳ひとみから伝わってくる。

　その下品な視線が気に食わない。ボクが三み澤さわを叩たたきのめす言葉を探していると、それを止めたのは安あん城じようだった。

「ザワ、落ち着いて。今すべきなのは仲間割れじゃないでしょ？」

　安あん城じようがボクと三み澤さわの間に飛とび込こんで、両りよう腕うでをつっぱって強ごう引いんにボクらを引ひき離はなした。安あん城じようの右手に押おされて、ボクは数歩後ろへと下がる。安あん城じようの左手に押おされた三み澤さわはそのまま力なく、ソファに座すわり込こみ、そこでゆっくり深呼吸をした。

「それもそうね…………榎えのき田だ、ごめんね。つい取り乱しちゃって」

「いいよ、こんな状じよう況きようだもんな」

　ボクは仲直りの証あかしとして、軽く手を振ふってみせた。

「で、作戦だけど……」

「続行するに決まっているでしょ！」

　ボクの言葉に続くように叫さけんだのは、三み澤さわではなく、先ほどボクらの仲を取り持ってくれた安あん城じようだった。空気が震ふるえるのが実感できるような声量だった。

　普ふ段だんの彼かの女じよはもっと大人おとなしい。軽くウェーブした黒くろ髪かみを撫なでながら、暴走気味の三み澤さわのそばで微笑ほほえんでいるような印象だ。身長が百七十近くある、優しげな大きめの女子。

　だが、今はこうして顔を歪ゆがめて喚わめいている。

「作戦はまだ続行できる！　榎えのき田ださん、助かったよ。まだ修正はきく！　というか、引けるわけがないよ！　仲間がボロボロに傷ついているんだよ！　アマミーも、キハも、そして、北きた崎さきも！　みんな大おお村むら音おと彦ひこにやられているのに、ここで引き下がれないよ！」

　あぁそういえば、とボクは興奮する安あん城じようを見て気がつく。確か安あん城じようは、北きた崎さきと恋こい人びと関係にあった気がする。大事な彼かれ氏しが襲おそわれたと知って、冷静でいられなくなったのかもしれない。

「まぁ、もちろんね……」その勢いに押されたのか、三み澤さわも同意した。「アンの言う通り、逃にげるわけにはいかない。すぐに次の計画にとりかかろう」

「まだ戦える！　この日のために、わたしたちは頑がん張ばってきたんだから！　みんなで、大おお村むら音おと彦ひこを破は滅めつさせようよ？　ね？　残されたわたしたちだけで、ヤルのよ。ザワも、斎さい藤とうちゃんも、榎えのき田ださんも！」

「そうね……」

　それから安あん城じようと三み澤さわはパソコンやスマホを触さわりながら、喧やかましく議論を重ねていく。一人ひとりが大声をあげると、もう一人ひとりがさらに大きな声をあげて、必要以上の熱量をもった言葉が飛とび交かった。端はたから見たら、喚わめき続ける女子中学生にしか見えないのに、これが一人ひとりの高校生を本気で追おい詰つめるための作戦なのだから、中々に異常だ。

　けれども、やはり底が浅い。

　一体こいつらに何ができるというのか。北きた崎さきたちが文化センターで大おお村むら音おと彦ひこと対たい峙じすると決まった時も、彼かの女じよたちは安全な家でぬくぬくと待っていることを選せん択たくした癖くせに。だから、北きた崎さきたちの末路にも気がつかないのだ。

「わたし、ちょっと飲み物とってくるね」そこで張りつめてきた空気を紛まぎらわすように、斎さい藤とう由ゆ佳かが席を立つ。ずっと沈ちん黙もくしていた小こ柄がらな少女。「みんなは何がいい？　いろいろ用意してあったよね」

「ありがと、斎さい藤とう。気が利きくね」パソコンの画面からは目を離はなさず、三み澤さわが答える。「コーラ。氷は勝手に使っていいよ」

　斎さい藤とうは頷うなずいて、安あん城じようの希望も聞いてぱたぱたとキッチンへ向かう。お手洗い、と言ってボクも居間から去ることにした。こんなクソみたいな空間に一秒もいたくない。

「あぁ、あの動画はまだ流さないでよ」そして興奮する女子二人ふたりに、最後に釘くぎを刺さす。「タイミングを見て、な」

　彼かの女じよたちはボクの言葉に頷うなずき返してくる。ボクは内心でほくそ笑えんで、彼かの女じよたちのいる空間から出た。







　庭に出て、大木の陰かげに隠かくれるように置かれた木製の椅い子すに腰こしかける。年代を経ているのか、茶色の塗と料りようが剝はげ落おちて、ボクの手の平にこびりつく。指でつまみ、擦さすると、ボクの指先も当然、薄うす汚よごれた焦こげ茶ちや色いろに染まっていった。

　そこで、ゆっくりとボクは息を吐はき、息を吸う。

　噓うそをつくのは得意ではない。けれども、三み澤さわや安あん城じよう、おそらく斎さい藤とうもボクの報告を信じてくれた。利用できる間は、徹てつ底てい的てきに使わせてもらおう。北きた崎さきと同じように三み澤さわたちも裏切る運命であったとしても。

　そして、その全ての苦しみが、やがて一人ひとりの男子高校生へと行き着くように。

　ボクのスマホには、随ずい時じ、彼かれの情報が送られてくる。大おお村むら音おと彦ひこは、計画通り、暴行現場に向かい、警備員と鉢はち合わせして逃とう走そうしたという。安あん城じようと三み澤さわによってネットでばらまかれた情報は、大おお村むら音おと彦ひこの知り合いを中心に順調に広まってくれている。

　現在、５月14日20時34分。

　この街のシンボルであるツインタワーを見上げる。駅の上に見える高さ八十メートルの建物は、静かに鈍にぶく赤色に輝かがやいていた。

　大おお村むら音おと彦ひこは今も逃にげ回まわっているのだろうか。

　きっと意味も分からずに。

　それを考えると、つい笑えみがこぼれてくる。

　大おお村むら音おと彦ひこ、お前は自らの罪をどれほど自覚している？

　平へい穏おんに日々を送りながらも、陰かげで弱者を蹂じゆう躙りんするという許しがたい残ざん酷こくな罪を。




　　　　　[image: くぎり]




　こうしてボクは願う。

　クラスメイトを裏切り、一人ひとりの高校生を追おい詰つめていく。

　自分自身の傷に気づかないで、他人の苦しみを願う──そんな自分自身を、ボクが愛するのは、きっと醜みにくいことだ。

　けれど、もう遅おそい。

　気づかないうちに回る毒みたいに、ボクはその醜みにくさに身を委ねているのだから。

　だから、ボクはあの結末へ辿たどり着つく──。
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　５月14日20時41分。

　ＳＮＳでは大おお村むら音おと彦ひこを告発するための書かき込こみが、次し第だいに広まっていったらしい。しかも、時間が経たつにつれて、根も葉もない噂うわさまで付け足されていった。

『【拡散希望】駅周辺で高校生が暴れている。駅に行く人は、注意して！』

　これもエノキダハルトが仕組んだことなのだろうか。複数の人間からアカウントを借りて、騒さわぎ立たてる。それとも正義感に溢あふれた見も知らぬ第三者の書かき込こみなのだろうか。

　江え守もりはＳＮＳの状じよう況きようを淡たん々たんと俺おれに伝えたあとで、口にした。

「大だい丈じよう夫ぶ、誰だれも本気になんかしないわよ。仮に信じたとしても、大おお村むらを本気で捕つかまえようとする人間なんて出てこない」

「そう……だよな」

　確証なんてない。だが、俺おれはその楽観論にすがるように呟つぶやいた。

「今は、少しでも仲間が欲ほしいわね。他の部員と合流しましょう。もう部長にも伝えてあるし、二年生の騒さわがしい男子共なら、一目散に集まってくれるわよ」

　江え守もりの明るい言葉に、俺おれは頷うなずいた。他にどうすることもできなかった。







　滝たき岡おか市は、関東圏けんにある中規模の都市だ。高度経済成長期に大都市のベッドタウンとして成長し、現在では外国人観光客の宿しゆく泊はく地ちとして成長している。ＪＲ、私鉄、新幹線もあるターミナル駅周辺にはビジネスホテルが連なり、外国語だらけの街看板が日本語のものよりもある。チェーンのレストランには、絶対に英語、中国語、韓かん国こく語ご、ポルトガル語のメニューがある徹てつ底ていぶりだ。

　その努力のおかげか、最近でも高層ビルばかりが建てられているが、たいてい一階にある全国チェーンの喫きつ茶さ店てんとコンビニ以外に何があるか俺おれは知らない。外面を飾かざり立たてた空き箱のような街なのだ。最近では、市役所が地元のＢ級きゆうグルメを募ぼ集しゆうしたが、そもそもないものを募ぼ集しゆうしても良いアイデアが集まるわけもなく、すぐに募ぼ集しゆうは終わった。何も創り出さず、ただ消費するだけ。大した産業はないけど、なぜか街は発展した。

　街のシンボルは、駅と隣りん接せつされたタキオカツインタワー。誰だれもそんな長い名前じゃなく、駅ビルやタワーって呼んでいる。高さ八十メートルだと、ホームページや観光マップで豪ごう語ごしている。もちろん、これも一階から五階までの商業施し設せつを知るのみで、他の階に何があるのか興味もない。

　俺おれにとってはロクでもない街だが、それでも、夜になっても多くの人が行き交っていることは認めなくてはならない。しかも、金曜日。八時半になっても、駅周辺には大勢の人々が行き交っている。顔を赤くしたサラリーマンから、同じような髪かみ型がたと服装で群れている大学生まで。

　何もないはずの風景が、今は無む性しように気味が悪い。

　早足で進んでいく俺おれと江え守もりを無ぶ遠えん慮りよに見てくる人がいる。歩きながらスマホを操作し、俺おれたちと衝しよう突とつする直前で顔をあげる。その睨にらむような視線に対たい抗こうすることなく、俺おれはすぐに俯うつむいて小声で謝あやまり、すぐに離はなれる。

　一度だけ、アイリッシュパブのテラス席に座すわる社会人らしき男性二人組に指を指された。そして彼かれらは小声で話し合う。内容は分からない。もしかしたら、隣となりにいる江え守もりに対して下品な妄もう想そうを言い合っているのかもしれない。けれど、今はそれが言い様もない恐きよう怖ふを与あたえてくる。

　泥どろ水みずをすすっている気分だった。なんで俺おれがこんな目に遭あわなくちゃいけない。平へい穏おんな日常しか望んでいないのに。学校行って、部活で仲間と汗あせ流して、それから幼おさな馴な染じみと明るく話せりゃ十分なのに。

　だから、俺おれたちは神社から離はなれると、大きく迂う回かいしながら、江え守もりの家を目指さなくてはならなかった。そこまで行けば、とりあえずは安心できる。

　繁はん華か街がいのある駅北を通とおり抜ぬけて、江え守もりの家がある駅南を目指す。

　人とすれ違ちがうたびに、その視線にどんな意味が込こめられているか、怯おびえながら。







　そして、俺おれたちは黒い人間と出会う。

　この最悪の逃とう走そう劇げきで初めての襲しゆう撃げき者しやと──。







　俺おれの焦あせりとは裏腹に、道みち程のりは平和だった。

　道半ばまで歩いても、突とつ然ぜん、警察に取り囲まれて逮たい捕ほされるということは起きなかった。見知らぬ一いつ般ぱん人じんに襲おそわれることも、写真を撮とられることもない。平和な夜だった。ネットで晒さらされようが、案外、日々の生活に変化はないのか。怯おびえている自分が情けないくらいだ。

　だから、油断しかけていた。

　俺おれたちが近道をしようと入った公園に、その人間は待ち受けていた。

　夜九時前、オフィス街の一角にある公園は、普ふ段だんは、休きゆう憩けいする酔よっ払ぱらいか、いちゃつく場所を求めるカップルしかいない。

　だが、黒一色のジャージを纏まとった人間が佇たたずんでいるのが視界に入った時、さすがに不ふ審しんに思わざるを得なかった。ブランコの近くで、俺おれたちに背中を向けて立っている。背せ丈たけ的てきに男だろうか。深夜のランニングとも思えない。だって、手て袋ぶくろをつけている。もう五月中ちゆう旬じゆんだ。日が暮れると肌はだ寒さむい時もあるが、さすがに防寒具はつけない。

　俺おれの緊きん張ちようが江え守もりにも伝わったのか、俺おれたちは無言で足早に通り過ぎようとする。

　その時、男が振ふり向むいた。

　俺おれが反応したのは、ゼロコンマ一秒。迷わず叫さけんだ。

「江え守もり、走れ！」

　彼かの女じよの手を握にぎって、俺おれは本気で駆かけ出だした。

　男は目だし帽ぼうをかぶっていた。目と口元以外を完全に覆おおい隠かくすマスク。こんなもの常人はつけるわけがない！　そして、何より俺おれと目があった瞬しゆん間かんのあの怪あやしげな目つき！　逃にげろ、と俺おれの全身がわなないていた。

　公園の端はしへと駆かけ出だす俺おれたちを、男は追いかけてきた。物もの凄すごい速度で。

「ちくしょうっ」

　俺おれは呻うめいて江え守もりから手を離はなす。男の走る速さは、江え守もりと手を繫つないで逃にげられるレベルじゃなかった。かといって、江え守もりを置いて逃にげるわけにはいかない。狙ねらいは俺おれとはいえ、残された江え守もりが尋じん問もんされるかもしれない。

　じゃあ、どうすればいい？

　脳のう裏りをよぎる質問に、俺おれは胸中で叫さけんで答える。

　そんなもん江え守もりが逃にげ切きるまで、俺おれが食い止めるしかねぇだろうが！

「江え守もり、お前は先に行け！　後で追いつく！」

　まさか、こんなカッコイイ台詞せりふを実際に口にするとは思わなかった。

　俺おれはすぐさま反転。公園の砂地を削けずりながら、強ごう引いんにブレーキをかけて踏ふみとどまる。江え守もりはすぐに俺おれの意図をくみ取ってくれたのか、一つの場所を告げてから走り出した。江え守もりが告げたのは、「大会終わりにみんなで行く店」。そこが再集合の場所だろう。

　もちろん答えは知っている。大会後は、駅周辺の中ちゆう華か料理店で蒸むし鶏どりを食べまくるのが通例だ。食べ放題プランにして、誰だれが一番多く食べられるのか競争する。最下位は一発芸。馬ば鹿かだけど、愛すべき日常だった。

　黒い男は、スピードを落とさずに俺おれへ突とつ進しんしてきた。カウンターで殴なぐり返せるほどの準備はしていない。爆ばく弾だんのような肩かたの体当たりを正面から受ける。パワーが並なみ大たい抵ていじゃない。呼吸が止まるのを感じながら、あっけなく俺おれは吹ふっ飛とばされて、地面を滑すべる。

　けれども男の追つい撃げきは終わらない。次に俺おれの視界に入ったのは、横たわる俺おれへの容よう赦しやない蹴けり技わざだった。サッカーボールでも蹴けるような、大おお振ぶりではあるが、殺意のこもった顔面への一いち撃げき。だが、それは左ひだり腕うででかろうじて受け止める。

　反はん撃げきのチャンスだ。男の蹴けりを受けた後は、俺おれはそのまま足にしがみついて、強ごう引いんに男を地面へと引きずり倒たおした。ガムシャラな力ちから技わざ。

　俺おれと同様に地に伏ふした相手に素す早ばやく乗りかかり、殴なぐりにかかる。しかし、顔めがけて放ったそのパンチは男に間かん一いつ髪ぱつでかわされ、地面に拳こぶしが突つき刺ささった。自じ滅めつだ。俺おれがその痛みに呻うめけば、あっさりと男は俺おれを突つき飛とばして距きよ離りを取った。

　俺おれも即そく座ざに立ち上がって、男から数歩離はなれる。そうしながら、口からほぼ無意識に飛び出てきたのは単純な疑問の言葉だった。

「お前は一体なんなんだ？」

　今の一いつ瞬しゆんだけの交こう錯さくではあったが、別に相手は武道家でないことは分かる。ケンカ慣れもしていない。隙すきが大きい素人しろうとの動きだ。

　だが、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよがなかった。思い切りが良すぎる。最初のタックルも、その次の蹴けりも。

　あまりに明確すぎる敵意。

「………」

　男は黙だまったままだった。公園は薄うす暗ぐらく、目だし帽ぼうのせいで、何を考えているかは読めない。

「まぁ、予想はつくさ」俺おれは精せい一いつ杯ぱいの鎌かまをかけてみることにした。「エノキダハルトの差し金だろう？」

　すると、男の目元が僅わずかに動くのが分かった。顔全体は見えないから推測だ。だが、少なくとも動どう揺ようしていた。驚おどろいていた。この男は間ま違ちがいなく、エノキダハルトを知っているのだ。そういう類の反応だった。関係ない名前を出されて困こん惑わくしたのではない。

「一体、何が目的なんだよ……」

　俺おれがそう呻うめくのとほぼ同時に、男は再び俺おれへと襲おそいかかってきた。今度はただの突とつ進しんではない。男は腰こしから何か棒状の物を取り出すと、それを構えて飛とび込こんできた。特とく殊しゆ警棒を見るのは今日きよう二回目。

　肉にく弾だん戦せんと思おもい込こんでいた俺おれは、そのリーチのある一いち撃げきをかわせず、為なす術すべなく男の打だ撃げきを肩かた口ぐちに受けた。激痛に脳が焼けそうになる。やり返そうにも腕うでが痺しびれて、何もできない。

　俺おれは打たれた右みぎ肩かたを押さえると、男に背を向けて走り出した。逃とう亡ぼうだ。武器がある相手とまともに戦うべきじゃない。それに俺おれの一番の武器は、脚きやく力りよくだ。

　江え守もりはもう公園から離はなれただろうか。それでも念のため、逆方向へと進んだ方が良いいかもしれない。

　全力でいく。花か壇だんへ飛び乗って、そこからさらに跳ちよう躍やく。フェンスに手をかけて、強ごう引いんに身体からだを公園の外へと引っ張り上げる。肩かたの痛みはあるが、柵さくを難なく乗のり越こえる。道路へ着地したら、すぐに駆かけ出だし、トップスピードに乗れてほぼ理想のフォームが実現できる。静かな夜の住宅街を全力疾しつ走そうすることに成功した。

　だが、そこで予想外なことが起きる。男のスピードは俺おれが予想したよりもずっと速かったのだ。俺おれの後ろ五メートルの距きよ離りを、男は背後霊れいのようにぴったりと維い持じしてくるのだ。

　距きよ離りが縮まることはない。

　だが、引ひき離はなせてもいない。

　陸上選手の俺おれとまったく同じ速度で、目だし帽ぼうの男はついてくる。

　なんだコイツ……！

　そうなれば最終手段しかない。俺おれはギリギリの減速で角を曲がる。膝ひざに走る嫌いやな痛みをこらえて、目的の場所を目指す。

　つまりは大通り。俺おれたちの街の駅と、隣となり街を結ぶ片側三車線の馬ば鹿かでかい国道だった。もちろん夜が深まろうが車は止まることなしに走り続けている。むしろ交通量が減り、車一台一台の速度は上がっていた。

「うああああああああぁ」

　神に祈いのるように叫さけぶしかない。

　クラクションが鳴なり響ひびくなか、俺おれはただ最大限の脚きやく力りよくをもって大通りを横断する。目だし帽ぼうの男が何かを叫さけぶのが聞こえた。けれど、もうどうでもいい。







　５月14日21時03分。

　江え守もりと無事に合流できたのは、男を撒まいてから十分後のことだった。

　中ちゆう華か料理店の前で待っていた彼かの女じよは俺おれの姿を見るなり、すぐさま手を引いて告げる。

「よく来てくれたわね」

「なんとかな」

　彼かの女じよは安心したように頷うなずいて、俺おれを引っ張ったまま歩き出す。だが、すぐに何かに驚おどろいたように手を離はなした。

「江え守もり、どうしたの？　汗あせ、臭におうかな」

「違ちがう……傷が…………」

　そう江え守もりは呆ぼう然ぜんと発したので、俺おれは自身の手を見つめた。確かに、痛々しい擦すり傷きずを負ってしまった。皮ひ膚ふがめくれて、血が滲にじんでいる。目だし帽ぼうの男と格かく闘とう中ちゆう、地面を殴なぐってしまった時に負った傷きずだ。

　けれど、このくらいならなんともない。痛みはあるが、我が慢まんできる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。消毒して、ガーゼでもはればいい」

「違ちがうの……そうじゃなくて」

　江え守もりは言いにくそうに、溜ためてから呟つぶやいた。

「なんだか……人を殴なぐったみたいな傷だなって」

　ハッとした。改めて傷口を見つめる。利き手ての甲こう、それも指の根本にある大きな擦すり傷きず。何かを殴なぐったように、荒あら々あらしく傷つき、血が滲にじんでいた。

　それは、まるで無む垢くな中学生を何人も殴なぐり倒たおしたみたいな──。

　気のせいだ、と自分に思い聞かせる。この逃とう走そう劇げきに気が滅め入いっているのだ。俺おれを追っているのは、たまたま鉢はち合あわせした警察と、あの黒い男だけじゃないか。俺おれはまだ追おい詰つめられてなんかいない。仲間だって大勢いる。ネットの根も葉もない噂うわさなんて誰だれも本気にしない。

　けれども嫌いやな気持ちが消えなかった。嫌いやな汗あせが首筋を伝う。

　俺おれは思考をとめて、江え守もりの家へと進んだ。













[image: ボクらの闘い]







　５月14日21時23分。

　ボクは、江え守もり静しずかが暮らしているマンションを黙だまって見上げていた。奴やつの動きは把は握あくしている。大おお村むら音おと彦ひこと江え守もり静しずかがこのマンションの中へと入っていくのは確かく認にん済ずみだ。

　ボクはスマホを取り出して、改めてＳＮＳを確かく認にんする。荒あれ放題だった。大おお村むら音おと彦ひこを糾きゆう弾だんして画像を拡散する者、あるいは、顔が映っている画像をアップロードすることを非難する者、恐きよう喝かつの不気味さに怯おびえる者、様々だ。『肖しよう像ぞう権けん』だの『個人情報』だのと喚わめく声が、いくらあろうが関係ない。一万人に怒ど鳴なられようが、百人の信者を作れればいいのだ。そして、その信者が何か活動を始めてくれれば。協力者は既すでに三み澤さわたちが集めてくれている。どんどん良識人共に貶けなされ、大おお村むら音おと彦ひこの名が広まっていけばいい。

　ボクはまだ待機している三み澤さわに電話で命令する。

「三み澤さわ、そろそろ時間だ。作業を進めつつ、例の場所へ移動してくれ」

　電話先からはすぐに返事がくる。

《了りよう解かい。そろそろ動くよ。うちもやれることはやる》

　三み澤さわと安あん城じようの役目は、扇せん動どうだ。彼かの女じよたちには、ボクにはない人脈がある。この街にずっと住み続けていて、尚なお且かつ、遊び人だ。休日はよくクラブや合コンに出かけているという。休日に一回だけ、ゴテゴテに化け粧しようして、ビニール袋ぶくろを引ひき裂さいて作ったような露ろ出しゆつ度どの高い服を着た彼かの女じよたちとすれ違ちがったことがある。頭の悪そうな男を惹ひきつける誘ゆう蛾が灯とうみたいな恰かつ好こうだ。男友達が多いのも納なつ得とくだった。

　もちろん、この計画には、三み澤さわのその人脈も使われることになる。素行が悪く、時に暴力も辞さない連中だ。

　ボクは、お願いするよ、と簡単に返事をする。豪ごう快かいに盛り上げてくれることを期待して。

《榎えのき田だ……あのさ……》

　だが、ボクの想おもいとは裏腹に頼たのんだ瞬しゆん間かんに、三み澤さわの声が小さくなった。あまのじゃくかよ。

「どうした？　しおらしい声だな」

《無理しないでね》

　彼かの女じよは言う。

《もう榎えのき田だは、うちの仲間なんだから》

「今さら、なに言っているんだよ」

《いやさ、もちろん仲間なんだけどさ、榎えのき田だは元々、うちらが強ごう引いんに引き入れたからね。怪け我がだけはして欲ほしくない……さっきは怒ど鳴なって、ごめん》

　どうやらボクの身を案じてくれているらしい。

　あんなに豪ごう胆たんに見える彼かの女じよが、そんな繊せん細さいなことを考えたのがおかしくて、笑ってしまった。

「驚おどろきだな。正直に言うけど……ボクは三み澤さわのこと、一ヶ月前はただのビッチだと思っていた」

《え、ひど》

「でも、今は嫌きらいじゃないよ。うしろめたく思わなくていいよ。ボクも精せい一いつ杯ぱい、闘たたかう」

　きっと違ちがう場所と時に出会っていたら、本当に友達になれたかもな。念を押おすが、「違ちがう場所と時」なら。

　ボクの本音を見み抜ぬけない三み澤さわの声に、明るさが戻もどる。

《うん、サンキュー。実は、ネットで思ったよりうちらも叩たたかれていて、ビビッてたんだよね。うん、誰だれに何を言われようと、うちらにはうちらを信じる友達がいるもんね。ありがと……あ、斎さい藤とうがふさぎ込こんでるから、フォローしてあげてね。けっこう気の弱い子だしね》

「もちろんだ。じゃあ……」

《分かってるよ》

　三み澤さわは言う。その声こわ音ねから元気の次に伝わってくるのは、憤ふん怒ぬ。

《本格的に始めよう──大おお村むら音おと彦ひこを破は滅めつさせるために》

　ボクは激げき励れいの言葉を口にして、通話を終える。

　まるで青春ドラマの一幕みたいな会話だな。実際は虚きよ飾しよく塗まみれで、一ミリの本音もない会話なのに。ボクは最終的には、三み澤さわも切り捨てるのだ。北きた崎さきたちのように血の海にうずめてやる。

　それでもこうして友情ごっこに興じるのは、三み澤さわの人脈がボクにとってありがたい武器になるからだ。幸い、手段は違ちがえど目的は一いつ致ちしている──標的は、同じだ。

「はーるとー、顔が恐こわいよぉ？」

　スマホをしまい、マンションを睨にらみ続けていると、そこで横から吞のん気きな声が聞こえてきた。振ふり向むくと、小こ柄がらな少女が両手に缶かんジュースを持って立っていた。同学年とは思えないほど幼げ。こけしみたいなボブカット。斎さい藤とう由ゆ佳かの姿だ。

「はい、飲み物。水分大事だよ」

　とびっきりのプレゼントみたいに、誇ほこらしげに一本百三十円のジュースを渡わたしてくる。新発売の清せい涼りよう飲いん料りよう水すい。好みとは違ちがうが、ありがたく受け取ることにした。

「さんきゅー、本当はもっと甘あまくない方が好きなんだけどな」

「あれ、そうだっけ？　いつも砂糖水みたいにあまーい栄養ドリンクばっか飲んでいるイメージがあるよ？」

　斎さい藤とうがボクの好みまで把は握あくしているのは意外だった。

　なんだよ、こいつ、やっぱりボクのこと大好きだよな。好きな飲み物まで把は握あくしている他人なんて、ボクには一人ひとりもいないし──。

「……いや、違ちがうぞ。だったら栄養ドリンクを買ってこいよ」

「え、スポーツドリンクって栄養ドリンクじゃないの？　言葉の意味的に」

　本当に何も知らないと言いたげに尋たずねてくる斎さい藤とう。ボクはもう何も文句はつけないで、放っておくことにした。気持ちは分からんでもない。

「まぁ……ありがとな」

　ボクはペットボトルのキャップを捻ひねると、ボトルを逆さまにして、中身を半分近く一気に飲み干した。食道を冷たい液体が伝っていく感覚が心地ここちいい。

　ボクは再びお礼を言ってから、マンションの監かん視しを続ける。

「なんだか不思議だね、陽人はるとがこの場にいることが」

　斎さい藤とうもすぐにボクと同じように並んで監かん視しを始めた。斎さい藤とう由ゆ佳かはボクと並ぶと頭一つ分、小さい。

「三み澤さわさんたちと陽人はるとと一いつ緒しよに、わたしがこうして大おお村むら音おと彦ひこを追おい詰つめているのが奇き跡せきみたい」

「発言が気楽だな」

「そう？　和なごまない？」

「自分で言うなよ。お前はもう帰れ」

「学校の先生みたいなことおっしゃる」

　とぼけたように笑う斎さい藤とうに、ボクは「本気だよ、危険だから」と告げた。

「嫌いやだ。放っておくと、陽人はるとは無む茶ちやしそうだから」

　しかし斎さい藤とうも頑がん固こだった。あるいは能天気なのか、とにかく躊ちゆう躇ちよがない。

「誰だれも怪け我がしちゃダメなんだよ、この戦いは」

「……あぁ、そう」

　斎さい藤とうの精せい一いつ杯ぱいの励はげましも気休めにはならなかった。本音では、斎さい藤とうには手を引いて欲ほしい。彼かの女じよが計画の足手まといになりそうだからだ。そして、それ以上にボクのワガママがある。

　これ以上、アイツと関わらせてはいけない。

　斎さい藤とう由ゆ佳かは、大おお村むら音おと彦ひこの一番の被ひ害がい者しやなのだから。







　ボクが再びマンションを見上げた時、ＳＮＳの通知が届いた。

　三み澤さわが例の動画を、ＳＮＳへ投とう稿こうした──。
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　５月14日21時12分。

　俺おれたちは、無事、江え守もりの家へ到とう着ちやくした。

「まさか大おお村むらが来るとは思わなかったから」

　江え守もりは恥はずかしそうに言った。

「来ると分かっていたら、もっと片付けしたのに」

　江え守もりの部へ屋やは、散らかっていた。服は何着も椅い子すに積まれているし、ベッドの付近には文庫本やマンガが何冊も投げ捨てられていて、カバーが取れていたり折れていたりする。捨てる習慣がないのか、要いらないプリントが部へ屋やのあちらこちらで山になっていた。

「来なくとも、掃そう除じしなさい」

　俺おれをベッドに座すわらせると、江え守もりは一いつ旦たん部へ屋やの外へ救急箱をとりに行った。そして、扉とびらの外から聞こえる大声から、どうやら両親に必死に説明しているらしかった。突とつ然ぜん、娘むすめがこんな夜に見知らぬ男を連れて来たら、あらぬ誤解を受けるだろう。挨あい拶さつした時に両親が見せた、辞書に載のせたいくらい完かん璧ぺきな苦笑いを俺おれは忘れない。

　氷と救急箱を持ってきた江え守もりは、すぐに俺おれの応急処置を手早く済ませた。さすが我が陸上部のマネージャー。日ひ頃ごろから打だ撲ぼくや擦すり傷きずを負った部員に処置をしているせいか、手て際ぎわが良いい。地面に強く打ち付けた肘ひじに氷を当てて、それから擦すった右手の傷を消毒してくれる。

「サンキュ。この恩は絶対、返すよ」

　そのあとで取とりかかるのは、情報収しゆう集しゆう。やっと落ち着いて調べられる場所まで辿たどり着いたのだ。

『エノキダハルト』とスマホで検けん索さくすると、姓せい名めい判断サイトのほかに、一人ひとりの少女の画像が現れた。

　どうやら有名人らしい。カタカナで入力すると、簡単にヒットした。漢字は、榎えのき田だ陽人はると。中体連の剣けん道どう大会の記事だ。意外なことに、榎えのき田だは女子中学生だった。ポニーテールのすらっとした少女が、カメラをつまらなそうに見つめている。所属中学が何回か変わっているから、転校続きの子らしい。もちろん、俺おれに見覚えはない。

　これが、この事件の首しゆ謀ぼう者しやなのかは判断できない。だが、この記事に間ま違ちがいないなら、榎えのき田だ陽人はるとと北きた崎さきたちは同い年ということになる。ＳＮＳのプロフィール欄らんの情報と同じ。彼かの女じよは本名を晒さらして、俺おれの罪を告発しているのか。

　正直に言えば、信じがたい。この愛らしい女子中学生が、俺おれを追おい詰つめようとしているなんて──。

「いいから休んでいて」俺おれの焦あせりを見み透すかしてか、江え守もりがクッションを手て渡わたしてくれる。「とりあえずは、この家から動かない。もうみんなは呼んだから。私はまだ検けん索さくを続ける。何か追加情報があったら、起こすから」

「そりゃあ、ありがたい」

「それから、これ──」

　江え守もりは、ベッドに腰こし掛かける俺おれに近づくと、拳こぶしを突つきつけてきた。恥はずかしいのか、頰ほおが僅わずかに紅潮している。俺おれがその拳こぶしの下に両手をくっつけて受け皿を作ると、そこに一つの小物が落ちてきた。

　江え守もりがくれたのは、指輪だった。なんの飾かざりっ気もない、ただの銀色のリング。

「もうじき他の部員が来る。大だい丈じよう夫ぶ。事件が終わるまで、大おお村むらはここで隠かくれていればいい。けれど──」

　江え守もりは僅わずかな躊ちゆう躇ちよを見せる。

「──けれど、もしさっきみたいに離はなれ離ばなれになっても。大おお村むらには、仲間がいるって思い出して欲ほしいから」

「……うん」

「その、つまりは、私がいるから」

　俺おれはそのリングをすぐに自身の左手に着ける。女性ものらしく、俺おれの小指にちょうどぴったり合うサイズだった。

　左手をかざしてみれば、部へ屋やの照明に反射して、鈍にぶく光る。いつでも見える場所に、江え守もりからの贈おくり物ものがあるのは悪い気はしない。

　お礼を言おうとすると、彼かの女じよは既すでに自身のパソコンに向かい合っていた。感謝無用ということだろうか。

　本当にありがとう、江え守もり。

　俺おれはそのままベッドへと横たわった。緊きん張ちよう状態が続いたせいか、どっと疲つかれがでた。走るのはもうゴメン。女子の部へ屋やで、二人ふたりきりというシチュエーションでも、案外、リラックスできるもんだと我ながら感心する。

　だから、俺おれはすぐに眠ねむりにつく。

　江え守もりの温かさに、胸をざわつかせる不安が薄うすらいでいく気がした。







「噓うそ……」

　しかし、その眠ねむりはすぐに妨さまたげられた。

　江え守もりの呆ぼう然ぜんとした声が聞こえて、俺おれの意識はゆっくりと覚かく醒せいしていく。さすがに短時間では、熟じゆく睡すいはできない。眠ねむりは浅かった。夢を見ることさえできない。

　俺おれはゆっくりと身体からだを起こす。それから、部へ屋やにかけられた時と計けいへ目をやる。うさぎが針に合わせて歩き回るファンシーな掛かけ時ど計けいが、まだ十分しか経たっていないと告げていた。

　視界の隅すみで、江え守もりが目を見開いて硬こう直ちよくしていた。両りよう肩かたを震ふるわせながら俺おれを見ている。

　江え守もりは、情けないほどに俺おれに怯おびえていた。

　目を見開き、口を両手で覆おおい、その指先を震ふるわせている。

「江え守もり、どうした……？」

「ありえない……」

　江え守もりの正面には、机に置かれた一台のノートパソコン。そこに流れる動画から、かすかな声が聞こえた。

『だから、早くだせよ、五万円を』

　それは俺おれの声だった。録音した自分の音声は、気味悪かった。

　まさか、それは──。

　俺おれは慌あわててベッドから出ると、パソコンの前へと駆かけ寄よる。江え守もりが小さな叫さけび声ごえをあげて、机から離はなれる。そんな江え守もりに気き遣づかう余よ裕ゆうもなく、俺おれは食い入るように画面に見入った。

　動画には、街の中央を流れる川にかかる橋の下が映っている。場所は知っていた。周辺は一部を除いてフェンスで囲まれて、厳しく立ち入り禁止となっているはずだ。

　そこで一人ひとりの長身の高校生が、二人ふたりの男子中学生を恫どう喝かつしていた。二人ふたりの名前は知っている。北きた崎さきと雨あま宮みや。文化センターで襲おそわれた三人のうち二人ふたり。高校生は、そんな中学生を脅おどし、嘲あざ笑わらい、抵てい抗こうした素そ振ぶりをした奴やつを殴なぐる。

　その凶きよう悪あくな高校生の顔を、毎朝、俺おれは鏡で見ている。




　それは、俺おれが紛まぎれもなく中学生を恫どう喝かつしている映像だった。




　そうか……盗とう撮さつされていたのか。

　俺おれは全身という全身から汗あせが噴ふき出だしていくのが分かった。ネットで本名を拡散された時以上に、心臓が音を立てる。身体からだが熱いのに、血は凍こおりついたように冷えていく感覚。呼吸が乱れて、情けなく咳せき込こむ。そのまま気を失えたら、どんなによかっただろう。

　本当に榎えのき田だ陽人はるとは、周しゆう到とうな準備を重ねているらしい。どこまでも徹てつ底てい的てきに。

　どうしようもないほど、最悪だ。

「この……動画が、その、ツイッターで回っていて……また『enokida haruto』のアカウントで……」

　背後から聞こえるのは、江え守もりらしくない、滑かつ舌ぜつの悪い聞き取りにくい声。

　俺おれは江え守もりの言葉には答えられない。

　一体どう言いい逃のがれをすればいいんだ。あんな動画があった後に。

「ね、ねぇ……これって……なんだろうね？　誰だれかに、似たような人間を使って撮さつ影えいしたんだよ、ね……？　大おお村むらが、恐きよう喝かつなんてするわけ……ないよね？」

「………」

「敵ながらスゴいね。また冤えん罪ざいを押おし付つけて──」

「………」

「ねぇ、大おお村むら……」江え守もりが口にする。「……なんで何も言わないの？」

　これは違ちがうんだ。

　そう伝えようと俺おれはパソコンを閉じて、江え守もりの方へ振ふり向むく。そして、見たくなかった光景と向き合う。

　彼かの女じよは黒色のスマホを握にぎり締しめたままで、少しずつ後退していた。ちょうど部へ屋やの対角線上で、俺おれと向き合う場所まで辿たどり着くと、床ゆかに落ちていたカッターナイフを構えた。

「質問に答えて」

　静かな部へ屋やに、カチカチとカッターナイフの刃は先さきが伸のびていく音が響ひびく。江え守もりは涙なみだを流しながら、俺おれへ凶きよう器きを突つき付つけていた。その輝かがやく刃は先さきが恐おそろしく思えた。

「大おお村むら、恐きよう喝かつは本当にあったの……？」

　彼かの女じよは尋たずねる。その声は哀あわれになるくらいに震ふるえている。

「江え守もり、落ち着いてくれよ……」やっと出てくる言葉は、あまりに情けない。「そんな目で俺おれを見ないでくれ」

「先に質問に答えて」

「………」

　けれども、俺おれは首を横に振ふることしかできない。今すぐ彼かの女じよに駆け寄って抱だき締しめて、強ごう引いんに説得する選せん択たく肢しさえ俺おれにはないだろう。俺おれへと突つき付つけられたカッターナイフがそれを物語っている。

　江え守もりは問いを続ける。彼かの女じよの声は冷静だった。

「ねぇ、大おお村むら。榎えのき田だ陽人はるととの関係はなんなの？」

「なんにも知らないよ……俺おれはコイツとは一度たりとも会ったことはない。だから、どういう関係なのか、予想もできない」

「予想、できない？　ほんと？」

「あぁ。本当だ。俺おれはお前に噓うそをつかない。だから落ち着いてくれ。信じてくれ」

「私だって信じたいよ……」

　江え守もりの涙なみだがカッターナイフに零こぼれ落おちる。

　彼かの女じよは震ふるえる言葉で口にする。

「本能じゃ、大おお村むらはそんなことしないって理解しているよ。ありえないって喚わめいているよ。でもさ、筋が通っちゃうじゃん……北きた崎さきくんたちが倒たおれているのも、仲間のために中学生が闘たたかっているのも、あの動画も」

「それは……そうだけど。でも違ちがうんだよ、とにかく！」

「そうだね。もしかしたら、あの動画はトリックや演技かもしれない。大おお村むらは嵌はめられたのかもしれない。でもさ──」

　江え守もりの鋭するどい言葉が、カッターナイフ以上の圧あつ迫ぱく感かんを与あたえてくる。

「大おお村むらが、北きた崎さきくんと最近まで会っていたことを黙だまっていたのはどうして？」

「……っ」

　また答えられない質問をぶつけられる。

　あぁ、俺おれはどうやって言いい逃のがれすればいいんだ。

　顔中から噴ふき出だす汗あせが、顎あごを伝い、床ゆかへと落ちていく。両手を使って、身み振ぶり手て振ぶりで伝えようとするが、肝かん心じんの口から言葉が出てこない。

　空気を求める観賞魚のように、何度も酸素を求めて喘あえぎ続ける。

　江え守もりの視線が、俺おれを蔑さげすむように変わっていくように見えた。

「もしかして……本当に大おお村むらは……中学生三人を病院送りになるまで、殴なぐったの？　私を……騙だましていたの？」

「いや……俺おれは……」

「じゃあ、なんで警備員と出会っただけで、『無む我が夢む中ちゆう』に逃にげたの？　ずっと気になってた。ねぇ、普ふ通つうは、怪け我が人にんを置いて逃にげないよ……なにか疾やましいことがあったんじゃないの？」

「だから違ちがう！　俺おれの言葉を聞いてくれ！」

　凍こおりついた頭が、今度は溶とけだすように回っていく。みっともなく言葉を吐はき出だし続ける。江え守もりの怯おびえる視線をこれ以上直視したら、自分が壊こわれてしまいそうだった。

　堪たえきれなくなって、俺おれは必死に喚わめいた。

「確かに俺おれは事実を言わなかったし、誤ご魔ま化かしてもいた。でも──噓うそはついていない。過激な暴行を行ったというのは紛まぎれもなく榎えのき田だ陽人はるとが俺おれに押おし付つけた冤えん罪ざいだ！　ずっと言っているだろう！　暴力事件は冤罪だって！　最初から最後まで江え守もりに噓うそなんか言ってない」

「え……じゃあ──」

　江え守もりが呆ぼう然ぜんとカッターナイフを落とす。

「少なくとも、恐きよう喝かつは本物なの……？」

「あ──」

　そして、自分の失態に気づき──その答えが引き金だった。

　俺おれが己おのれの愚おろかさに悔くいた瞬しゆん間かん、江え守もりは部へ屋やのドアの方へと跳はねる。外へと脱だつ出しゆつしようとしているのか。ゴミ箱を蹴けり飛ばすと、ドアノブに手をかけた。

　けれども、身体能力で江え守もりが俺おれに勝てる道理はなかった。彼かの女じよが脱だつ出しゆつする瞬しゆん間かんに、彼かの女じよの服の裾すそに指をかけて、強ごう引いんに部へ屋やへ引ひき戻もどす。

　勢いまかせに、俺おれたちは部へ屋やの中央へと滑すべり転んだ。プリントの山が崩くずれて、部へ屋や中じゆうに散乱する。

　俺おれは右手で椅い子すにかかっていたパーカーを摑つかむと、江え守もりの唇くちびるへと力ちから一いつ杯ぱいに押おし当あてて、口内へとねじ込こむ。そして、彼女の首もとを左手で、床ゆかへと押おし付つけ、そのまま江え守もりに馬乗りになった。

　江え守もりが、何かを叫さけんだ。けれども口に押おし込こまれた布のせいで何を言ったかは分からない。

　江え守もりは倒たおれながらも、スマホを操作していた。俺おれにばれないように、身体からだの陰かげで必死に指先を動かして、警察へ通報しようと試みている。

　油断できない奴やつ。

　俺おれは江え守もりのスマホを取り上げて、ベッドへと投げ捨てた。

「ごめんな……」そして、何もできずにもがく江え守もりに謝あやまった。「ＳＮＳの書かき込こみを最初から知っていたら、俺おれはお前に助けなんか求めなかったのに。こんな俺おれを信用してくれた江え守もりを、決して裏切りたくなかったのに」

　そう告げた瞬しゆん間かん、廊ろう下かの方から物音と人の声が聞こえてきた。誰だれかが慌あわてて駆かけつけているらしい。

　江え守もりの両親か。それにしては数が多い。

　勢いよく開いていく扉とびらを見つめると、そこには顔かお馴な染じみの部員の姿があった。俺おれと江え守もりを除く陸上部の二年生、総勢六名の顔ぶれ。

　狭せまい廊ろう下かで必死に詰つめ合あい、俺おれを怒いかりに満ちた瞳ひとみで見つめている。

「大おお村むら……」

　先頭に立っている部員の一人ひとりがやっと声を発した。尾お野の。俺おれと最も仲のいい仲間だった。

「お前、なにやってるんだ……江え守もりから離はなれろよ」

「……あぁ、そうだな」

　俺おれは江え守もりの上から退くと、腕うでを引っ張りあげて無む理り矢や理り立たせた。けれど、気の抜ぬけたように呆ぼう然ぜんとする江え守もりの足取りはふらついている。その軽い身体からだをそっと押おし出だすと、数歩だけ歩き、尾お野のの方へと倒たおれていった。

　そんな彼かの女じよを尾お野のが優やさしく受け止める。外傷はない江え守もりにほっとしたように尾お野のは頰ほおを緩ゆるませたあとで、俺おれを睨にらんできた。親でも殺されたかのような憎にくしみに満ちた顔。

「大おお村むら。お前、あのＳＮＳの動画は本物なのか？」

「……言いたくない」

「なんで、こんなことを……金がないわけじゃないだろ……」

「……尾お野のは優やさしいな」

　もう全てが終わったような気になって、思わず自じ嘲ちようするように笑ってしまう。

「そして冷静で賢かしこいよ。良いい親友だ。だから、俺おれの相談相手にならなかったんだ」

　きっと彼かれらには俺おれのことを理解できないから。

　どこまでも堕おちた俺おれのような人間なんて。

「それより武たけ田だ部長はいないの？　あの人がいるなら話が早い」

「……来てない」

「そうか。じゃあ、どう話せばいいかな。もう……本音を語るよ」

　自分に味方など存在しないことを自覚した時、全身の力が抜ぬけていった。もう弁解する気力さえない。

　俺おれは机の前に置かれた椅い子すに深く腰こし掛かける。

　尾お野のがガラス細工にでも触ふれるかのように丁てい寧ねいに、江え守もりを床ゆかに座すわらせる。部員はただ沈ちん黙もくを保って、俺おれの言葉を待ってくれていた。

　だから、俺おれは時と計けいの針が鳴るのを聞きながら、想おもいを整理する。

　そして、聞き取ってもらえるように、ゆっくりと一文字一文字声に出す。

「なぁ──全員、忘れてくれないか？」

「は……？」

　尾お野のが息のような声を漏もらした。

　他の部員も同じように啞あ然ぜんとした言葉を吐はき出だした。

「……お前、なに言っているか分かっているのか」

「もちろん、無理な話だってことは知っているよ。悪いとは思う。でも、それが一番早い解決じゃないかな。榎えのき田だ陽人はるとは俺おれが止める。だから、みんなは何も知らないフリして、これからも俺おれと仲良くしてくれよ。頼たのむからさ。それが偽いつわらざる俺おれの本心だよ」

「無理に決まってるだろ……なんで恐きよう喝かつ魔まのお前と」

　いまさらだけど、恐きよう喝かつ魔まなんてあまり聞かない言葉だ。放ほう火か魔まとか強ごう姦かん魔まもあるなら、そういう単語もあるかもしれない。

　それはともかく。

　俺おれは自分の日常を取とり戻もどすために、言葉を連ねていく。

「でも、できるだろう。だって、尾お野のもみんなと今まで俺おれと一いつ緒しよに仲良くやってきただろ。楽しい思い出だって、たくさんある。合宿ではみんな疲つかれているのに朝まで馬ば鹿か話ばなしで盛り上がって先せん輩ぱいに怒おこられたよな？　体育でマラソンがあれば、サッカー部や野球部に負けたやつに一発芸やらせて盛り上がっただろ。俺おれが中学生を恐きよう喝かつしていた可能性にさえ目を瞑つぶれば、また楽しい平へい穏おんな日々が続くだろうが。それが、一番の解決法だろう？」

「だから……無理だって……」

「すぐに答えを出すなよ。これまでだってみんなは恐きよう喝かつ魔まと仲良しだっただろう？　だからさ、簡単に無理とか言うなよ。かっこわるい」

「大おお村むら……」

　尾お野のは、そこで初めて警けい戒かいを解いた。強こわ張ばっていた表情から力が抜ぬけて、口が小さく開いて、泣き始めるかのように目元が下がる。けれども、尾お野のの口からは決して和解の言葉が出てくることはなかった。

「はじめて、お前のことを救えないって思った」

「……そう」

「平へい穏おんが一番とか、爺じじ臭くさいこと言う人間だと思ってた。代表的な小市民だって笑ってた。そして一番の親友だって。でも、お前は違ちがったんだな」

「繰くり返かえすけど、尾お野のって賢かしこいんだな」

　俺おれはそう口にする。そう告げるしかなかった。

「だから、簡単に親友を見捨てられる、強い奴やつだ」

　それを決別の言葉と受け取ったらしい。

「自首しろ」

　尾お野のは俺おれに伝えてくる。その言葉に、他の部員も続いて喚わめく。かつての仲間が、一人ひとりは頼たのむように、一人ひとりは叱しかるように、叫さけぶように願うように哀あわれむように乞こうように俺おれへ自首を勧すすめてくる。まだやり直せると諭さとす者もいた。なんで相談してくれなかったと戸と惑まどう者もいた。

　誰だれもが俺おれへ想おもいをぶつけてくる。泣き出す者も、俺おれへ物を投げつける者もいた。

　あぁ、俺おれってここまで愛されていたんだな。

　その事実が、目の前で見せつけられて、ただ拳こぶしを握にぎり締しめる。

　けれども、呟つぶやく言葉はどうしようもない現実だ。

「愛されているから、孤こ立りつすることも世の中にはあるんだよ……」

　俺おれだって、どこまでも奪うばい尽つくすと覚かく悟ごしたのだ。

　言葉で通じないなら、あとは強制力。部員の一人ひとりが、スマホを取り出した。警察へ通報しようとしているのだ。

　俺おれは駆かけ出だして、最前列にいた尾お野のを突つき飛とばしながら、後方の部員が手にしたスマホを叩たたき飛とばす。スマホは勢いよく廊ろう下かの壁かべへとぶつかり、カバーが弾はじける。誰だれかが悲鳴をあげた。

　俺おれはすぐに脱だつ出しゆつを考え、玄げん関かんへ視線を向ける。けれども扉とびらが見えた瞬しゆん間かんに、視界はブラックアウトした。

　後方へ倒たおれながら、そこでやっと誰だれかに顔面を殴なぐられたことに気がつく。位置的に尾お野のだろうか。机の角に背中をぶつけて、呼吸が止まる。咳せきをしながら無様に転がって、必死に部員たちと距きよ離りをとる。

「大おお村むらを捕つかまえて！」

　ずっと黙だまっていた江え守もりが怒ど鳴なった。絶ぜつ叫きように近い声だった。廊ろう下かにいた部員たちが、続々と部へ屋やへ入はいり込こんでくる。

　六対一。どれも身体能力だけなら俺おれに劣おとらない奴やつばかりだ。彼かれらがいかに鍛きたえ抜ぬいているかなんて、俺おれは嫌いやというほど知っている。

　だから、もう──どうしようもないよな。

　諦あきらめるしかない。犠ぎ牲せいもなしに、この窮きゆう地ちを逃のがれる方法はないのだから。

「大おお村むら、悪いが、拘こう束そくするぞ」

　尾お野のはベッドに置かれた毛布を摑つかむと、俺おれへと投げつける。正面で菫すみれが描えがかれた毛布が広がり、俺おれの視界を覆おおう。毛布が頭にかかる直前に。尾お野のの足元が見えた。勢いよく、俺おれへ飛びかかってくる。他の五人の部員たちも同様に。俺おれを取り囲もうとしている。

　俺おれは一いつ瞬しゆんだけ目を瞑つぶる。

　あぁ、俺おれが望んだ日々がどこにあるのか。なんてことを考えながら。

　頭の悪い俺おれにできることなんて──一つの手段しかない。
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　ボクは大おお村むら音おと彦ひこが恐きよう喝かつしている動画を改めて見直した。

　スマホの画面の中で、北きた崎さきと大おお村むらが向き合っている。小こ柄がらな北きた崎さきと、体格のいい大おお村むらが並ぶと身長は三十センチ近く離はなれている。まるで子供と大人おとなだ。

『どうでもいいから金を出せ』恐きよう喝かつする際に、大おお村むら音おと彦ひこはよくそう語った。それは、まるで聞くだけで日常が色いろ褪あせていくような不気味な声だった。あるのは他者を服従させる威い圧あつでも、逃にげたくなるような憤ふん怒ぬでもない。退たい廃はいだ。疲つかれ、飽あきて、怠なまけて、生気のなさだけが、襲おそいかかってくる。

　だから、怒いかりの前に恐おそれが先に生まれるのだ。

　しかし、ＳＮＳではこの動画があがってもなお、大おお村むら音おと彦ひこの恐きよう喝かつにまつわる信しん憑ぴよう性せいには否定的な意見も多かった。

『三千万円なんて恐きよう喝かつできるわけがない。そんだけの大金が動けば、親が気づくだろ』

『警察に相談すれば、一いつ瞬しゆんで解決するはずだ』

　それが否定派の声。

　あまりに馬ば鹿か馬ば鹿かしい。紛まぎれもなく大おお村むら音おと彦ひこの恐きよう喝かつは存在する。

　当然、証しよう拠こはＳＮＳに投とう稿こうした一つや二つだけではない。当たり前だ。素人しろうとである中学生が、たった一回であれほど鮮せん明めいに大おお村むら音おと彦ひこを映した動画を撮さつ影えいできるわけがない。そこには二十を超こえる失敗作の動画や音声データがあった。部外者であったボクでさえ納なつ得とくできるほどの証しよう拠こも十分にあった。

　それにボクは物陰に隠れて、その恐きよう喝かつを自分の目で確かめた。大おお村むら音おと彦ひこの恐きよう喝かつは決して虚きよ言げんではない。

　ボクらのチームは、七人で構成されている。北きた崎さき晋しん吾ご、雨あま宮みや博ひろ文ふみ、木き原はら祐ひろしの男子三人、三み澤さわ才さい加か、安あん城じよう姫ひめ奈な、そして、ボクと斎さい藤とう由ゆ佳かの女子四人。そのボクを除く六人が、大おお村むら音おと彦ひこの被ひ害がい者しやだった。

　被ひ害がい総額、累るい計けい３０２３万円。

　ボクのスマホには、彼かれらが決死の覚かく悟ごで集めた証しよう拠こが全て保存されている。彼かれらはリスクをとって、一千万円近くの証しよう拠こを集めていた。

　だが彼かれらは警察へ行こうとはしなかった。それにも、もちろんカラクリがある。

　大おお村むら音おと彦ひこは恐きよう喝かつにおいては、どこまでも冷れい酷こくであったから。

　それは、終わらない悪夢のような支配だった。







　斎さい藤とうと監かん視しを続けていると、エントランスの方から大おお村むら音おと彦ひこが飛び出してくるのが見えた。

　その風ふう貌ぼうは入ってきた時と、ほとんど変わらない。慌あわてず、悠ゆう然ぜんと歩いていく。百八十センチを超こえる体格は、夜の街でも見つけやすい。彼かれの顔からは焦あせりも苦しみも感じられなかった。ただ静かに、そして、なぜか爽さわやかにも感じられる笑え顔がおで、ビルの陰に消えていった。その真意を読み取るには、ボクと彼かれの距きよ離りは離はなれすぎていた。後ろに続く人は誰だれもいない。

　僅わずかに服が破れていたが、彼かれが怪け我がをしているようには感じられなかった。

　まるでマンションへ宅配にきた業者のような軽快さで、何事もなかったように消えた。

　ボクは事前に登録しておいた番号へ電話をかける。大おお村むら音おと彦ひこが好意を寄せている人間──江え守もり静しずかだった。

《…………誰だれ？》

　事前に三み澤さわたちから聞かされた情報では、元気な女子のはずだ。しかし、聞こえてくる声には覇は気きがない。

「榎えのき田だ陽人はるとと言います。大おお村むら音おと彦ひこの被ひ害がい者しやの友人です。この番号は江え守もりさんの──」

《助けて》

　ボクが電話するまでの経けい緯いを説明する前に、彼かの女じよは告げてきた。そこでボクは、彼かの女じよがいる場所がやけに静かであることに気がつく。江え守もり静しずかの部へ屋やには、大おお村むら音おと彦ひこを除いても、六人の高校生が押おしかけているはずなのに。

　なんでこんなに物音がしないんだ？

《もう意味が分からないよ……》

　電話先からは、ただ彼かの女じよの泣き声が漏もれてくる。

《恐きよう喝かつはホントなの……暴力事件も、大おお村むらくんの仕業なの……？》

「何があったんです？」

　答えには僅わずかな間があった。




《大おお村むらを拘こう束そくしようとした六人全員が、一いつ瞬しゆんで返かえり討うちにあった……》




「………」

《男が六人で襲おそいかかっても、全員、歯が立たなかった……今は、私は怪け我がの手当をするしかなくて…………》

　やっぱりか、とボクは唇くちびるを嚙かみしめる。

　なぜ大おお村むら音おと彦ひこは大金の恐きよう喝かつに成功したのか。これが、その理由の一つだ。

　最も単純で、馬ば鹿か馬ば鹿かしいくらいにシンプルな理由。

　暴力を振ふるうことに関しての圧あつ倒とう的てきな才覚がある。

　それは他者の尊厳を踏ふみにじり、二度と逆らう気さえ起こさせないような原始的な恐きよう怖ふを刻みつけるのだ。

「協力してください、江え守もりさん」

　だから、ボクは彼かの女じよに呼びかける。

「闘たたかうんですよ、怪かい物ぶつと。ボクらの手でケリをつけるんですよ────」

　電話先では、長い沈ちん黙もく。

　だが、そのあとに聞こえてきたのは、江え守もりさんの力強い肯こう定ていだった。




　ボクの隣となりにいる斎さい藤とうが不安そうに、ボクの袖そでを摑つかむ。

　闘たたかわなくてはならない。どんな怪かい物ぶつみたいな人間であろうと、ボクは挑いどむ。

　ボクのそばで震ふるえる斎さい藤とう由ゆ佳かがいる限り──。
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　俺おれは、普ふ通つうの高校生のはずだった。運動が得意というだけで、平へい々へい凡ぼん々ぼんに日常を消費されていく。

　だから、よく武たけ田だ部長にからかわれた。

　お前は小市民だ、って。

　武たけ田だ翔しよう也や部長は、俺おれが所属する滝たき岡おか南みなみ高こう校こう陸上部の部長を務める先せん輩ぱいだった。種目は、棒ぼう高たか跳とび。長ちよう距きよ離り走そうを専門としている俺おれとはあまり接点はないのだが、練習後によく話しかけられた。端たん的てきに言えば、気に入られていた。そして、俺おれのことを笑うたびに使うのが『小市民』という単語だった。

　その日は、確か俺おれがまだ一年生だった初秋。

　俺おれが陸上をやっていて一番いいなと思うのは、部活後のストレッチだ。学校のグラウンドや駐ちゆう車しや場じようにマットを敷しいて、寝ね転ころがるなんて陸上部じゃなきゃ中々できない。足に溜たまった疲ひ労ろうをもみほぐしながら、オレンジ色に変わっていく空と、影かげをさしていく校舎、そして、夏の暑苦しさを失い始めた秋風を浴びるのはいつだって最高の気分だ。

　そう隣となりにいる部長に伝えたら、大きな声で笑われた。なんか小市民だな、って。

　武たけ田だ部長は声のボリュームがでかいから、グラウンド全体に響ひびき渡わたる。けれども、不ふ愉ゆ快かいにならないのは、その親しみやすい性格と外見によるものだろう。体格は一目見て運動部員とは思えないほど細い。きっと余分な筋肉をつけていないのだ。清潔に短く切り揃そろえられた髪型も、大きすぎない身長も、とにかく人に不ふ快かい感かんや威い圧あつ感かんを与えない。ややキツネ顔ではあるが、十分にイケメンと言える人だ。

「まぁ、間ま違ちがってないからいいですけどね」俺おれはストレッチをしながら答える。「俺おれは社会正義の下げ僕ぼくでいいっすよ」

「いや、悪い。笑いすぎたわ。俺おれも同感だよ。でも、なんか大おお村むらが言うと、腹の底からおかしみがあふれ出るんだ」

「フォローしているつもりっすか？」

「もちろん。うん、あぁーなんてすばらしい空だー、一句詠めるわ。詠まんけど、大おお村むらが感かん染せんする」

　俺おれは流は行やり病か、と怒おこりたくもなったが、あえて言わなかった。なんだかんだ言って、俺おれと武たけ田だ部長は気が合った。たとえば誰だれよりも長く練習後のストレッチを行うこととか。からかってはいるが、武たけ田だ部長もこの時間が大好きなこととか。

「よし、小市民そろそろ帰るべ」

　そう先せん輩ぱいは口にすると、ネックスプリングで豪ごう快かいに立ち上がってマットを持って部室へと戻もどっていく。俺おれはその後ろ姿に感謝しながら、あとに続く。

　部室の前では、江え守もりが立っていて「さすがに入念すぎ」と怒いかりながら、俺おれたちからマットを奪うばう。男子の部室の中へ入っていけば、尾お野のたちが晩飯に行く店の話で盛り上がっていて「おっつーも行くよな？」と尾お野のが声をかけてくる。おっつー、は俺おれのあだ名。「なにがあんだよ？」と聞けば、「俺おれの失しつ恋れんを慰なぐさめる会らしい」と返ってくる。

「ん？　尾お野のはいつ失しつ恋れんしたんだ？」

「してねぇ。オレは『彼かの女じよができた』って報告しただけだ。先取りだってよ」

　俺おれはその無む茶ちや苦く茶ちやな流れに思わず噴ふき出だしてしまった。けれども、この悪ノリこそこいつららしくて、俺おれも参加を表明する。親友の失しつ恋れんを俺おれも慰なぐさめてやろう。かなり早めに。そうして、俺おれは仲間と一いつ緒しよに遊びに繰くり出だすのだ。




　これこそが俺おれの幸せだった。

　社会正義に従う小市民。それが俺おれの理想だった。

　誰だれからも後ろ指を指されることはなく、かといって、大衆に妬ねたまれることもない。激動の日々に奮ふん闘とうすることも、闇やみのような強大な敵に身を縮こまらせることもしたくない。

　それが、大おお村むら音おと彦ひこという存在だった。




　なのに──その作り上げてきた平へい穏おんは崩くずれてしまった。




　　　　　[image: くぎり]




　５月14日21時52分。

　部へ屋やには、呻うめき声をあげて横たわる六人の陸上部員。小さな部へ屋やで身を寄せ合うようにして、倒たおれていた。酷ひどい有あり様さまだった。一人ひとりは苦しそうに腹を押おさえて、自身の吐と潟しや物に顔をうずめている。別の一人ひとりは膝ひざを抱かかえた姿勢で、悔くやしそうに俺おれを睨にらんでいる。気を失っている奴やつも、俺おれに見つからないよう部へ屋やの隅すみで震ふるえている奴やつもいる。

　仲間への情けがある。打だ撲ぼくはあるだろうが、きっと骨は折れていない。手を抜ぬいた。六人の戦意を砕くだくには十分だった。自分はやはり喧けん嘩かが強いのだろう。そのことを自覚し、そして、また自己嫌けん悪おする。

　最後の力を振ふり絞しぼってか、尾お野のが膝ひざを震ふるわせながら立ち上がる。もはや見るに堪たえなかった。右の拳こぶしを僅わずかに振ふり上あげて、彼かれへと近寄る。即そく座ざにしゃがんで、拳こぶしに気を取られている尾お野のの足元を払はらい、崩くずれゆく尾お野のの顎あご元へ左拳こぶしをアッパー気味に食らわせる。それがトドメとなって、彼かれが再び起き上がることはなかった。

　部へ屋やのすみでは、無傷の江え守もりが身体からだを抱だき抱かかえるようにして震ふるえて座すわっていた。ただ号ごう泣きゆうしたまま、固まっている。

　その横を俺おれは黙だまって通りすぎた。

　廊ろう下かでは、江え守もりの両親が電話を持ったまま固まっていた。もう通報されたか。できるだけ早く逃にげないと。俺おれが近づくと、彼かれらはすぐに飛とび退のいた。けれども追おい詰つめることはしない。したくもない。

　爆ばく発はつするように一気に暴力に手を染めると、なぜか心は静かになる。いつもそうだ。頭は働かなくなって、ただ呟つぶやきが繰くり返かえされていく。

「……静かで、ゆっくりで、温かな時間だ。静かで、ゆっくりで、温かな場所だ。それが平へい穏おんだ。社会正義なんだ……」

　玄げん関かんまで歩いて、再び俺おれは夜の街へ紛まぎれる。

　部へ屋やで尾お野のが、俺おれに待てと叫さけぶのが、背後から聞こえた。けれども、振ふり返かえるわけにはいかない。

　一つ一つ確実に、黒幕への手がかりをたどっていく。逃にげて、逃にげて、逃にげて、それでも最後には辿たどり着くのだ。

「榎えのき田だ陽人はると……俺おれの平へい穏おんを壊こわして、ただで済むと思うなよ……」

　仲間を殴なぐった手に、まだ鈍にぶい痛みが走っている。無む性しように腹が立って、傷口の上からかきむしる。ガーゼはとれて、地面へと落ちて、やがて風に飛ばされて俺おれの視界から消えていった。

　そして俺おれは逃にげる。

　たった一人ひとりで。
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　ボクが大おお村むら音おと彦ひこへの断罪に身を投じた理由──実を言うと、特に思いつかない。

　特別でありたい、という抽ちゆう象しよう的てきな願望はあるが、具体的な動機を聞かれると、すぐに答えられない。決意と信念はあるが、きっとそういった形にならないものでしかボクは理由を示せない。

　なぜなら、ボクは元々、恐きよう喝かつ事件には無む縁えんな存在だから。

　３０２３万円に、ボクの被ひ害がい額がくは１円たりとも含ふくまれていない。大おお村むら音おと彦ひことの因いん縁ねんなんて一いつ切さいない。さらに言えば、ボクは恐きよう喝かつ事件はおろか、三み澤さわたちともほとんど関わりのない人間だった。彼かれらが泣きついてきた、という理由だけで、駆かけつけてやるほど親交はない。極きよく端たんなことを言えば、勝手に生きて、勝手に死ねばいい、と思っている。

　果てしなく、どこまでも彼かれらと無む縁えんだった。







　ボクは転校生だった。

　ボクは、写真家の娘むすめとして生まれた。父は全国津つ々つ浦うら々うらで写真を撮さつ影えいしていて、住む場所を何度も変えてきた。新しい場所を見つけては、徹てつ底てい的てきに撮とっていくスタイルだ。だから、ボクも幼少期からずっと転校を繰くり返かえしてきた。十回以上は間ま違ちがいない。正確な数をカウントする気にはなれない。

　転校ばかりを経験する子供に親友が少ないというイメージは、ボクに限ればおおよそ正しい。出会いと別れを繰くり返かえしていくたびに、人付き合いは浅いものとなっていく。自ら望んで浅く付き合うようになっていく。余計な繫つながりは、すぐにリセットされるから面めん倒どうだ。

　幸い、ボクには小学校から習っていた剣けん道どうの才能があった。転校するたびに、新しい街の道場を探しては同世代で一番になるのは優ゆう越えつ感かんがあった。地域によって微かすかに異なる竹刀しないの振ふり方の癖くせを見ていくのを、無む邪じや気きに楽しめた。手首の使い方や重心の動かし方は、流派はもちろん、道場や地域で微び妙みような違ちがいがある。それを見み抜ぬいて剣けん道どうの奥おく深ぶかさに触ふれるのに夢中になった。そして、全国大会で上位へ進めるほどの実力をすぐに身につけた。別に友達を欲ほしがる理由がなかったのだ。

　だから、ボクは「ボク」を使う。

　教室でほんの少し浮うくために。

　周囲から少し逸いつ脱だつした人間であるために、特別であろうとする。

　普ふ通つうとは違ちがう、変人というパーソナリティを身につければ、ボクの学校生活は快適だった。周りの人間もどこかボクを「特別」で、異質な存在として扱あつかってくれる。煩わずらわしい人間関係に縛しばられることもない、愚ぐ痴ちだけの進展性のない恋れん愛あい相談を受けることもない、行事で大役を任されることもない。淡たん々たんと、健すこやかに日々を過ごし、全神経を集中させて道場で竹刀しないを振ふれる。

　時々、裏で陰かげ口ぐちや物を隠かくす奴やつはいた。

「一いち人にん称しようが『ボク』って痛いよね。アニメキャラか、アイドルの真ま似ね？」

　とかボクに聞こえるようにそう嘲あざ笑わらうのだ。

　そんな時は、見つけ次し第だい胸むなぐらを摑つかみ上げて、無言で睨にらみ続ける。すると、すぐに手を引いてくれる。より陰いん湿しつになる場合もあるが、大たい抵ていの奴やつらはボクより弱かった。剣けん道どうで鍛きたえ上あげているボクを、本気で支配しようとは誰だれも願わなかったのだ。

　だから、イジメられて引ひっ込こんでしまうような、底の浅い特別ではダメだ。どこまでも固く突つき通とおせる『特別』は、ボクの生活を風通し良くさせ、そして、時に露つゆ払はらいまでやってくれる。







　二年生の十一月に転校した滝たき岡おか中学でも、同様だった。

　教室はどこも同じく、やはり人気者と根暗な人間で分かれている。ボクはそこで上手じようずに浮ういて、どちらのグループにも加わらずに済んだ。女子の人気者はすぐに分かり、それが三み澤さわ才さい加かということもすぐに理解できた。彼かの女じよを刺し激げきしないよう、適当に挨あい拶さつしてから、あとは無関心を決きめ込こんだ。『剣けん道どうが得意な、変な転校生』というポジションに落ち着き、誰だれとも深い接点は持たずに済んだ。クラスで誰だれとも話さず過ぎる日が、一週間で一、二回はあった。

　積極的孤こ立りつ。

　それは確かに存在する。群れるのも楽しい時はあるが、一人ひとりで過ごすのも、それはそれで案外、心地ここちいい。

　そうなれば、後は気き兼がねなく竹刀しないを振ふるだけでいい。

　部活動でも、突とつ然ぜんやってきた異物に混乱をもたらすのは最初の数週間だけ。強きよう豪ごう校こうではない滝たき岡おか中学では、早々に団体戦のレギュラーの座を射止める。張り合う者は最初からおらず、ただただ尊敬される。嫉しつ妬とを最小限にする一番の方法は、誰だれよりも努力すること──そう、ボクは転校生活のなかで学んでいた。だからボクは朝に道場前で素す振ぶりをし、放課後は誰だれよりも遅おそく残って自主練をした。

　一日の終わりにはウェブラジオを聞いて、疲つかれを癒いやす。

　どの学校へ転校しても変わらなかったルーチン。

　後に聞けば、もうこの二年生の秋から、大おお村むら音おと彦ひこの恐きよう喝かつは始まっていたらしい。けれども、ボクはそんな事実に気づくことはなかった。噂うわさの欠片かけらも耳に入れていない。

　孤こ高こうを貫つらぬくボクは、本当に恐きよう喝かつ事件に無む縁えんな存在だったのだ。

　だから、恐きよう喝かつ事件に関かん与よする理由を聞かれれば、一つしか答えようがない。

　特にない──これに尽つきるのだ。

　ボクは部外者なのだ。

　代わりにボクは主張する。世の中に溢あふれる大半の行動に理由はないが、キッカケは満ちている。
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　ボクが事件に関わる最初のキッカケは、斎さい藤とう由ゆ佳かとの出会いだった。

　彼かの女じよとの邂かい逅こうは、衝しよう撃げき的てきだった。

　より正確に言えば、斎さい藤とうはボクのクラスメイトだったから毎日教室で顔を合わせてはいた。けれども、話したことは記き憶おくの限り、二度しかない。英語のプリントを返された時、「ボクの机に、斎さい藤とうさんのプリントが間ま違ちがって置いてあったよ」と、体育の時間に一いつ緒しよのチームになった時の「斎さい藤とうさん、程ほど々ほどにがんばろうね」のみ。どちらも斎さい藤とうの返事は「あ、うん」だったから、会話さえ成立していない。

　大した印象はなかった。

　小こ柄がらで、同学年とは思えないほどの童顔。勉強苦手、運動嫌きらい。かなり地味。本当にそれだけしか記き憶おくにない。

　だから、額から血を流す彼女を見た時は驚おどろいた。

　今にも雨が降り出しそうな夕暮れ時だった。ボクは日曜日の部活を終えて、途と中ちゆうで買ったアメリカンドッグを片手に握にぎり歩いていた。イヤホンを両耳につけて、ウェブラジオを聞くのがボクの習慣。

　ラジオの投とう稿こうコーナーの小こ粋いきな冗じよう談だんに思わず噴ふき出だすと、誰だれかに見られている感覚がした。道みち端ばたで突とつ然ぜん笑いだすのを目もく撃げきされるとか、すっげぇ恥はずかしい。しかも、こんな街中で。

　幸い、辺りを見み渡わたしても人はいない。場所は地下通路。地下鉄の駅に繫つながっているわけでもなく、ただの国道を渡わたるための道にすぎない。地上だって八階程度の中ちゆう途と半はん端ぱな高さのビルが連なるオフィス街。日曜日には人が消えるのだ。イヤホンを外せば、ボクの足音だけが響ひびいているのが分かった。日が落ちかけているのに、まだ電灯はついていない、黄昏たそがれ時どきの地下通路は、暗くて不気味だ。

　そして、ボクは自分自身を見つめる存在に気がついた。ちょうど、誰だれかが倒たおれている。

「斎さい藤とうさん……？」

　ボクは思わず呟つぶやいていた。

　斎さい藤とう由ゆ佳かが、地面にべったりと尻しりをつけて座すわり込こんでいた。壁かべに背中を預けて、両手を力なく伸のばして、宙を見ている。顎あごから滴したたった赤い液体が、ベージュのピーコートを赤く染めていた。

　ボクはすぐに彼かの女じよの頭部の流血に気づくと、駆かけ出だしていた。さすがに一人ひとりがいいとはいっても、怪け我が人にんを見捨てるほど薄はく情じようじゃない。

「どうした？　誰だれかに襲おそわれたのか？　警察、救急車どっちを先に呼んだ方がいい？」

　ボクが手にしていたスマホをすぐに通話画面へと切きり替かえる。けれども、当の本人はボクよりも焦あせっておらず、緩かん慢まんな動作で首を横に振った。

「大だい丈じよう夫ぶ……ただ、ちょっとカラオケしてただけ」

　意味不明な言葉を、斎さい藤とうは呻うめいた。

　最近のカラオケって、そんなデンジャラスな空間だったか？

「よく分からないんだが」

「まだ話には続きがあるの。ちょっと黙だまって聞いて」

「お、おう」

「でね、楽しい気分で歩いていたの……地下に下りる時なんか、スキップしながらね。スキップって難しいけどね、その時は嬉うれしかったから余よ裕ゆうでできたの」

「……」

「そして、アスファルトにつまずいて、転んだの」

「…………それだけ？」

　確信する。斎さい藤とうは、超ちようがつくほど話はなし下べ手ただ。要点が分かりにくいにも程ほどがある。

　ボクは地下通路を改めて確かく認にんする。綺き麗れいにコンクリートで舗ほ装そうされた道しかない。まっ平ら。大雨でも降ったらプールになりそう。

「……この道のどこに転ぶ要素があるんだよ」

　斎さい藤とうの頭部の傷を、ボクはじっくりと観察した。確かに血は流れているが、傷は浅い。少し頭を切った程度だ。

　ボクは深いため息をついた。すぐに布で止血して、消毒すれば十分だろう。

「とりあえず、血拭ふけよ」ボクは鞄かばんから部活で使ったタオルを渡わたす。「少し汚きたないけど」

「うん、ありがと…………汗あせ臭くさいね」

「文句いうな」

「ラベンダーの匂においがする」

「明らかな噓うそをつけ、とも言ってねぇぞ」

「うふふ、その両方が真実だとしたら？」

「ボクなら病院で診みてもらうよ」

　そう呟つぶやきながら、ボクはしゃがみ込こみ、ティッシュで彼かの女じよの服についた血けつ痕こんを拭ぬぐう。なんだか立ち去るタイミングを失った。一応、怪け我が人にんだし、友達みたいに話し込こんじゃっているしね。

　でも、斎さい藤とうってこんなに喋しやべる奴やつだっけ？　なんかイメージと違ちがうな。

　ボクが教室での彼かの女じよとの違ちがいについて自問していると、斎さい藤とうが静かに笑った。

「わたし、誰だれかに流血を拭ぬぐってもらうなんて初めて……嬉うれしいな」

　大たい抵ていの人間は未経験だろ。

　そう指し摘てきするのも野や暮ぼなので、ボクは乱暴にタオルを斎さい藤とうの頭部に巻きつける。それから血が止まるまで、適当に雑談に付き合ってやった。正直に言うと、路上で血を流して倒たおれているなんて結構ヤバイ奴やつに決まっているから、下へ手たに恨うらみを買いたくなかったのだ。

　彼かの女じよが歩いても大だい丈じよう夫ぶなことを確かく認にんすると、すぐさまボクは別れを告げた。

　おそらく、二度と話すこともないだろうから。







　しかし、予想外にも、翌日から、斎さい藤とう由ゆ佳かはボクに話しかけてくるようになった。

　体育や課外活動、誰だれかと二人組を組むような時は、まず駆かけ寄よってくるし、休み時間になると話しかけてきたりトイレに誘さそったりしてくる。クラスで行った忘ぼう年ねん会かいも、辞退するつもりだったボクを強ごう引いんに参加させた。そして、小さなレストランで何食わぬ顔で「みんなで食べる御ご飯はんは美お味いしいね」なんてのたまうのだ。球技大会に至っては、いつの間にか、ボクとテニスでダブルスを組むことになっていた。そして、それを繰くり返かえすうちに、周りもだんだん気を遣つかい始めて、ボクとペアを組もうとはしなくなった。別に誰だれとくっつこうが関係ないのだが、同じ相手とつるむのはボクの柄がらではない。教室の「あー、榎えのき田ださんは斎さい藤とうさんとコンビだもんね」みたいな視線が気に食わなかった。

　だから、ボクはそっけない態度をとる。そうすれば、すぐに斎さい藤とうも飽あきるかなと思った。だが、ボクらが進級し三年生になっても、斎さい藤とう由ゆ佳かは変わらずボクと一いつ緒しよに居続けた。

　ボクは仕方なく、クラスの女子のボス的な存在、三み澤さわさんにそれとなく尋たずねてみた。先生に頼たのまれて、たまたま一いつ緒しよに授業の資料を運んでいた時のこと。

「三み澤さわさん、斎さい藤とうってボクが転校してくる前はどうだった？」

「……なんか、懐なつかれているよね。迷めい惑わくしてんの？」

　ボクは曖あい昧まいな笑いで誤ご魔ま化かす。迷めい惑わくだが、きっと三み澤さわさんの思う『迷めい惑わく』と違ちがう気がした。

「ずっと一人ひとりぼっちだったよ」三み澤さわさんは何かを納なつ得とくしてくれたのか、答えてくれた。「言い方悪いけど、友達が一人ひとりもいないんじゃない？　小学校の時から」







　次の週末、ボクは斎さい藤とう由ゆ佳かを駅前の喫きつ茶さ店てんへ呼び出した。ボクは白のフォトＴシャツに、デニムのジャケット、鼠ねずみ色いろのロングスカートという服装で出で迎むかえる。もちろん、お気に入りのヘッドホンもぶらさげて。

　休日ということもあり、喫きつ茶さ店てんは混み合っていた。窓まど際ぎわのテーブル席で待つこと五分、対して、斎さい藤とうは制服でやってきた。この喫きつ茶さ店てんで一番安いコーヒーとスコーンを注文すると、ニコニコ顔で近づいてくる。

　週末にわざわざ会うなんて初めてだね、という斎さい藤とうの挨あい拶さつから始まり、適当な雑談をしたあとで、ボクはすぐに話を切り出した。

「お前さ、ボクが転校したらどうすんの？」

　斎さい藤とうの表情が曇くもる。

「……そうだね」俯うつむきながら斎さい藤とうは反論してきたが、その声は弱々しい。彼かの女じよにもボクに構いすぎている自覚はあるのだろう。

「お前はすぐにヒトリボッチになる」だからボクは答える「あまりボクに構うな。どうせ、ボクはすぐに転校する。友情とか、そういうものとは無む縁えんの存在なんだ」

「無む縁えんってなにさ……そんな人間はいないよ」斎さい藤とうは少し怒おこったように口にする。

「じゃあ言い方を変えるよ。榎えのき田だ陽人はるとは、クラスメイトに『友情とは無む縁えん』と言うような人間なんだ。ボクは転校するたびに変わっていくクラスメイトに気を遣つかい続ける生活にはコリゴリなんだよ。最初っから、特別な存在でいて、一人ひとりで生きていくのが心地ここちいいんだ」

「特別な、存在？」

「そう。だって、新しい人間関係に溶とけ込こもうとすれば、必要とされている役割にコロコロ自分のキャラ変える必要があるだろう？　いじられキャラ、まとめキャラ、真ま面じ目めキャラ、おふざけキャラ──周りに依い存ぞんして、自分を演じるのが疲つかれる。だから、最初から、周囲を見下して、気取って、一いち人にん称しようが『ボク』で、剣けん道どうが得意な人間で、クラスで浮ういた存在でいる。どんな学校でもな」

「それは……スゴイね」

「スゴくないよ。たまたま選んだだけだ」

　ボクはため息をついた。

「だから、別に斎さい藤とうがボクと友情を育みたいなら、構わないさ。でも、こんな無愛想な人間に構う暇ひまがあったら、勇気だして教室の奴やつらと仲良くなった方が百倍得だ」

「え……？　なに？」

　そこで、なぜか斎さい藤とうの顔に、ぱっと花が咲さいたような笑え顔がおが生まれた。なんだ？

「いや、だから、そんな暇ひまが……」

「友情を育みたいのは構わないって言ったよね！　わーい！　これは友達公こう認にんってことだよねっ？」

　嬉うれしそうに両りよう手てを握にぎり締しめてガッツポーズをする斎さい藤とう。

　まるで遊園地に行けることになった子供みたい。

　どうやらボクの行動は裏目に出たらしい。

　ボクはため息をついて、甘あまんじて斎さい藤とうとの友達関係を続けることにした。







　その日から斎さい藤とう由ゆ佳かは一層、ボクに寄より添そうようになった。学校生活はどんなに嫌いやそうにしようがピッタリとくっついている。ボクが自主練を終える八時まで、学校で居残り勉強するようになり、休日や放課後はボクへスマホでメッセージを送ってくる。ぶん殴なぐったら離はなれてくれるかな、とも思ったが、さすがにこんなことで人を殴なぐるほどボクも鬼おにじゃない。休日の部活後にも当然のように現れて、一いつ緒しよにゲーセンへ連れていかれた時は、さすがにビックリしたけれど。いつの間にか、部活の予定表をボクのカバンから盗ぬすみ、複製していたらしい。

　そんなに特定の個人とベッタリ行動するのは、人生で初めてのことだった。

　人間、慣れないことはするものではない。

　だから事件に巻まき込こまれる。
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　とある涼すずしい日の放課後の出来事だった。記き憶おくが正しければ、四月中ちゆう旬じゆん。さっさと道場に行って一年の掃そう除じでも見張ろうと席を立とうとした瞬しゆん間かんだった。

「榎えのき田ださん、頼たのみがあるんだけど」

　男子の声だった。顔をあげると、一人ひとりの男子が真しん剣けんな目でボクを見下ろしていた。確か陸上部。女子とさえ仲良く話すことが少ないボクにとって、男子は言わずもがな。おそらく、ほとんど初めての会話のはずだった。

　名前は、北きた崎さき晋しん吾ご。ボクと同じくらい背が高くて、短たん髪ぱつで、とにかく馬ば鹿かさと爽さわやかさを見事に共存させた男子だった。

「ん、何かな？」とボクは尋たずねる。

「斎さい藤とうさんの友達、なんだよね？　彼かの女じよにも関わることで、相談があるんだ」

　そう言ってボクから北きた崎さきは離はなれていく。まだ何も言っていないんだけど、と思いながら、ボクは彼かれの後に続いた。こうして誰だれかに呼び出されるのは、滝たき岡おか中ちゆう学校がつこうに来てから初めてのことだった。

　前を行く北きた崎さきが入っていったのは、どこのクラスにも割わり振ふられていない空き教室だった。ボクが入った瞬しゆん間かん、その教室内にいた生徒が同時に振ふり向むいて、ボクへ視線を送る。男子三人、女子三人。知っている唯ゆい一いつの人物は──斎さい藤とう。

　そう、この集まりになぜか斎さい藤とう由ゆ佳かがいた。帰宅部で、友達もいないはずなのに、彼かれらとどういう繫つながりなんだろう。

　だから「どういう集まりなんだ？」と率そつ直ちよくに言葉を漏もらす。

「全員、被ひ害がい者しやだよ……恐きよう喝かつ事件。俺おれたちは全員、その被ひ害がい者しやなんだよ」

「……は？」

　少しばかりの躊ちゆう躇ちよを見せたあとで、北きた崎さきは答えた。

「──３０２３万円だ。俺おれたちはたった一人ひとりの高校生に大金を奪うばわれている」

「……冗じよう談だんだろ？」

　それは馬ば鹿かげている数字だった。

　中学生六人から搾さく取しゆできる額を、大おお幅はばに上回る破格の大金。しかも、それをたった一人ひとりで。騙だまされているんじゃないかと疑ってしまう。教室で近寄りがたい人間を辱はずかしめる醜しゆう悪あくなイタズラなのではないか？　けれども、ボクを縋すがるように見つめる六人の瞳ひとみからは噓うそを感じられなかった。

「頼たのむ、榎えのき田ださん。どうか俺おれたちに力を貸してくれ」と北きた崎さきは念を押おすように言ったのだった。







　北きた崎さきの説明は、シンプルなものだった。

　一人ひとりの高校生によって、北きた崎さきたちは奴ど隷れいのように支配されていた。去年の秋あき頃ごろ、その高校生は北きた崎さきの前にやってきた。北きた崎さきにとっては見慣れた、かつての部活の先せん輩ぱいだという。斎さい藤とうを含ふくめた六人で公園で談だん笑しようしている時に突とつ然ぜん、その高校生は現れて「金くれない？」と請せい求きゆうしてきたのだった。当然断ると躊ちゆう躇ちよなく男は暴れ出して、北きた崎さきたちを殴なぐり飛とばしたという。

　その男の暴力は、常じよう識しき離ばなれしていた。中学生男子三人の反はん撃げきも簡単に返かえり討うちにして、助けを呼ぼうと逃にげ出だした女子三人を異常な脚きやく力りよくであっという間に捕つかまえてみせた。北きた崎さきいわく陸上部所属のはずだが、身体能力が他の部員よりもずば抜ぬけて高かったらしい。

　五分にも満たない程度の時間で、六人を捻ねじ伏ふせると全員の財さい布ふから金銭を強ごう奪だつして「たぶん、こっから週一くらいのペースでもらいにくるから」と笑った。北きた崎さきたちはその恐きよう怖ふから誰だれにも相談できずに震ふるえるしかなかった。

　その男の言葉通り、週に一回の頻ひん度どで男は北きた崎さきたちの前に現れた。それは六人全員が集まった時とは限らなかった。男は六人全員の住所を把は握あくしていた。塾じゆくや部活の帰り道、彼かれは微笑ほほえみと共に待まち伏ぶせしていて、人ひと気けのない場所へ誘ゆう導どうするとやはり恐きよう喝かつして、抵てい抗こうを見せると暴力を振ふるった。

　男はさらに醜しゆう悪あくな嗜し虐ぎやく的性格も持ち合わせていた。時に六人を全員集合させると、いくつかのゲームを行わせた。それはトランプだったり、賭かけ事ごとだったり様々だが、敗者から必ず金銭徴ちよう収しゆうを行った。時には単純に「一番、徴ちよう収しゆうされるべきは誰だれか」を紙に書かせて投票させることさえやった。北きた崎さきたちが抱いだいていた友情を粉々に砕くだいていった。

　十一月から翌年の四月まで、恐きよう喝かつは続いた。

　こうして、その被ひ害がい額がくはやがて、累るい計けい三千万円となっていた。

　それが、ボクが放課後の教室で聞かされた事件の経けい緯いだった。




「いろいろ分からないから、質問していいかな？」

　全てを聞き終えたあとで、ボクは授業のように手をあげて質問をする。

「いいよ」と北きた崎さきは答えた。「あと、挙手する必要はないから」

「なんで警察や学校に相談しないの？　話が事実なら、その男は少年院に行くくらいは妥だ当とうだけど」

「その後の復ふく讐しゆうからは、どうやって身を護まもるつもり？」

　ボクの質問には北きた崎さきではなく、その隣となりに座すわっていた三み澤さわが答えた。教師に目をつけられない程度に薄うすく茶色に染まった髪かみを撫なでてから睨にらんでくる。

「どういうこと？」とボクは尋たずねる。

「悪質だけど、所しよ詮せんは、未成年の恐きよう喝かつ事件なのよ。殺人でも薬物でもない。そんなの、数年少年院に入れられて、すぐに出てくるでしょ？　その後、住所も知られているあたしたちへの復ふく讐しゆうからは誰だれが護まもってくれるわけ？」

　三み澤さわの言葉に続くように、北きた崎さきが解説してくれる。

「そう脅おどされたんだ。『少年院から出たら、六人のうち一人ひとりを殺す。一人ひとりなら死し刑けいにはならないから』と。もちろん、本気か噓うそかは分からない。けど、賭かけるにはリスクが高すぎる」

「なるほどね……」

　納なつ得とくしきったわけではないが、ボクは次の質問をすることにした。

「で、一番の疑問だけど三千万円というのはどうして？　さすがに額がぶっ飛びすぎてない？」

「あぁ、それは……」

　北きた崎さきは、そこで斎さい藤とうの方にチラリと視線をやってから口にする。

「榎えのき田だは、斎さい藤とうの家庭の事情は知らないんだよね？」

「斎さい藤とうの？」

　もちろん、よく知らない。

　ボクは斎さい藤とうの方へ視線を向ける。彼かの女じよは制服をぎゅっと握にぎり締しめて、俯うつむいている。ボクが見ていることに気がついたのか、申し訳なさそうに頭を下げた。言うに言えなかった、と言い訳するみたいに。

　北きた崎さきは一いつ旦たん、斎さい藤とうから許可を得たうえで語りだす。

「えぇとな、つまり斎さい藤とうはけっこう裕ゆう福ふくなんだよ。ただ良いい意味じゃなくて、母親の遺産を受うけ継ついでいるから……なんにせよ、自由に使えるお金が大きいんだ」

「大だい富ふ豪ごうじゃないけどね」ずっと黙だまっていた斎さい藤とうが口にする。「それでも、結構な金額を自由に使える環かん境きようにあったの」

「三千万円の大半は、その遺産だよ。もちろん俺おれたちだって、百万単位で失っている。親の金をこっそり盗んだり、安あん城じようとかは親が自営だからレジの金をくすねたり……地じ獄ごくのような日々だ。さすがに、もう限界だ」

「……だから、その高校生を倒たおすために協力して欲ほしい、と？」

　そうボクは口にする。北きた崎さきは頷うなずいた。

「二度と復ふく讐しゆうができないように徹てつ底てい的てきにやるしかないんだ」

　そこで空き教室の全員の視線が、ボクへと集まった。ぎらぎらと滾たぎるような憎にくしみに満ちた目、懇こん願がんするような悲ひ哀あいが詰つまった目──それは様々だが、彼かれらが言わんとしていることには気づいている。

　悪あく魔まのような高校生に対たい抗こうできる力。非常時、暴力沙ざ汰たになった時のための戦せん闘とう要員。

　それがボクをここへ呼び出した動機なのだ。全国クラスの剣けん道どうの達人ならば、その高校生に対たい抗こうできるのではないか、と。

　それに対するボクの答えは、もちろん一つだった。

「…………いや、協力はできないよ」

　ボクはそう伝えるしかなかった。

「警察への証言なら協力する。でも、暴力には協力できない。剣けん道どうで喧けん嘩かなんてしたくないし、中学最後の大会前に問題を起こしたくない」

　そして、そもそもボクがキミたちに協力する義理なんてないだろう？

　その本音は伝えないけれど。







　北きた崎さきたちの哀かなしげな表情に耐たえ切れずに、ボクはさっさと部活に臨のぞみ、そして、自主練に励はげんだ。夜八時になるまで道場で素す振ぶりを続けて、汗あせを飛ばしていく。水分と共に、空き教室での気味悪い視線を脳のう裏りから消したかったのだ。

　あっという間に暗くなり、ボクは道場を施せ錠じようして帰路に就く。

　すると、当たり前のように斎さい藤とう由ゆ佳かが待っていた。図書館で勉強しているのだ、という。これも四月の喫きつ茶さ店てんでの一件以来、彼かの女じよの習慣になっていた。こいつはどれだけボクが好きなのか、と呆あきれるしかない。まるでストーカーだ。通報してやろうか。

　けれども、ボクは何も口にできなかった。斎さい藤とう由ゆ佳かも何も言わない。普ふ段だんの「部活、おつかれー」「お前、誰だれだっけ？」というどうでもいい応おう酬しゆうも生まれない。

　一いつ緒しよに校門を出ると、すぐにビルが並び立つ街中になる。眩まばゆいオフィスビルの光と、輝かがやく清せい涼りよう飲いん料りよう水すいやアイドルＣＤの広告、綺き麗れいに切きり揃そろえられた街路樹。とにかく、ありとあらゆるものが視界を埋うめ尽つくした。何度も転校は繰くり返かえしたが、ここはかなり都会の部類だ。

「これだけは言っておくけどね」珍めずらしく無言で歩き続けたところで、斎さい藤とうは口にした。「あんな事情があるから、陽人はるとに近づいたわけじゃないからね。最後まで、陽人はるとを巻まき込こむことには反対したよ」

「あぁ、分かってた」

　きっと斎さい藤とうはそんな単純な打算で動いてはいない。なんとなく伝わる。だから、ボクが黙だまっているのは、そんな理由じゃなくて、もっと曖あい昧まいなもの。

「別に、ボクも気にしてないよ。言いたくなかったんだろ？」

「うん……でも、フェアじゃない気はした。ごめん」

「なにが？」

「陽人はるとと仲良くなりたい理由。しっかり伝えてなかったね。気持ち悪かったでしょ？」

　ボクは迷ったあとで頷うなずいた。ここで噓うそをついても仕方がない。

　斎さい藤とうはそれが嬉うれしかったのか、微笑ほほえんだ。ひまわりのような優やさしい表情だった。

「ほんとはね──誰だれでも良かったの。わたしと友達になってくれれば」

「ボクじゃなくても……？」

　思わぬ酷ひどい言葉を言われた気がする。

　ボクがたじろぐと、念を押おすように斎さい藤とうは「うん、誰だれでも」と頷うなずいた。あまりに正直すぎる語りになぜか怒いかりは湧わかない。

「わたしね、ずっと一人ひとりぼっちだったの。母親が亡なくなったあと、すぐに父親が最低な事件を起こしてしまってね。誰だれからも忌いみ嫌きらわれた」

「……事件って？」

「五年前、わたしの父親が、クラスメイトを殺したの。わたしのかけがえのない親友だった」

「それは……」

　一人ひとりぼっちになるわけだ。仮に同じ学校のクラスで、そんなことが起きようものなら地じ獄ごく絵図だろう。級友が、別の級友の父親によって殺された。斎さい藤とうが何一つ悪くなくとも、避さけたくなる気持ちも分かる。

　教室で孤こ立りつする斎さい藤とうの姿を思いだす。公立中学校なら、ほとんどは地元の小学校からの進学だろう。小学校の人間関係が、そのまま維い持じされていったに違ちがいない。

「それっきり、ずっと一人ひとり。事件が事件だから、親しん戚せきにも引き取られず、今はアパートで一人ひとり暮らし。親友と両親が同時に消えて、過去の事実はそのまま広まって、教室では孤こ立りつした。それが斎さい藤とう由ゆ佳かって存在なんだよ。だからね、わたしの過去を知らない転校生に期待しちゃうの？　わたしと友達になってくれないかなって」

　その言葉を聞いて、自分が斎さい藤とうのことを何も知らなかったことを自覚する。誰だれもわざわざ教えようともしないだろう。こんな事実。

「でも、」ボクは唾つばを飲のみ込こんでから尋たずねる。自分でもなんでそんなに焦あせっているかは分からないけれど。「北きた崎さきたちはどうなんだよ？　確かに教室じゃ仲良くしているところなんて見たことないけど、今日きようの話の限りじゃ、割と仲良しなんじゃないの？」

「全然だよ。たまたま恐きよう喝かつ事件に巻まき込こまれただけの間あいだ柄がらかな」

「そうなのか……」

「この事件を機に三み澤さわさんたちとも仲良くなれたらいいなって思っているけど……ちょっと不ふ謹きん慎しんかな」

「本当に誰だれでもいいんだな」

　そう思わず微笑ほほえんでしまう。

　斎さい藤とうも同じように笑った。

「うん、友達なんて誰だれでもいい。でもね、誰だれでも選べるなら、わたしは迷わず陽人はるとを選ぶよ」

「光栄なお言葉だね」

「だからお願い。どうか。事件には関わらないで。大おお村むら音おと彦ひこなんて悪魔に手を出さないで。友達であっても、親友にはならないで。素っ気ない態度の陽人はるとでいてね。わたしを、見捨てて」

　その口調には、なんの打算も見み出いだせなかった。

　彼かの女じよは真しん摯しな瞳ひとみでボクを見続けていた。




　けれども、元々ボクは宣言通り、恐きよう喝かつ事件に関わる気なんてさらさらなかった。

　北きた崎さきにはいくつか質問したけれども、その答えはどれも納なつ得とくするには不十分すぎた。

　警察や親に相談すればいいのは間ま違ちがいないし、わざわざ正面から大おお村むら音おと彦ひこに立ち向かうのは矛む盾じゆんがあるように感じられる。

　あのふざけた金額に関しても、斎さい藤とう由ゆ佳かの遺産はとりあえず信じるしかないが、そんな多額の金銭を持ち運べばどこかでバレそうなものだ。

　それに被ひ害がい額がくの不均等も──莫ばく大だいな遺産があるなら、恐きよう喝かつの対象は斎さい藤とう由ゆ佳かだけでいいのだ。大おお村むら音おと彦ひこには、北きた崎さきたちを恐きよう喝かつする理由がない。

　関わるには、あまりに情報が不明確すぎる。




　　　　　[image: くぎり]




　なのに、なんで事件に関わるようになったのか。

　それは、ボクが北きた崎さきや三み澤さわたちの真実に気づいてしまったから。




　　　　　[image: くぎり]




　５月14日22時52分。

　記き憶おくの整理と共に決意は固くなり、ボクは更さらなる作戦の準備を進めていく。

　江え守もり静しずかと連れん絡らくを取り合ったあと、ボクは斎さい藤とう由ゆ佳かを別の場所で待機させて、三み澤さわと安あん城じようと合流することにした。駅で彼かの女じよたちと合流すると、補導されないようにさっさと人目のないところへと向かっていく。高こう架か下したに広がる駅東公園を突つっ切きると、高層ビルに押おしつぶされるように立つ五階建ての小さなビルが見えてくる。一階には喫きつ茶さ店てんらしきカウンターが見えるが、灯あかりはついていない。この建物そのものが壊こわされる予定の廃はいビルなのだ。

　喫きつ茶さ店てんわきの階段を使って、ボクらは二階へと上がっていく。

「こんなところ、よく知っているね」と安あん城じようが感心した。

「必死に捜さがしたからね」とボクは答える。そう、血ち眼まなこになって駆かけ回まわったのだ。駅近く、そして絶対に誰だれにも見つからない場所を。

　鍵かぎはとっくに壊こわしてある。

　だから、難なく二階のフロアへと入る。二階はかつて小さな税理士事務所があったらしい。余計な飾かざり立たてのない空間だ。もちろん、机もキャビネットもなくなっている。絨じゆう毯たんも剝はがされている。ただの埃ほこりっぽい臭においがする何もない空間だ。あらかじめ用意していた屋外用のＬＥＤのランタンで部へ屋やを照らしていく。

「ねぇ、榎えのき田だ」ずっと興味深そうにキョロキョロと建物を見み渡わたしていた三み澤さわが口にする。「まだ詳くわしく聞いてないけど。ここに大おお村むら音おと彦ひこが来るってこと？　江え守もりさんと協力して、ボロボロに追おい詰つめるんだよね？」

「うん、そういうこと」

　噓うそは言っていない。ただ真実を伝えていないだけ。

　ボクは四つ置いてあるランタンを順番に照らしていく。窓から光が漏もれすぎないよう、注意しながら。

「たださ、」

　ボクは準備を終えたあとで尋たずねた。

「最後にいくつか、確かく認にんしておきたいんだよね」

　安あん城じようは床ゆかの埃ほこりを払はらって、部へ屋やの隅すみに腰こしかけている。三み澤さわはこんな汚きたない場所に身を置きたくないのか、所在なさげに立っている。

　そして、二人ふたりともボクの唐とう突とつな提案に不思議そうに、ボクを見ていた。

　ボクは訊きく。

「あのさ、大おお村むら音おと彦ひこは、キミたち六人を恐きよう喝かつしていたんだよね？」

　その言葉にため息をついたのは、三み澤さわだった。

「まだ疑っているの……証しよう拠こは渡わたしたでしょ？　額を疑うならまだしも、事実は認めなさいよ」

　ボクはできるだけいつもの笑え顔がおを取とり繕つくろう。

「うん、そうだね。当然、斎さい藤とう由ゆ佳かも大おお村むら音おと彦ひこに恐きよう喝かつされていたんだよね？」

「えぇ……どうしたの？」

「気になったから。ちょっとしたことがさ」

　ボクはそう言って三み澤さわの正面から、特とく殊しゆ警棒を突つき出だして彼かの女じよの肩かたを軽く叩たたく。それから、その黒く光る凶きよう器きを三み澤さわの右みぎ頰ほおへと押おし当あてた。

「だから、しっかり確かく認にんさせてよ。三み澤さわ才さい加か」

　ボクの声こわ音ねが普ふ段だんと違ちがうことを察したのだろう。三み澤さわはその場で凍こおりついたように動かなかった。安あん城じようも目を丸くして、ボクらを見つめる。

　ボクは、特とく殊しゆ警棒を握にぎり締しめた。

「ちょっと、なんの真ま似ねよ……榎えのき田だ」と三み澤さわが言う。

「尋じん問もん」とボクは言った。

　聞きたいことは最初から一つだった。




「答えてよ。斎さい藤とう由ゆ佳かを恐きよう喝かつしていたのは──本当に大おお村むら音おと彦ひこだけなのか？」




　ボクがこの戦いに身を投じた第二のキッカケ──それは気づいたからだ。

　大おお村むら音おと彦ひこの手口の醜みにくさに、心の底から嫌けん悪お感かんを覚えた。あぁ、お前は怪かい物ぶつだと認めるしかない。恐きよう喝かつの手段そのものに、抵てい抗こう防止の仕し掛かけを組くみ込こんでいやがったのだ。それは、ボクみたいな部外者が加われば、三み澤さわたちが破は滅めつするように計算されていた。

　けれども、もう。ボクは止められない。大おお村むら音おと彦ひこの策に、自ら乗るしかないのだ。

　三み澤さわも、安あん城じようも、北きた崎さきも、木き原はらも、雨あま宮みやも、そして、大おお村むら音おと彦ひこも──全員消し飛ばしてやりたい。
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　悪意が、本格的に動き始めた。

　自分自身の平へい穏おんは、完全に崩くずれ去さった。

　あの決定的とも言える映像が晒さらされた、俺おれの悪名は爆ばく発はつ的てきに広まった。

　おそらく、あの動画をばらまいた時からが、この計画の本番なのだ。俺おれの交友関係も、そして、俺おれが逃にげた場所も計算してのタイミングなのだろう。

　大おお村むら音おと彦ひこは、中学生六人から恐きよう喝かつを繰くり返かえして、そして、今夜、その中学生らを半殺しにした。そんな噂うわさが一個一個の事実として積み重ねられ、最後に、決定的な証しよう拠こをばらまかれた。

　実際に俺おれが暴行の現場にいたことは間ま違ちがいないし、被ひ害がい者しやも「俺おれにやられた」と証言していた。手には人を殴なぐったような傷。そして、恐きよう喝かつの現場が映った動画。部員への抵てい抗こう、および、殴おう打だによる制圧。

　証しよう拠こは十分すぎる。誰だれも俺おれの無罪を信じてくれる者はいない。

　中でも最悪なのが真実に混ぜられた噓うそ──暴行事件だ。恐きよう喝かつ事件だけなら、まだ周囲に言いふらされても構わない。「証しよう拠こは、その一回の恐きよう喝かつの動画だけ」「俺おれが三千万を恐きよう喝かつしたと具体的に証明できる手段があるのか？」そう主張すればいい。あるいは卑ひ怯きようだが「どうしてもお金が必要だった」と泣いてもいい。普ふ段だんの俺おれのまっとうな高校生活を鑑かんがみれば、まだ誤ご魔ま化かせる範はん囲い内ないだ。

　だからこそ、あの暴行事件が厄やつ介かいだ。その一個の冤えん罪ざいだけで、全ての印象が変わってしまう。

『恐きよう喝かつの具体的な証しよう拠こが乏とぼしいなら、別の罪をでっち上げればいい』と彼かの女じよは考えたのか。

　それこそが、まさに狡こう猾かつな作戦だった。

　まだ正体の見えない──彼かの女じよの悪意が、襲おそい掛かかってくる。

　ただの中学生と見くびっていた自分を恨うらむしかない。







　５月14日22時08分。

　さっきからひっきりなしにスマホの通知が鳴っている。情報に懐かい疑ぎ的てきだった人間も、手の平を返して、次々に俺おれを糾きゆう弾だんするようになっていくのだ。誰だれかの手を借りようとクラスメイトへ連れん絡らくをとろうとしても無む駄だだった。やつらの半分は、俺おれがメッセージを伝える前に、連れん絡らくをよこした。文面はみんな一いつ緒しよ。『お前を、見み損そこなった。さっさと自首した方がいい』とか。もう半分は、完全に無視を決きめ込こんでいる。まるで俺おれの言葉に怯おびえるように。

　気味悪い汗あせのせいで、シャツがべったりと肌はだに張り付いている。ここ最近は夜でも冷ひえ込こんでいたはずなのに、今日きように限ってはやけに暑い。道を行くサラリーマンは腕うでまくりしたり、シャツのボタンを外したりしている。俺おれはコンビニで冷たいコーラを買って、気分を落ち着かせる。

　大だい丈じよう夫ぶだ、一つだけある。俺おれが榎えのき田だ陽人はるとへと辿たどり着ける方法が。

　また駅を大回りして高こう架か下したを過ぎようとしたところで、誰だれかが俺おれを呼び止めた。

「あ、もしかして、大おお村むらく～ん？」

　間延びした品のない男の声。一体どこのどいつだ、と反応して、振ふり返かえった瞬しゆん間かんに、目の前に男が立ちはだかっていて殴なぐられた。突とつ然ぜんの事態についていけないまま、近くに路ろ駐ちゆうしていた車のボンネットへと倒たおれる。

　バカか、俺おれは。今、その名前に反応してどうするんだ。

　自分の愚おろかさに呆あきれながらも、すぐに身体からだを起こして、俺おれを殴なぐった相手を確かく認にんする。見覚えはない。三人の二十はたち前後と思われる男たちだ。柄がらが悪く、馬ば鹿かみたいに明るい金きん髪ぱつ、けばけばしいジャケット、穴だらけのジーンズ。繁はん華か街がいのクラブで蔓延はびこっていそうなやつら。その中でも一番大おお柄がらな男が、まるで勲くん章しようみたいに、俺おれを殴なぐったらしい右手の拳こぶしを見せつけている。

　こいつらは、何者だ？

「ラッキー、だね。まさか出会えるとは思わんかったわぁ。レアよ、レア」

　男たちはにやけ面を浮うかべて、俺おれを囲んでいた。何もせずに逃にげ出だすことは不可能だ。

「みたよぉ、あの動画。大おお村むらくんって中ちゆう坊ぼうを恐きよう喝かつしてたんでしょ？　ダメじゃん、最低じゃん」

「しかも、今、逃とう亡ぼう中ちゆうだってな？　なんか病院送りにして、街を逃にげ回まわっているってネットで指名手配されてるって。情報回ってきたんだ」

「そーそー、こんな高校生がねぇ。背ぇ高ぇし、薄うす汚よごれてるし、分かりやすすぎ」

　男たちは口々に嘲あざ笑わらうように言う。それから俺おれを殴なぐった男が、告げてきた。

「だからさ、俺おれたちにもさ、お金ちょーだい。三千万」

「なんだ、そういう連中かよ……」

　やっと状じよう況きようを理解する。確かに、絶好のカモだろう。何も後うしろ盾だてがなく、高額な金を持ったガキが街をうろちょろしているって。しかも、そのガキは煮にても焼いても罪悪感を持たなくて済む最悪の高校生。賞金首にふさわしい。

　見るからに、暇ひまで、金もなく、血の気の多いチンピラどもの恰かつ好こうの獲え物ものだ。

　だが、どういうことだ？

　情報の拡散があまりに早すぎる。

　もしかしたら、最初からこういった不良には、すぐ出回るように仕組んでいたのだろうか。俺おれを包囲する網あみができあがっている。

　だから、俺おれは念のために尋たずねた。部員を殴なぐり尽つくした時から、俺おれの大切にしてきたものは壊こわれていた。恐こわいとさえ思わない。失うものがもう何もなさすぎる。

「なぁ、榎えのき田だ陽人はるとって知ってる？」

　その問いに男たちは全員、ただ納なつ得とくしないように聞き返してくる。やはり心当たりはないようだ。もう榎えのき田だ陽人はるとの手から離はなれたところまで事態は広まっているのか。

「とにかくさ、」彼かれは苛いら立だったように言う。「さっさと持っているものを出してよ」

「お前らは、」

　それに返す答えは一つだ。

「全員、不合格だよ」

　俺おれの言葉と同時に、金きん髪ぱつの男たちは襲おそいかかってくる。荒あら事ごとには慣れているらしい。誰だれかを殴なぐることに躊ちゆう躇ちよがない。俺おれの頭を片手で握にぎると、車の窓ガラスへとぶつけてくる。重傷を負わせることが前提の、紛まぎれもない暴力。

　それでも俺おれの方が強い。自分の後頭部が窓へとぶつかる前に、肘ひじを車のドアへ押おしあて身体からだを支えつつ、男の顎あごへと軽めのアッパーを繰くり出だす。相手の視界を揺ゆらして、ゼロコンマ一秒でも時間を稼かせげれば十分。車の側面でバウンドするように身体からだを前へと起こすと、鳩尾みぞおちと脇わき腹ばらへと素す早ばやく拳こぶしを二発叩たたき込こんだ。肉に自身の手が重く沈しずみ込こんでいく、普ふ段だんの感覚。自分が食らったことはないが、食らった相手は白目をむいて悶もん絶ぜつするほど辛つらいようだ。

「なにやってんだ、てめえええぇ！」

　先頭の男が倒たおれたのを見て、後ろの男たちも喚わめき散らして二人ふたり同時に襲おそい掛かかってくる。まだ恐きよう怖ふは湧わかない。不安を抱いだかないのが、不安になる。まるで朝にジョギングするような心地ここちよさで、身体からだが動いてくれる。

　マジかよ。本当にどうかしちまったのか。

　自じ暴ぼう自じ棄きになると、ここまで自由に動けるのか。

　元々自分には喧けん嘩かの才能があったのだと思う。恐きよう喝かつをし始めた時から、そう自負するようになった。相手が動くよりも速く攻こう撃げきができて、二人ふたりくらいなら同時でもその動きに応戦できる。片方の拳こぶしを受けながら、もう片方の足を払はらい飛ばして、地面へと投げ飛ばすことができた。一対一の格かく闘とう技ぎや武道とも違ちがう、乱らん闘とうでも好き勝手に暴れられる才能が。

　だから、俺おれはあっという間に男二人を蹂じゆう躙りんする。まずは片方の男の鳩みぞ尾おちと喉のどを拳こぶしで打ち、すぐにもう片方の男にも脇腹と膝ひざを素早く殴なぐる。必要なのは強さじゃなく、正確さ。急所を的確に拳こぶしで射い抜ぬき、体勢を崩したら蹴けり技で打ちのめす。反はん撃げきをする暇ひまを与えず、すぐにその場を去る。

　この程度の相手なら恐こわくもなんともないのだ。

　あぁ、楽だ。後ろを見れば、男三人が追いかける気力もなく呻うめいているのみ。まともに傷を負ったのなんて、せいぜい最初の一いち撃げきくらい。

　喧けん嘩かだけなら、負けない。

　最悪逃にげれば、俺おれに追いつける者なんてそう存在しない。

　別に驕おごりでも、誇ほこりでもなく、冷静にそう思う。俺おれより強くて速い奴やつなんて、いくらでもいる。けれど、多くはない。

　だからこそ榎えのき田だ陽人はるともこんな遠回しな手段をとっているのか。直接、俺おれへ襲おそいかかるのではなく、じわじわと追おい詰つめるような方法で。

　厄やつ介かいであることは間ま違ちがいない。

　ゆっくりと状じよう況きようを整理しつつ、俺おれは駅の北口へと進むための地下道へと辿たどり着く。幾いく人にんの学生らしき若者とすれ違ちがい、俺おれは足早に過ぎようとする。

　そうだ、喧けん嘩か自体は勝つことができても、それより──。

「っ！」

　今度は、身体からだの横から激しい衝しよう撃げきが加わる。またもや強く押おし飛ばされて、自転車置き場へと突つっ込こむ。ペダルやハンドルの細かな金具がシャツから飛び出た背中を引ひっ搔かいていく。

　顔をあげれば、そこには先ほどと似たような男が立っている。そして「大おお村むら、だよな？　その顔」と誇ほこらしげに口にしたのだ。

　喧けん嘩か自体はどうってことなくても、さすがに街中でまったく見知らぬ人間から襲おそわれるのは驚おどろくし、気味悪い。

　あぁ、どいつも、こいつも、みんな死ねばいい。







　街を疾しつ走そうする。

　俺おれは最悪なスパイラルにはまっていた。暴れれば、それだけ目立つ。負けたやつが腹いせに仲間を呼ぶこともあるだろう。あるいは、それを目もく撃げきした人間がさらにＳＮＳへ投とう稿こうすることや警察へ通報することもある。徐じよ々じよに味方を失っていく俺おれは、今度は徐じよ々じよに敵を増やしていく。ぶつけられるその敵意を自らの手で刈かりつくすのはキリがなかった。

　街の中心へ逃にげるのは、さすがに危険が大きすぎる。走るのは、大たい抵てい、駅から外れたところで、高こう架か下したの陰かげで息をひそめた。電車が走っていくのを眺ながめながら、誰だれもいない駐ちゆう車しや場じようで呼吸を整えてから、再び駅へと舞まい戻もどる。

　それを愚ぐ直ちよくに繰くり返かえす。

　何度も何度も行い続ける。

　もはや味方は一人ひとりもいない。

　喧けん嘩かの現場に、一度、二人ふたりの警察が駆かけつけてきたこともあった。俺おれは言うまでもなく全力で逃とう走そうした。彼かれらも日ひ頃ごろから身体からだは鍛きたえているし、犯人を追う直感というものが備わっているのだろう。再び、法定速度を超こえた車が行き交う国道を横断しなくては、逃にげ切きることはできなかった。ガードレールをハードルのように悠ゆう々ゆうと飛とび越こえて、向こう側まで一気に駆かけ抜ぬける。トラックが俺おれの右手を僅わずかに弾はじいた時は、本当に肝きもが冷えた。青い痣あざが烙らく印いんのようにできていた。こんな無む謀ぼうなことを繰くり返かえせば、いつかは命を落とすのは明らかだった。

　警察から逃にげた俺おれはすぐに服屋へと飛とび込こんで、新たな服を購こう入にゆうした。それから再び街へと潜もぐり込こむ。

　幸い、榎えのき田だ自身は、俺おれを警察へ引ひき渡わたしたくないらしい。本当にそう思っているなら、こんな冤えん罪ざいをかける必要がない。こっそり通報すればいいのだ。

　おそらく、簡単に済ませたくはないのだ。どこまでも俺おれを甚いた振ぶって、罪を重ねさせてから、逮たい捕ほしたいのか。あるいは、自らの手で断罪したいのか。

　趣しゆ味み悪わるい奴やつ。ぜってぇ友達にはなれないな。

　そう笑って、俺おれはまた街の中へと戻もどる。そして、襲しゆう撃げきに遭あいながら逃にげ続ける。

　だって、俺おれにできることは奪うばうことだけだから。

　他には、何もできなかったから──。
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　俺おれは恐きよう喝かつをしていた。六人の中学生から、累るい計けい３０２３万円を巻き上げていた。

　現在、ＳＮＳと街を騒さわがせている動画だって紛まぎれもなく本物だ。だからこそ、視し聴ちよう者しやは恐きよう怖ふし、蔑さげすみ、騒さわぎ立たてる。正義感か、金への執しゆう着ちやくか、ただのストレス解消か、理由は様々だが、俺おれへの襲しゆう撃げきに対する罪を不問にさせる。

　動画を撮とられた日は、思えば嫌いやな予感があったから、印象に残っている。明確に思い出せる。場所は、駅のすぐ南を流れる川にかかる橋の下。一つの都市を支えてきた川はデカいせいもあり、周辺は一部を除いてフェンスで囲まれて、立ち入り禁止となっている。まともに近づくには、一キロは歩かなくてはならない。

　そして、まともじゃない場所にいるのが俺おれたちだった。ゆえに俺おれたちの周囲には誰だれもいないし、近くまで散歩しにくる人間からも見えない。橋は陽ひをすっかり隠かくして、俺おれは北きた崎さきの表情がギリギリ分かるくらいだった。

　北きた崎さきは、怯おびえていた。俯うつむいて、視線は常に揺ゆらぎ、おずおずと口にする。

「今日きようは、なんですか……？」

「別に？　最近どうかなって思っただけ。学校楽しい？」

　俺おれはそう優やさしく微笑ほほえみかけてみる。しかし、北きた崎さきの顔は強こわ張ばったままだ。

「普ふ通つうですよ。勉強はだるくて、部活は疲つかれるけど、まぁ楽しくて、そして……」

「なに？」

「いや、なんでもないです……」

　俺おれは笑う。北きた崎さきが何を言いたいか理解できたから。

「……『相変わらず、仲間との関係が最悪だ』って言いたかったんだろう？」

　そう指し摘てきすると、効果はてきめんだった。唇くちびるを震ふるわせて、顔を赤くさせながら俺おれを見る。図星なのか。

　俺おれは畳たたみかけるように口にした。

「だよなぁ。ここ最近、お前ってずっと一人ひとりだもんね。今までは仲間たちとゲーセンとか服屋とかにも行っていたのに。すっげー、寂さびしそう。同情するよ。日々平へい穏おんであるべし。それが成立しないってのは、ちょっとした地じ獄ごくだよ」

「誰だれのせいで……」

　言葉をぶつけていくたびに、北きた崎さきが握にぎり締しめている拳こぶしが揺ゆれていく。震ふるえる唇くちびるを止めるように、嚙かみしめて俺おれを睨にらむ。

　トドメをさすように「誰だれが悪いんだろな？」と述べると、北きた崎さきは吠ほえた。

「全部てめぇのせいだろうが！」

　昔っからだ。俺おれと出会った時から、北きた崎さきは直情的に動く単純なやつだった。俺おれと同じタイプ。だから、挑ちよう発はつすると簡単に手を出してしまう。しかも、大きく振ふりかぶるから、見え見えのテレフォンパンチを出してしまうのだ。

　俺おれは北きた崎さきの拳こぶしを横へとかわすと、そのままカウンター気味に左手を北きた崎さきの鳩尾みぞおちへ入れる。力は加えていないが、北きた崎さきの勢いのせいで思った以上に深く殴なぐる結果になった。

　北きた崎さきは言葉にならない声で呻うめく。ふらついて、上半身を倒たおす北きた崎さきへ畳たたみかけるように、後頭部を肘ひじで打ち地面へと倒たおした。

「常識がないやつだな。人を殴なぐっちゃダメだろ」

　乱れてしまった制服を直しながら、俺おれは北きた崎さきを見下ろして口にする。

「なんとか正当防衛できたけどさぁ。五万円請せい求きゆうさせてね」

　もちろん、それだけでは終わらない。でなければ、ここまで呼び寄せた意味がない。

「あと、ペナルティ。例のメンバーの中から一人ひとり指名してよ。そいつにも請せい求きゆうするから」

「やめてください……」

　這はいつくばっていた北きた崎さきがやっと答え始める。さきほどの威い勢せいも生気もない、死人みたいな声だった。腹を押さえたまま、涙なみだをいっぱいにためた瞳ひとみだけを俺おれへと向ける。

「ごめんなさい、大おお村むらさん……ついカッとなってしまったんです。金も払はらいますから、ペナルティだけは勘かん弁べんしてください……」

「意味が、分からない」

　一つ一つ区切って告げる。

「ダメ。『北きた崎さきが』『自分の口で』『五万円をとってもいいと思う相手を』指名するんだよ」

「そんな……」

　結けつ託たくされたら厄やつ介かいだ。俺おれは、被ひ害がい者しやたちの友情を徹てつ底てい的てきに壊こわす行動ばかりを行っていた。恐きよう喝かつの相手がどんなに涙なみだを流そうが、冷れい酷こくに脅きよう迫はくして、自分の命令に従わせる。北きた崎さきは苦しそうに、雨あま宮みやの名前を口にした。

　そのあと北きた崎さきから本当に五万円もの大金を奪うばうと、俺おれは誰だれかに見られないようにすぐにその場から立ち去った。手にした五万円は、何事もないようにポケットへとしまう。







　俺おれは、我ながら、最低な人種だ。

　だからこそ、俺おれの別の側面は、決してバレてはいけなかったのに。

　年下の中学生を何度も殴なぐった。蹴けり飛ばして、脅おどして金銭を要求した。彼かれらの友情を利用して何度も残ざん酷こくなゲームを行わせた。俺おれを殺すために握にぎり締しめた凶きよう器きを、やがて諦てい念ねんと共に取り落とすまで、何度も何度も支配してきた。

　そして、翌日にはなに食わぬ顔をして学校へと通い、クラスメイトや部員との雑談に興じる。スマホゲームで昼休みを潰つぶして、部活では常にタイムを競きそい合あい、帰り道では、江え守もりとの関係をからかわれる。そして、家に帰ったら、本当に仲のいいやつとＳＮＳで盛り上がって──それから、夜はまた次の恐きよう喝かつを計画する。

　全てを屈くつ服ぷくさせる暴力を磨みがき続けて、３０２３万円の恐きよう喝かつを成立させていく。
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　５月14日23時16分。

　江え守もりの家を出てから一時間近くが過ぎた。

　たった一時間の間に、合計、七組もの集団に襲おそわれた。

　直接襲おそわれこそしなかったが。スマホのカメラを向けられたことは多々あった。喧けん嘩かを一度でも見られれば、何割かの連中はそそくさと離はなれた場所から写真を撮とろうとする。肖しよう像ぞう権けんなどお構いなしにＳＮＳで拡散されていくのだろう。少し検けん索さくしてみれば、もはやネットでは賞金首か、殺人鬼きのような盛り上がりを見せている。いくつものネットブログまでもが取り上げて、面おも白しろおかしく晒さらされていた。

　途と中ちゆうで陸上部員たちを見かけたが、気づかれる前に逃とう走そうした。おそらく本気で追おいかけ回されたら、勝ち目はない。拳こぶしを使う以外に。

　逃とう走そう劇げきのせいで、打だ撲ぼく、擦すり傷きず、切り傷、と身体からだはボロボロ。けれども、俺おれはこうして誰だれにも捕つかまってもいないし、誰だれにも負けていない。榎えのき田だ陽人はるとが何をしようが、俺おれの心はまだ折れていない。

　俺おれは地面に座すわり込こみ、深呼吸する。

　逃げ場のないカラオケや喫きつ茶さ店てんに潜せん伏ぷくするのも恐こわくて、俺おれはとある大型ホテルの地下駐ちゆう車しや場じように駆かけ込こんでいた。百台近くも停とめられそうな広い空間を、無機質な蛍けい光こう灯とうが照らしている。中々安心できるスポットだ。誰だれも近づかないし、隠かくれる場所は山ほどある。監かん視しカメラはあるだろうが、さすがにそれを確かく認にんするほど、本格的に警察も動いてやしないだろう。一番厄やつ介かいなのは、好こう奇き心しんと正義の名の下に、俺おれへ襲おそいかかる一いつ般ぱん市民だ。

　俺おれは黒光りする外国車と、ファミリータイプの白いワゴン車の間に挟はさまって、気持ちを落ち着かせる。タイヤを爪つめでひっかき、そのゴム特有の臭においが指にこびりつくのを嗅かいでみた。自分の行動が、動物園の猿さるみたいだと呆あきれる。

　あとどれほど犠ぎ牲せいを払はらえばアイツに会えるのか──くそ、俺おれは別に頭の回転が速いタイプじゃないのに。

　俺おれがこの状じよう況きようを打開する策を考えていると、ホテルの出入り口から一人ひとりの男が歩いてきた。車でも停とめているのかと思って見ていたら、なぜかまっすぐ俺おれの方へ近づいてくる。車の陰かげに隠かくれていたのを、最初から分かっていたみたいに。

「こんばんは」

　逃にげようかと思っているところに、男は優やさしく笑いかけてきた。身長は百六十センチくらいと小こ柄がら。年はけっこういっているようで、四十歳さい近く。その顔には疲ひ労ろうがありありと浮うかび、肌はだに青みがある。

　着ているのは、なんの変へん哲てつもないビジネススーツ。焦こげ茶ちや色いろのネクタイが僅わずかに曲がっている。

「キミはここでなにしているの？」男はそう笑いかけてくる。声は思ったよりも低い。

「ちょっと……知り合いを待っているんです」用意していた言い訳で応答する。「忘れ物したとかで、部へ屋やに戻もどったんです」

「へぇ……忘れ物ね。オレもよく家の鍵かぎを、部へ屋やに忘れるよ。オートロックほど恐おそろしいものはないね」

「はぁ……」

「会社でやらかした時は、最悪だったな。部署には誰だれもいないわ、取引先との約束は迫せまっているわで、あれほど焦あせった時はない」

「大変すね……」

　なんて、どうでもいい会話だ。こんな緊きん迫ぱくしている状態で構っている場合じゃない。

　男はそして物もの憂うげな表情のままで呟つぶやく。

「あれが──キミの知り合いかい？」

　男は、そして、俺おれから視線を外してエントランスの方を眺ながめた。誰だれかがいるのだろうか？　俺おれの知人などはありえないが。俺おれもつられて、つい同じ方向へ視線をやる。けれども俺おれの角度からは、車が邪じや魔まして何も見えず──その代わり、視線の横で何かが煌きらめいた。

　反射的に、男の身体からだを突つき飛とばす。視界の前を一本のアーミーナイフが飛んだ。そのナイフの切っ先が俺おれの二にの腕うでへと掠かすり、飛びのいた俺おれは思わず尻しりもちをつく。

「あーぁ、よく気づいたね」

　俺おれと同じように地面へ座すわっている男性を見て、俺おれは自分自身が襲おそわれていたことを確信する。冗じよう談だんじゃない。反応しなきゃマジでやられていた。直前まで一いつ切さい、その悪意に気づけなかった。

　コイツはヤバイ。何かが違ちがう。

　その虚うつろな瞳ひとみに、もはや生気は感じられなかった。それでも、獲え物ものを見つけた狩人かりゆうどのように、まるで楽しむような笑えみを見せている。

　先ほどまでの好こう奇き心交じりのチンピラとは違ちがう。そこには紛まぎれもない殺意があった。

　俺おれはすぐさまに逃にげることを選せん択たくする。決して立ち向かっていい存在ではなかった。そして、走ることに関しては、この男に負けることはないだろう。陸上部に入っていて、心の底から安心した瞬しゆん間かんだった。

　一いつ瞬しゆんだけ俺おれが振ふり向むくと、「また会おうね」と男が手を振ふっていた。

　なんで、あんな大人おとなまでもが絡からんでくるかは分からない。これも榎えのき田だ陽人はると？

　俺おれは車専用の出入り口を抜ぬけて、すぐに地上へと到とう達たつする。あの男が追ってくる様子はなかったが、それでも離はなれたくて距きよ離りをとる。車専用の出入り口から慌あわてて出てきた俺おれを、不思議そうに眺ながめる外国人を睨にらみ、またツインタワーが輝かがやく駅の方へと向かう。また傷を負ったことに焦あせりながら。

　前方から大量のサラリーマンが歩いてくる。飲み会後に、もう一いつ軒けん行いこうとしているのか、みな顔が赤い。

　俺おれは舌打ちをして、彼かれらとすれ違ちがう前に歩道橋へとあがっていく。

「……早く見つけないと」

　もはや誰だれが敵で、誰だれが無関係なのか、区別はつかない。突とつ然ぜん、女子中学生に冤えん罪ざいをかけられたと思ったら、警官に追われ、街で若者に襲おそわれ、見知らぬ男性にナイフで切りつけられる。肝かん心じんの榎えのき田だ陽人はるとには一向に近づいている気はしない。

　だが、それで構わない。

　俺おれが捜さがしているのは、彼かの女じよではないのだから──。

　そして、俺おれがちょうど彼かれの存在を願った時──まるで知っていたかのように、歩道橋の向こうから、そいつは現れた。

　先ほど俺おれと江え守もりを襲おそってきた黒ずくめの男。

　ちょうど歩道橋の真ん中だ。悠ゆう然ぜんと彼かれは歩いてきた。歩行者こそいないものの、目下の道路には今も多くの車が走っている。ドライバーは、俺おれたちを不思議に思っているだろう。

　男の表情はやはり分からない。先ほどと恰かつ好こうは変わらない。黒一色のジャージに、手て袋ぶくろ。そして、映画のギャングがつけているような、真っ黒な目だし帽ぼう。

　やっと出会えた。

　ここまで逃にげ延のびた。

「たぶん、榎えのき田だ陽人はるとは短期間に何人かの協力者を集めたんでしょう」

　つい嬉うれしくなって、先に口を開いたのは俺おれだった。

「いかんせん襲しゆう撃げき者しやが多すぎる。事前に準備を重ねた。ネットやチンピラ集団に効率的に広められるように、煽あおってくれるように。でも、それは悪手だ。こうして襲おそわれ続けていれば、俺おれは榎えのき田だ陽人はるとを知る人物に辿たどり着つけるんだから」

　黙だまったままの男に俺おれは言う。

「だから、あのお嬢じようちゃんは破は滅めつするんです。俺おれの恐きよう喝かつの真実さえ見み抜ぬけてない幼い女の子は、今晩、トラウマを刻まれて泣き狂くるうんですよ」

　俺おれは本日何度目かの拳こぶしを構えて、ファイティングポーズをとる。

「アナタも協力者の一人ひとりですね？」

　それがゴングの代わりだった。

　目だし帽ぼうの男は今まで俺おれに襲おそい掛かかってきた人間とは比べものにならない勢いで、飛とび込こんでくる。一晩で十人以上の人間に殴なぐられてきたが、その誰だれよりもキレがある。

　だから俺おれも誠意をもって応えることにした。向かってくる右手の拳こぶしを右手で摑つかんで、そのまま左回転し、左ひだり肘ひじを相手の脇わき腹ばらへとぶつける。武術じゃありえない派は手でな回転技わざ。足を払はらって、豪ごう快かいに投げ飛ばす。

　目だし帽ぼうの男は、自身の勢いと俺おれの肘ひじ鉄てつの威い力りよくも合わさって、決して小さくない音を立てて地面へと激げき突とつした。

　それでも即そく座ざに立ち上がろうとする男に、容よう赦しやなく回まわし蹴げり。歩道橋の手すりに掠かすりながらも、男の顎あごを吹ふき飛とばす。いつの間にか握にぎっていた警棒も、彼かれの手から離はなれて歩道橋の下へと落ちていく。コンクリートの道路とぶつかり、乾かわいた音が鳴った。

　二度も派は手でな技わざを食らって、すぐに男は抵てい抗こうする意思を見せなくなった。だから、俺おれは余よ裕ゆうをもって近づいて、嚙かまれないようにだけ気をつけながら、その目だし帽ぼうを取り除く。

　その顔は俺おれも知っている存在だった。

「やはり、武たけ田だ部長でしたか……」

　暴力手段に手を染めようとも、俺おれを止めようとしてくれた人物。

　それは、滝たき岡おか南みなみ高こう校こう陸上部の部長だった。

　そして、俺おれが最も頼たよりにしていた人物だった。

「音おと彦ひこ……お前は、」

「気づいているでしょう？　以前、貴方あなたには相談しましたもんね。俺おれが望む平へい穏おんの在り方も。恐きよう喝かつをする理由も」

　でも、そんなことはどうでもいい。

　この人は、俺おれを裏切り、榎えのき田だ陽人はるとに加担している。だから俺おれを襲おそってきた。

「それよりも知っているんでしょう？　榎えのき田だ陽人はるとの居場所を。吐はいてくださいよ」

　不幸続きの俺おれが、思いがけず手にした幸運だった。

　決着の時は近づいているのだ。
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　大おお村むら音おと彦ひこの恐きよう喝かつのシステムを悟さとった時から、ボクは本心を偽いつわって三み澤さわたちに協力すると決めた。三週間、ボクは三み澤さわたちの仲間として、大おお村むら音おと彦ひこを倒たおすために尽じん力りよくした。

　男子たちには剣けん道どうを簡単に仕し込こむフリをした。人ひと気けのない河か原わらで実戦に近い形式で、何度も打ち合った。ボクが試合ではない戦いに慣れるためだ。けれども北きた崎さきを始めとする男子は、ボクに稽けい古こさせてもらった気になっていた。

　女子とは、公開する動画の編集や、大おお村むらの情報が一いつ斉せいに広まるよう協力者の募ぼ集しゆうに努めた。ボクが苦手とする部分なので、ほとんど任せっきりだったが、計画の肝きもとなるのでボクも時間を見つけては加わった。

　実を言うと、楽しくなかったと言えば噓うそになる。

　思いのほか、男子は根こん性じようがあってボクにのされても何度も立ち上がって、瞬またたく間まに立ち回りを習得していった。誰だれかを護まもる、という少年漫まん画がみたいな意欲が、ボクには眩まぶしく見えた。女子たちは、ボクの知らない世界を教えてくれた。化け粧しようや最新のスイーツ、夜の遊び場まで、頼たよりになりそうな人間を捜さがす傍かたわら、未知の体験ばかりがあった。

　教室でも三み澤さわや安あん城じようはボクに話しかけてくるようになった。単調だったボクの学園生活は、次々と変わっていった。

　その劇的とも言える変化に、何一つ胸を躍おどらせなかったなんてことはない。ボクは、三み澤さわたちと過ごした三週間に、喜びを見み出いだしたのだ。

　しかし、ボクらは結束することさえ許されない。決してボクが彼かれらと交わることはない。

　大おお村むら音おと彦ひこは、そんな仕し掛かけを恐きよう喝かつに組くみ込こんでいた。




　　　　　[image: くぎり]




　５月14日23時03分。

　だんだんと廃はいビル前の道路の交通量も減ってきた気がする。こんな深夜にまだ引っ切りなしに車が走っているのは、この街では駅ビルの下まで繫つながる大通りくらいなものだろう。誰だれもこんな寂さびれたビルには気にも留とめない。

　美しいな、無む駄だだけど。

　暖色系の明かりを放つランタンで照らされる、この部へ屋やはどこか幻げん想そう的てきだった。カップルが愛を語らうには十分すぎる。余分なものが何もないのも素す晴ばらしい。ボクの部へ屋やみたいだ。部へ屋やの一面を占しめる大きな窓へ視線をやれば、ツインタワーの足元が見える。その明かりは、いつみても赤く、鈍にぶい。

　ボクは自分の過激な行動とは裏腹に、目の前に広がる現げん実じつ離ばなれした光景に陶とう酔すいしかけていた。

　しかし、そんな美しい場所にボクの行動はふさわしくなかった。ボクはクラスメイトを尋じん問もんしている。三み澤さわの頰ほおに警棒を押おし当あてながら。

「答えてよ」ボクはもう一度同じことを告げた。「斎さい藤とう由ゆ佳かを恐きよう喝かつしていたのは、本当に大おお村むら音おと彦ひこだけなのか？」

「なに、馬ば鹿かなことを言っているの……危なっかしいわね」

　三み澤さわは震ふるえる声で答える。その頰ほおに汗あせが滲にじみ出していくのをボクは見み逃のがさない。

「ボクを見くびるのも好いい加か減げんにしろよ。質問には、はっきり、丁てい寧ねいに、答えろ」

「なら、まず警棒を下ろして！」

「無む駄だ口ぐちを叩たたくな」

　三み澤さわが甲かん高だかく怒ど鳴なるのに対して、ボクは唸うなるように声を出す。

　三み澤さわの声はやはり耳みみ障ざわりだ。

　苛いら立だって、安あん城じようを睨にらむと、肩かたをびくっと震ふるわせて目を伏ふせた。なんだよ、てめぇは無関係のつもりかよ。薄はく情じようなやつらだな。絶対に、無関係では終わらせないのに。

　そんなこと──ボクは絶対に許さないのに。

「正直、気に食わないんだよ。いくつもの情報を誤ご魔ま化かして、一方的に大おお村むら音おと彦ひこを貶おとしめようとして──ボクをうまくコントロールしているつもりだったのか？」

「なんのことよ……？」

「なぁ、色んな疑問があるんだよ。『警察への通報を断固としてしたがらない』のも、なぜ斎さい藤とう由ゆ佳かと仲良くないはずのお前らが一いつ緒しよにいるのかも。どうして大おお村むら音おと彦ひこの恐きよう喝かつが、外部に漏もれることがなかったのかも。一つだけ、全てを解決する仮説がある。というより、もう明らかじゃないか」

「なにが……」

　必死に話題を逸そらそうとする三み澤さわに、ボクの我が慢まんは限界に近づいていた。どんどん語気が荒あらくなる。

「決まってる。もうお前らは救えない、お前らも裁かなくちゃいけない」

「榎えのき田だ、落ち着いて！　ね？　不満があるなら聞くからさ」

「気づいたんだよ、ボクは。この反へ吐どがでるような真実に」

　そして、ボクはぶつけるように告げた。




「お前たち五人は、斎さい藤とう由ゆ佳かを恐きよう喝かつしていたんだ。この事件は、ただの恐きよう喝かつじゃない。大おお村むら音おと彦ひこはお前らを恐きよう喝かつし、お前らは斎さい藤とう由ゆ佳かを恐きよう喝かつする──二重恐きよう喝かつだった」

　ボクが出した答えに対して、明らかに三み澤さわたちの表情が変わるのが分かった。息が止められたように、口を開けたままで苦しそうに顔を赤くする。

「な…………そんなわけ、ない、でしょう」

　絞しぼり出だすように三み澤さわが口にした。

　彼かの女じよが口にしたのは、論理の欠片かけらもない、空くう虚きよな反論だった。

「そうだろうよ、普ふ通つうは否定する。自分自身も恐きよう喝かつを行っていたなんて、認めるわけがない。決してバレてはいけない事実だろう。だからこそ、お前たちは警察や大人おとなに相談するのを躊躇ためらった。大おお村むら音おと彦ひこの恐きよう喝かつが露ろ呈ていすれば、自然とお前らの恐きよう喝かつも明らかになるんだから」

　ボクがそう問とい詰つめると、しばらくの沈ちん黙もくが訪おとずれた。誰だれも言葉を発しなければ、廃はいビルには本当の静せい寂じやくが訪おとずれる。電気製品や虫もいない空間は、沈ちん黙もくをより一層重くさせた。

　三み澤さわは顔を赤くして今にも叫さけび出しそうなのになぜか固まっている。安あん城じようは自分の髪かみを握にぎったり手放したりを繰くり返かえしているだけだ。二人ふたりともボクから視線をはずして、無言でことをやり過ごそうとしている。いい加減にしろ、と怒ど鳴なりたくなった。

　ボクが恫どう喝かつする前に意を決したように発言したのは、意外にも普ふ段だん大人おとなしい安あん城じようだった。

「正解だよ」

　彼かの女じよは一歩前へ出ると、堂々と正面からボクを見た。

「うん、正解。わたしたちは、斎さい藤とう由ゆ佳かから金を奪うばっていた」

「まだ言いい逃のがれはできたのに……素す直なおに認めるんだな」

「認める。すごいね、榎えのき田ださん、全部気づいちゃうんだ。斎さい藤とうちゃんが全部、語ったわけじゃないんだよね」

　そこで慌あわてたように三み澤さわが「やめなよ。何もしゃべるな」と安あん城じようを制する。しかし、安あん城じようは首を横に振ふって語り続けた。

「ザワ、もう正直に言った方がいいよ。もうここまで疑われたら無理だよ」

　安あん城じようは三み澤さわを右手で制する素そ振ぶりをしながら、ボクをどこか優やさしげな瞳ひとみで見つめる。

「榎えのき田ださんの言う通り、二重恐きよう喝かつだった。斎さい藤とうちゃんからは何百万円という単位で奪うばった。一人ひとり頭あたまね。自分の額は覚えてるよ。わたしは、４６５万円かな。男子に頼たのんで、斎さい藤とうちゃんを脅おどした。逆らえば殴なぐるぞって！　彼かの女じよの家まで押おしかけて、言ってやったよ」

「お前……」

「でも、仕方ないでしょう？　大おお村むら音おと彦ひこは化け物みたいな男だしね。逆らう気力なんて一いつ切さい湧わかなくなる。金を用意するしかないんだよ。どんなに汚きたない手段を使ってでも。だから、みんなで順番に恫どう喝かつしたの。北きた崎さきも、ザワも、アマミーも、キハも大おお村むら音おと彦ひこに脅おどされるたびに、全員で奪うばった！　斎さい藤とうちゃんは──わたしたちのＡＴＭだった」

　淡たん々たんと語られるが、内容は身の毛もよだつほど過激なものだった。

　なぜ、こいつはこんなに堂々と語っていられるんだ？

「落ち着いてよ、榎えのき田ださん。わたしたちには受け取る権利があったんだ」

「権利だと……」

　ボクは詰つめ寄よって、安あん城じようの胸むなぐらを摑つかむ。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。三千万円に見合う対価なんて──」

「友達料だよ」

　安あん城じようは微笑ほほえんだ。ボクの目を見み据すえて。

「恐きよう喝かつなんかじゃないよ。あれは友達料だった。わたしたちは友達になる代わりに、斎さい藤とうちゃんから金をもらっていたの」

　クズの言葉は到とう底てい理解できそうもない。

「……………………………………………………なに言ってんだ？」

「だから、わたしたちと友達になる権利を獲かく得とくする対価だよ。教室でイジメられない権利。話しかけられても無視されない権利。クラスの打ち上げに呼ばれる権利。わたしたちの当番の仕事を手て伝つだう権利。週に一回は彼かの女じよが支し払はらう条件で、ファミレスやカラオケ店にわたしたちと同行できる権利。それの見返りとして、金銭を受け取っていたの」

「……そんなもの斎さい藤とうは素す直なおに受け入れたのか？」

　安あん城じようは首を振ふってから、まるで仕方ないかのように答える。聞き分けの悪い子をなだめるように。

「斎さい藤とうちゃんは買ったよ。男子たちに殴なぐられない権利を」

「お前ら……お前ら……お前ら……お前ら……」

　思考がついていけなくて、同じ言葉だけが繰くり返かえされて、それに続ける台詞せりふが浮うかばない。頭が真っ白になっていき、頭の中で何かがぶちぶちと千切れていく。

「待ってよ、榎えのき田だ」

　三み澤さわは、ボクの肩かたを摑つかんで告げてくる。

「確かに認める。うちらは斎さい藤とうに恐きよう喝かつを行っていた。けれども、全部の原因は大おお村むら音おと彦ひこでしょ？　アンはちょっと過激に言い過ぎ。考えてもみてよ。大おお村むら音おと彦ひこがうちらに恐きよう喝かつを行わなければ、うちらだって斎さい藤とうを脅おどさなかった。怒おこるのは、大おお村むらを蹴け散ちらしたあとでよくない？」

「なんでだ……」ボクは呻うめく。「じゃあ、なんで斎さい藤とうはお前たちの計画に協力しているんだ？　ボクへ真実を言わなかったんだ……？」

「大おお村むら音おと彦ひこを倒たおすため。斎さい藤とうは全てに同意したよ。財産だって無限じゃない。うちらも恐きよう喝かつのたびに殴なぐられたくない。地じ獄ごくを壊こわすための条件は、大おお村むら音おと彦ひこを取り除くしかない。だから、斎さい藤とうは警察に、全ての恐きよう喝かつの被ひ害がい額がくは大おお村むら音おと彦ひこへ直接請せい求きゆうするって証言してくれる手て筈はずになっているの」

「お前らは！　自分たちが散々苦しめてきた存在に、協力を依い頼らいしたのか！」

「他に方法がないでしょ！　大おお村むら音おと彦ひこに立ち向かうには！」

　三み澤さわは声を荒らげると、気まずそうに目を伏ふせる。

「もちろん、約束したわよ……」彼かの女じよはため息と共に口にする。「大おお村むら音おと彦ひこを打だ倒とうしたら、二度と友達料なんて要求しないって……」

　そんなもの！　約束するまでもなく、当然のことだろうがっ！

『この事件を機に三み澤さわさんたちとも仲良くなれたらいいな』

　斎さい藤とうが口にした言葉を思い出す。彼かの女じよは一体どんな気持ちで、この台詞せりふを吐はいたのだろう？

　いや、違ちがう。斎さい藤とうは協力せざるをえないのだ。三み澤さわがどんな最低の人間だろうが、自らの恐きよう喝かつをやめて欲ほしければ、三み澤さわの命令に従うしかない。自分は、大おお村むら音おと彦ひこのみに恐きよう喝かつされた、と証言するしかない。それがある意味では、三み澤さわから、まともな人間としての権利を勝ち取るための唯一の行動なのだ。

　もう三み澤さわたちの道徳心は、どうしようもなく終わっている。

「最低な手段だよな……」ボクは呻うめく。「これが大おお村むら音おと彦ひこの手法だったんだな。恐きよう喝かつの被ひ害がい者しやを、同時に加害者にもさせる──二重恐きよう喝かつ」

　呼吸が荒あらくなる。

「露ろ呈ていしないわけだよ……恐きよう喝かつの被ひ害がい者しやこそが、秘密を隠かくし通そうとする。誰だれにもバレないよう細心の注意で、金を払はらう。大おお村むらの手下のように恐きよう喝かつする。しかも、一番の被ひ害がい者しやは、一人ひとりぼっちで暮らす裕ゆう福ふくな中学生。それを五人でよってたかって支配していた」

　大おお村むら音おと彦ひこの能力。ただの化け物じみた暴力だけじゃない。被ひ害がい者しやを本当に恐きよう怖ふで支配していたのだ。罪を背負わせて、口外されるのを防ぐ。

　恐きよう喝かつが露ろ呈ていするパターンは、大きく二つあるという。被ひ害がい者しやからの訴うつたえ、そして、金を集めるための被ひ害がい者しやの行動。被ひ害がい者しやである三み澤さわたちも加害者になっている以上、彼かれらから外部に漏もれる可能性は薄うすい。そして、その被ひ害がい者しやが万引きや窃せつ盗とうをせず、斎さい藤とう由ゆ佳かのみから金を得ていれば、やはり犯罪は露ろ呈ていしにくい。加害者と被ひ害がい者しやが協力して、秘密を隠いん蔽ぺいしている恐きよう喝かつを一体どれほどの人間が気づけるんだろう？

　三み澤さわが懇こん願がんする。

「斎さい藤とうへ行ったことは謝あやまるよ。けれど仕方なかったの。うちらは悪くない。だから大おお村むら音おと彦ひこを倒たおすために協力して！　斎さい藤とうを救うためと思って、うちらを助けて！」

　でも、それでも、ボクは──。

「……知っていた」

「………え」

「お前たちの悪行を聞くのは、もう二度目なんだ……」

　ボクは三み澤さわの元へ一気に近づくと、その勢いのまま彼かの女じよの頰ほおを凪なぎ払はらうように警棒で打ち飛ばす。

「てめぇら、全員、血ぶちまけてくたばれよ」

　簡単に彼かの女じよの身体からだは倒たおれて、地面へと崩くずれていく。頭でも割れたのか、血が空中に舞まう。近くで見ていた安あん城じようにかかり、彼かの女じよは悲鳴をあげる。

　ボクは警棒を一回、手の中で回すと、両手で握にぎり直した。やはりこっちの方が身体からだに馴な染じむ。

「あぁ、何度聞いても胸むな糞くそ悪わるいよ。魂たましいを汚よごされた気分だ。二度目だ。二回目なんだよ！　北きた崎さきからもまったく同じ文句を聞いた！　一言一句変わらなかったよ！」

　跳とび跳はねるように安あん城じようが立ち上がって、ボクへ背を向けて駆かけ出だす。けれども、初速がボクとは比べものにならない。地面と靴くつが擦こすれる音をたてて、一気に安あん城じようへ近づくとその横腹に容よう赦しやなく警棒を撃うち抜ぬく。体勢が崩くずれたところで、肩かた口ぐちを上段からぶっ叩たたく。

　残心はとらない。すぐに次の行動へ移る。武道の流りゆう儀ぎを持もち込こむのさえ煩わずらわしい。

　代わりに、膝ひざから崩くずれ落おちる安あん城じようの首根っこを摑つかんで、自分のもとへ引き寄せる。そして、その鼻先を警棒の柄えで殴なぐった。念を押おすように、何回も。鼻び骨こつが折れる感覚をはじめて味わう。卵たまごの殻からを潰つぶすのと変わらない。案外、あっけない。

　安あん城じようが呻うめき声さえあげなくなったら、その首から手を離はなす。糸が切れた操あやつり人形のように、安あん城じようは地面へと崩くずれる。

　すると、後方で誰だれかが叫さけぶ声が聞こえた。三み澤さわだ。彼かの女じよは絶ぜつ叫きようしながら、ボクへと襲おそいかかってくる。けれども隙すきだらけの特とつ攻こうで、武器を持った人間に勝てる道理はないのだ。一歩踏ふみ込こむと、彼かの女じよが拳こぶしを繰くり出だすよりずっと早く、面打ちを繰くり出だす。警棒は吸すい込こまれるように三み澤さわの脳天に突つき刺ささり、その場で崩くずれ落おちる。

「ね、ねぇ……なに、これ…………」

　頭から血を流して、三み澤さわは泣きながら尋たずねてくる。

「榎えのき田だは、斎さい藤とうを救うんでしょ！　仲間を襲おそってどうするの！」

「その『仲間』とやらに、本当に斎さい藤とう由ゆ佳かは含ふくまれていたのか？」

　仲間を護まもるために、斎さい藤とう由ゆ佳かから恐きよう喝かつしたんだろう？

　仲間を救うために、斎さい藤とう由ゆ佳かに噓うそを強要させているんだろう？

　殴なぐって、脅おどして、奪うばって、奪うばって、奪うばい尽つくしてきたんだ。そんなお前らに大おお村むら音おと彦ひこを断罪できる正義はない。

「でも、考えてあるさ。なにもボクだって馬ば鹿かじゃない。簡単だよ。タイミングを見つけて救急車を呼んでやる。そこで、何か質問されたら絶対に『大おお村むら音おと彦ひこに殴なぐられた』と証言しろ」

　それだけのシンプルな作戦だ。

　大おお村むら音おと彦ひこに罪を着せる。一言でも説明できる程度のシンプルな計画。北きた崎さきを襲おそった際にも、同じことを命令させた。

「え……？」

　けれど、三み澤さわは納なつ得とくできてないらしい。安あん城じようも鼻を押さえて、ボクを怯おびえるように見てくる。

「なんで、うちらが榎えのき田だに協力しなくちゃいけない……この裏切り者……」

「じゃあ正しい証言をして、なんの価値があるんだ？　お前らは得するのか？　ボクが逮たい捕ほされる。そうすれば、ボクはお前らの恐きよう喝かつも全部警察へ告白するぞ。しかも、大おお村むら音おと彦ひこも逮たい捕ほするまでが限界だ。すぐにお前らの元に舞まい戻もどってくる。さらに、ボクも敵に回した状態で」

　少なくとも、状じよう況きようは決して良くなることはないのだ。元々味方だった人間を追放できるだけ。しかも、弱味を握にぎられたまま。

　だからこそ、ボクは笑える。

　この状じよう況きようが、あまりに完かん璧ぺきすぎて──。

「お前らは『大おお村むら音おと彦ひこにやられた』と証言すればいいんだよ。北きた崎さきたちも同じ道を選んだ。そうすれば、大おお村むらの罪はさらに重くなる。長期間、少年院にぶちこめる。逆に、『ボクにやられた』と証言しようものなら、ボクはお前らの恐きよう喝かつも証言するよ。今のお前らの証言だって、当然、録音済みだ」

　胸ポケットにしまってあるスマホを、ボクは親指でつつく。

「でも、安心しろよ……大おお村むら音おと彦ひこはボクが挫くじく。ボクだけで破は滅めつさせる」

　ボクは警棒を一いつ旦たん空中へ放り投げて、摑つかんで、そして、三み澤さわに笑いかける。

　ボクの宣言に、三み澤さわは硬こう直ちよくした表情を緩ゆるめて、白い歯を見せる。ずっと強こわ張ばっていた肩かたが下がる。

　けれど、再びボクが警棒を両手持ちに切きり替かえた瞬しゆん間かん、三み澤さわの顔は一いつ瞬しゆんで血の気を失った。気づいたのかもしれない。ボクが持ちかけた言葉が、一体どんな意味を持つのか。

「冗じよう談だんでしょ……？」

「本気だよ。北きた崎さきたちの末路は教えただろ？」

　ボクは一いつ旦たん軽く警棒を振ふって、そして、一歩三み澤さわへと近づく。

「そう、お前らに選せん択たく肢しはない。『大おお村むら音おと彦ひこにやられた』と証言するしかない。どんなにボクに殴なぐられようが、骨を砕くだかれようが、血を噴ふき出だそうが、泣なき叫さけんで、心の奥おく底そこから悔くいようが。『ボクがやった』とは証言できないんだ。自分の罪がばれないように」

　そう吐はき出だして、ボクは三み澤さわへ殴なぐりかかる。彼かの女じよの右みぎ腕うでにぶつかる瞬しゆん間かんに、三み澤さわは、やめてくれ、と叫さけんだ。けれども止まれるわけがない。コイツは斎さい藤とうの頼たのみを聞いたのだろうか？　ボクは、その腕うでごと三み澤さわをぶっ飛ばす。確実に骨が折れる手応えがあった。

　けれど、身体からだはもう止まることはない。もう一いち撃げき、もう一いち撃げきと、力任せに警棒を振ふるう。肉が裂さけて、骨が砕くだけようが、手は抜ぬかない。むしろ、酷ひどい方が大おお村むら音おと彦ひこを追おい詰つめやすいではないか。もちろん、相手は三み澤さわだけではない。必死に這はって逃にげる安あん城じようにも、ボクの本気の一いち撃げきを与あたえ続けていく。

　憎にくしみに身を委ねながら、ボクは告げた。

「どんなに憎にくくとも逆らえない──斎さい藤とう由ゆ佳かと同じ地じ獄ごくを味わえ」

　ボクは、思考を止めた。もう細かいことなんて構いはしない。考えてるうちに、ボクの心が潰つぶれる前に、こいつら全員を叩たたきのめしてしまえばいい。

　誰だれも来ない廃はいビルのフロアで、ボクは体力が尽つきるまで暴力に身を投じていた。
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　ボクは特別でありたい。

　どんな場所であろうと、どんな集団の中に生きようと、決してブレない自分でいる。

　そのために、ボクはこうしてもがいている。

　彼かの女じよは、偶ぐう然ぜんか、腐ふ敗はいした精神の持ち主に囲まれている。クラスでの人気者だと思っていた人間でさえ、斎さい藤とうを何度も恐きよう喝かつしてきた。だから、ボクは埋まい没ぼつしてはならない。周りが彼かの女じよを蔑さげすむなら、ボクは彼かの女じよの味方になろう。くだらぬ集団圧力で、自己の正義感をうずめるな。

　ボクは気づいてしまったんだ。斎さい藤とう由ゆ佳かが陥おちいっている地じ獄ごくに。それは、大おお村むら音おと彦ひこへ立ち向かう仲間がいる場所じゃない。そのクラスメイトでさえもまるで大おお村むらの手下のように恫どう喝かつしてくる、地じ獄ごくの連れん鎖さだ。

　そして、ボクは同時にもう一つ知った。そんな中で斎さい藤とうは『争いに巻まき込こまれないで』とボクの心配をしたのだ。彼かの女じよは恐きよう喝かつを受けている自分よりも、自分の被ひ害がいに巻まき込こまれるボクを護まもろうとした。ボクに恐きよう喝かつされていることさえ一いつ切さい伝えなかった。決して彼かの女じよと親友だったわけじゃない。

　けれど──きっと斎さい藤とう由ゆ佳かを見捨てた時、ボクは自分を好きでいられなくなる！

　ずっと大事にしていた自分を見失ってしまうから。

　だから、ボクは断罪の未来を選んだ。
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　５月14日23時35分。

　ボクは加か虐ぎやくの手を止める。

　さすがに鈍どん器きを振ふり続ければ、体力の消しよう耗もうは激しい。剣けん道どうの型とはかけ離はなれた無む茶ちや苦く茶ちやなフォームでやれば尚なお更さらだ。ボクは最後に三み澤さわを警棒でつついて、顔をボクの方へ向けさせて「誰だれにやられたの？」と尋たずねる。三み澤さわは一いつ瞬しゆんだけ唇くちびるを嚙かみ締しめる。けれども、すぐに力の抜ぬけた声で「……大おお村むら音おと彦ひこ」と呟つぶやく。

　ボクは凶きよう器きである警棒を現場へと捨てると、少し横たわる三み澤さわから離はなれた場所に腰こしを下ろす。しばらく休まないと動けそうにない。床の冷たさが、ボクの体温を冷ましてくれる。

　スマホで時間を確かく認にんする。時間はある。ボクはそのまま休きゆう憩けい代わりに、斎さい藤とうへと電話をする。

　彼かの女じよはワンコールで出てくれた。思わず頰ほおが緩ゆるむ。

「どうしたの？　こんな計画の最中に」斎さい藤とうは心配そうに言う。「愛の告白？　プロポーズなの？　陽人はるとちゃん、死亡フラグっぽいからやめてよね」

　こんな時なのに、斎さい藤とうの冗じよう談だんは明るい。顔についた返り血をシャツの裾すそで拭ふき取とりながら、ボクは思わず笑えみを浮うかべていた。

　けれども大事なことだけは、言わないといけない。

「斎さい藤とう、お前は恐きよう喝かつされていたんだな。三み澤さわたちから」

「………」

　斎さい藤とうが息を飲のみ込こむ音が、わずかに電話口から聞こえてくる。

「気づいちゃったんだね……ごめん、また隠かくしていて……うん、事実だよ。わたしは、クラスメイトからもお金を奪うばわれていた……」

「ホント最悪だよ。斎さい藤とうに謝あやまることばかりが増えていく」

「それを伝えるために電話をかけてきたの？　大だい丈じよう夫ぶ、わたしが陽人はるとちゃんを責めるわけがないじゃない」

「全員、罰ばつしたから」

　明るい斎さい藤とうの言葉を遮さえぎるようにボクは告げる。

「さっき北きた崎さきたちを殴なぐったのはボクの仕業。しばらくは入院。三み澤さわたちも放送規制が入るレベルで、今、血を流して横たわっている」

「え……？」

「ボクが殴なぐり続けた。でも気にしないで。作戦変へん更こう。ボクの罪は、全部大おお村むらへ押おし付つける。だから、斎さい藤とうはそのまま待機し続けろ」

「陽人はると、自分で言っている意味がわかってる？」

「皮肉なもんだな。さっき安あん城じように似たような台詞せりふを言いたくなったよ」

　もちろん、理解しているさ。自分が何をしたのかも、何をしようとしているのかも。

「やめてよ……そんなことしないで」

「けど、こうでもしなきゃアイツらは自分の過あやまちに気づかない」

「でも…………陽人はるとが、無理をする理由にはならないよ！　お願い、落ち着いて！　なんだか陽人はると、冷静じゃないよ。どこにいるの？　すぐに行くから」

「来るな。危ない橋は渡わたるし、お前がいても足手まといだ」

「でも、陽人はるとは今、自じ暴ぼう自じ棄きになっている！　少しでも危険を回かい避ひするための計画でしょ！　もし大おお村むらに罪を押おし付つけることに失敗したらどうするの？」

　電話先で斎さい藤とうは叫さけぶ。彼かの女じよがこんな大きな声をあげるなんて初めてだった。

「大会ももうすぐ始まるんでしょ？　夜よる遅おそくまで頑がん張ばってきたことは、わたしも知っている！　ずっと待っていたもん！　だから、お願いだよ……たった一人ひとりで、大おお村むら音おと彦ひこと戦うなんてことしないでよ……」

「お前は、ずっとそのスタンスだよな……クラスメイトから恐きよう喝かつされまくっている状じよう況きようでも、ボクだけは巻まき込こまない」

　頭がおかしい、とさえ思うよ。

　止めてくれる気持ちは嬉うれしい。でも、これはお前のためだけじゃないんだよ。

「由ゆ佳か、これはボクの問題でもあるんだよ」ボクは、彼女を名前で呼んだ。「ボクは元々、そういう人間なんだ。人間関係をリセットし続ける環かん境きようで生きてきた。だから──自分自身だけは確固としていなくちゃいけない。群れず、賢かしこく、強く、そして、自分を好きで、特別であらなくちゃいけない。だから、ボクは戦うんだ」

　それが、ただのエゴで、安っぽいプライドだとは知っている。

　けれど、こんなワガママなボクを好きになってくれ、さらには、必死に危険から遠ざけようとする斎さい藤とう由ゆ佳かだけは護まもりたいんだ。

「確かに端はたから見れば、大層な理由じゃないかもな。所しよ詮せん、ボクは部外者だ。けれど、どうでもいい。ボクのことをしつこく好いてくれた人間が、苦しんでいることを知った。そのキッカケだけで十分なんだよ。ボクは由ゆ佳かを見捨てて、それで満足して笑う人間じゃないんだ」

　たとえ、その思想や手段が偽いつわりでも、正解でなくとも、嘲あざけられようがもう構わない。

　ボクが斎さい藤とう由ゆ佳かに望むものは、たった一つだ。

「なぁ、正直に、教えてくれよ。ボクは全部想おもいをぶちまけたぞ。まだお前の本音は聞いていない。本当に微み塵じんもなかったのか？　ボクに助けてほしいっていう下心が」

「それは……」

「辛つらいなら、そう言えばいいじゃないか。正直に伝えろよ。──お前は、ボクにどうして欲ほしいんだよ？」

　ボクは精せい一いつ杯ぱいの思いで口にする。

「もう我が慢まんするな。ボクがなんでも叶かなえる。ボクと由ゆ佳かは本人公こう認にんで友達なんだろう？」

　次の瞬しゆん間かん、由ゆ佳かが言語としては聞き取れない何かを呻うめく。電話越ごしだから、彼かの女じよの表情は見えない。だが、その涙なみだの勢いだけはなぜか見えるようだった。由ゆ佳かの呻うめき声はやがて連なっていき、とうとう声を上げて泣き出してしまった。

「そんなの決まっているじゃん……」

　電話越ごしから彼かの女じよの声が聞こえる。

「でも、教えちゃったら、陽人はるとはきっと、巻まき込こまれちゃうよ。怪け我がしちゃうよ……せっかくできた友達なのに……」

「構わないよ」

「…………もういなくなって欲ほしいよ」

　泣き声混じりだったはずなのに、なぜかハッキリと聞き取れた。




「お願い、陽人はると。わたしのために闘たたかって……大おお村むら音おと彦ひこを、わたしの前から消して」




　それが、彼かの女じよが口にした初めての本音だった。

「分かったよ」とだけ返事をして、ボクは通話を切った。

「あとは、お前一人ひとりだ。大おお村むら音おと彦ひこ」

　ボクはすぐに最後の作戦に打って出る。三み澤さわの方へと近寄ると、彼かの女じよのパンツからスマホを奪うばう。そして、事前に彼かの女じよから聞いていた相手へ電話を掛かける。別に有名人ではない。この街に居い座すわる、三み澤さわと親交のあるチンピラだ。ボクはスマホを彼かの女じよの口元に置いて、指先を三み澤さわの首元へ押おし当あてる。三み澤さわはボクに脅おどされるがままに、幾いく人にんの不良に助けを求めた。おまけに彼かの女じよの写真を送ってやる。無残に怪け我がした姿を、あたかも、三み澤さわが自分で撮とったような角度から。

　これで大おお村むら音おと彦ひこに仇あだする者は、さらに増えていくだろう。あとは一つの場所に誘ゆう導どうするだけ。

　けれど、結局のところは、ボクは一人ひとりだ。

　大おお村むら音おと彦ひこは、ボクらに団結することさえさせなかった。

　それでも、闘たたかい抜ぬくしかない。

　ボクは、斎さい藤とう由ゆ佳かが歩んできた苦しい人生の例外でありたい。

　友達なんて誰だれでもいい、なんて言わせない。

　お前にとって『特別』な存在になってみせるから。


















　これは記録であって、記き憶おくではない。




　当時、小学三年生のわたしには、二人ふたりの幼おさな馴な染じみがいた。

　たまたま隣となりの家で暮らしていた同い年の女の子──菜な々な。そして、そのお兄にいさん。お兄にいさんはわたしの二個上で、菜な々なはわたしの同級生だった。年が近いこともあり、特にわたしと菜な々なはすぐに慣れ親しんだ。町内会の祭りや行事では、必ず一いつ緒しよに行動した。幼いというのは不思議で、近くに住んでいる同い年というだけで親友になれる。休日はほとんど毎週会っていたかもしれない。そして、時折はお兄にいさんも保護者役としてついてきた。運動が得意な年上の先せん輩ぱいというのは、わたしにとって魅み力りよく的てきに見えた。

　幸せな日々だった。

　菜な々なとお兄にいさんが家へやってくると、わたしの母親は必ず焼き菓が子しを振ふる舞まった。シフォンケーキやクッキーなど、いつも絶品の料理を作ってくれた。お兄にいさんはそのお菓か子し目当てに来ているようだったが、悪い気はしなかった。休日は父親も家にいたが、騒さわがしくやってくる兄妹きようだいに悪い気はしなかった。時にはお兄にいさんと一いつ緒しよに家の前の道路で、キャッチボールをやることもあった。お兄にいさんと菜な々なの父親は、休日出勤の多い仕事だったから、お兄にいさんは父とのスポーツに憧あこがれていたのかもしれない。

　その様子をわたしと菜な々なは会話しながら、いつまでも眺ながめていられた。







　それは、わたしの母親が病で壊こわれていくまで続いた。

　母が患わずらった悪あく性せいの脳のう腫しゆ瘍よう──五年生存率は十パーセント以下の難病だった。










　母がおかしくなっていくのに、時間は要いらなかった。物忘れがひどくなっていく彼かの女じよは、とうとう仕事をやめた。一日中、家にいるようになった。けれども家にいるからって、まともに家事をできるわけでもない。一日に洗せん濯たく機きを八回も回し、洗せん剤ざいを一箱全部使うようなこともあった。料理をすれば、火を点つけたことを忘れて外出する。すぐに父親も仕事を夜勤に切きり替かえて、昼間は介かい護ごに尽つくすようになった。母の仕事は、全部、父親が引き受けた。

　それでも母は、何もできない苛いら立だちからか、次し第だいにわたしや父を怒ど鳴なり散ちらすようになっていった。父が作った食事を床ゆかへと叩たたきつけて、料理の不ま味ずさを罵ののしり、もう一度作らせた。殴なぐられることも頻ひん繁ぱんにあった。

　母の食事が終わると、ようやく父は眠ねむりにつく。けれども、母が奇き声せいを上げはじめたら、すぐに駆かけつけなくてはいけない。できる限り、大声を上げさせてはならない。でないとポストに、近きん隣りん住民から苦情の手紙が投とう函かんされる。ただ急いで駆かけつけても要件はない。一方的に罵ののしられて、物を投げつけられて、ふて寝ねする。それでも、父は、夜の間は母に寝ねて欲ほしかったのだろう。以前、夜間徘はい徊かいをされた時は警察に補導されて、父が仕事を放り出して、引き取りに駆かけつけた。

　一度だけ、父は母を強ごう引いんに病院へと連れていき、入院させたことがあった。しかし、十日足らずで退院してきた。病院側が拒きよ否ひしたのだ。母にばかり手がかかり、他の患かん者じやを世話する暇ひまがないと。

　そうなれば、次におかしくなるのは決まっている。

　わたしの父親だった。

　度たび々たび、父はわたしへと暴力を振ふるうようになっていった。わたしにはまともにごはんも作らなくなり、そのくせ母の介かい護ごを手て伝つだわせた。その結果、火傷やけどや切り傷を負っても、父親は絆ばん創そう膏こう一つくれなかった。

　それでも父親は、母を愛し続けた。

　けなげな献けん身しんだ。わたしの存在を犠ぎ牲せいにして──。

「殺してもいい？　あなたのお母かあさん」

　ある時、学校で菜な々なにそう提案された。母が狂くるい出してから、一年、わたしと菜な々なも小学四年生に進級していた。

　冗じよう談だんかと思って、菜な々なの目を見れば、それは真しん剣けんそのもの。彼かの女じよは本気の殺人計画を、自分自身に話しているのだ。小学校の昼休みで語られる内容とは思えなかった。

「もう死んでいるようなものでしょう[image: さんてん][image: さんてん]未来あるあなたが犠ぎ牲せいになるべきじゃない。あなたまで壊こわれていったら、本当に誰だれも救われなくなる。他に終しゆう止し符ふを打つ方法はない」

「でも[image: さんてん][image: さんてん]」

「じゃあ、続けるの？　この生活を、あなたのお母かあさんが死ぬまで」

「お、お兄にいさんは、知っているの？」

　わたしは震ふるえる言葉で口にする。

　菜な々なはため息と共に呟つぶやく。

「冗じよう談だんっぽく話した[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]でも、それだけで本気で怒ど鳴なられた。それっきり、この話を兄にいさんにはしていないよ」

　つまり、菜な々なはたった一人ひとりで実行するつもりなのだ。小学四年生が、殺人という大罪を背負おうとしている。




　止めなくちゃ、とわたしは思う。こんなの間ま違ちがっている、と。他のクラスメイトにも見つかってもいいから、叫さけんで注目を集めるべきだ。

　けれども、それ以上に──本当は、わたしだってこんな生活なんて終わって欲ほしかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたしが殺してあげるから[image: さんてん][image: さんてん]」菜な々なは優やさしく微笑ほほえむ。「あなたは、何もしなくていい。もう休んでいてよ」

　その優やさしさに泣いて、その後、わたしはどこまでも深く後こう悔かいする。







　幼おさな馴な染じみである菜な々なは、暗殺計画を実行に移した。そして、わたしの母親を殺すことに見事成功してみせた。だが、菜な々なが甘あまかったのは、部へ屋やから脱だつ出しゆつする際に、わたしの父親に見つかったことだった。

　彼かの女じよは、無残に殺された。

　わたしのために闘たたかい、そして、命を落とした。




　わたしがその事実に気づいたのは、事件が起きた二時間後のこと。近所の本屋さんから帰ろうとした時、菜な々なのお兄にいさんと出会い、一いつ緒しよに家へと向かったのだ。お兄にいさんは「菜な々なが、どこにもいないんだ。最近、様子がおかしいから不安でね」と口にした。

　わたしはその話を聞いて、菜な々なが計画を実行に移したことを予感した。けれども、何も言えずに、お兄にいさんと共に自宅へと戻もどったのだ。

　部へ屋やに転がっていたのは、変わり果てたわたしの母と菜な々なの姿だった。

　その横で、わたしの父親が魂たましいの抜ぬけたような顔で、紅茶を淹いれていた。シャワーを浴びたのか、髪かみの毛けがまだ濡ぬれている。

　その光景を見ても、お兄にいさんは落ち着いていた。わたしは腰こしを抜ぬかして、へたり込こむ。叫さけび声ごえさえあげられない。遠くからはパトカーのサイレンが聞こえ始めた。

「まさか見られるとは、思わなかったな」そう父親はため息交じりに口にした。「こんなことになるなんてね[image: さんてん][image: さんてん]申し訳ない」

「自首するんですか？」お兄にいさんは呟つぶやく。

「キミは、泣かないんだね」

「アナタの前じゃ泣きたくない」

　そこで、父は寂さびしそうにため息をついた。

「嫌きらわれたもんだね、私も」

「二年前までは尊敬していましたよ[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]俺おれだって」

「そうか[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]ごめんな」父はお兄にいさんを見つめる。「なら、最後のお願いだ。娘むすめを頼たのむよ。こんな父親でも、彼かの女じよのことは愛しているんだ」

「[image: さんてん][image: さんてん]愛しているのに、殴なぐったんですか？」

「あぁ、不思議なことにね。どうしてだろうか[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]どうして[image: さんてん][image: さんてん]」

　父は、そこでテーブルに置かれたティーカップをつつく。まるで、答えを探すみたいに。

　けれども、すぐに諦あきらめたようで、その場にしゃがみ込こむと、縮こまって震ふるえるわたしの元に近づいた。そこで父親らしいまともな台詞せりふを何度も何度も口にして、頭を撫なでてくる。その言葉は、わたしの頭には入ってこなかった。

　代わりに、お兄にいさんにかけた言葉だけが聞き取れた。

「ねぇ、音おと彦ひこくん。私のことは軽けい蔑べつしても構わない。だが、この子は『キミの妹が、命を懸かけて護まもりたかった親友』だ。頼たのむよ、どうか護まもってくれ」

　長い沈ちん黙もくのあとで、お兄にいさんは頷うなずいた。そして、父は、お兄にいさんの頭を何度も愛おしそうに撫なでて、玄げん関かんの外へと向かった。

　パトカーのサイレンは、いつの間にか、家の前まで近づいていた。

「私は後こう悔かいをしてないよ」父は最後に笑った。「最後の最後の一いつ瞬しゆんまで、愛する妻のために生きられて幸せだった」

　父親が去り、わたしが呆ぼう然ぜんとしていると、腕うでを突とつ然ぜん、お兄にいさんに摑つかまれた。その力に引かれるまま、わたしはお兄にいさんの後ろへ歩き出した。

　わたしは両親と親友を失ったことを遅おそまきながら自覚した。

　あるのは、一人ひとりの少年の手の温ぬくもりだった。










　こうして振ふり返かえると、どうやらわたしという存在はずっと誰だれかに護まもられて生きてきたらしい。

　そういう素養でもあったのか、誰だれかに護まもられて生きてきた。

　あぁ、なんて情けない少女だろう。

　なんて惨みじめな存在だろう。

　十四歳さいになっても変われない。やがてクラスメイトに目をつけられる。大した理由じゃなかった。体育祭でリレーのバトンがうまく繫つなげられなかったとか。それだけでクラスメイトから蔑さげすまれるようになった。侮ぶ辱じよく許可証でも配られたみたい。級友全員がわたしを責せめ立たてた。給食をカバンの中にぶちまけられた。髪かみをハサミで無む茶ちや苦く茶ちやに切り刻まれた。わたしが着き替がえをしている画像を学年中にバラまかれた。より直接的に殴なぐる蹴けるの暴力に晒さらされることもあった。

　そう、だから、わたしはこんな自分が大だいっ嫌きらいで──変わりたいと願ったのだ。

　いつか、自分の足で歩いていけるように。

　誰だれかの献けん身しんを必要としなくとも、生きていけるように。

　自分が誰だれかに必要とされなくてはならない。

　そう望むようになってしまった。







　どうしようもなく壊こわれ始めた現実を決定づけたのは、意外にも、幸福な出来事だった。

　その日の恐きよう喝かつは、過激だった。どうにも北きた崎さきくんの虫の居所が悪かったらしい。カラオケ店の代金を払はらうためだけに付つき添そっていたわたしは、一曲も歌わずに部へ屋やの隅すみにいた。経けい緯いは覚えていない。ただ、声を荒あららげた北きた崎さきくんがわたしにグラスを投げつけてきたのだ。避さけるほどの運動神経がなかったわたしは無様に食らい、頭部から出血の傷を負った。慌あわてた彼かれらはすぐにわたしを追い出して、まるでなかったことのように扱あつかった。

　額を隠かくしながら、カラオケ店を飛び出したわたしは、どうしようもなく地下通路へと辿たどり着ついた。そこで、自分のいきすぎている境きよう遇ぐうに涙なみだを流した。こうして生きている自分の存在そのものが滑こつ稽けいだった。

　けれども、その直後、わたしはあの子と出会う。

　全ての歯車が嚙かみ合あって、さらに、加速していく。




　それは、榎えのき田だ陽人はるとと出会えたから。

　だから、わたしは『転生』を願う。
































[image: おはよう、愚か者]







　武たけ田だ部長は、俺おれが最も信しん頼らいする人であった。彼かれには部活、勉強、恋れん愛あいと高校生活の全てとも言えるくらい様々な悩なやみを聞いてもらった。部長と並んで空をぼーっと眺ながめながらストレッチをする時間は、月並みの表現ではあるが紛まぎれもなく青春の一ページだった。彼かれのような人間になれたら、と憧あこがれてもいた。

　俺おれはそんな先せん輩ぱいを、大通りの隣となりに一つだけ置かれたベンチに縛しばりつける。時々、街中に何の脈みやく絡らくもなく置かれている椅い子す。歩道橋の下や、長い坂道の途と中ちゆうだとか、誰だれもこんな道みち端ばたで休まないだろうと思うところに点在していて気になっていたが、今日きようになって用よう途とが分かった。人を縛しばりつけるためだ。

　５月14日23時32分。

　俺おれは自分の血が滲にじんだタオルで、部長の右手首とベンチの手すりを縛しばる。すぐに抜ぬけ出だせるだろうが、少しでも初動を遅おくらせられれば、俺おれが再び部長をのめすには十分。賢かしこい武たけ田だ部長も理解してくれるはずだ。

「……まず、武たけ田だ部長。一体いつから榎えのき田だ陽人はるとと繫つながっていたんです？」

　俺おれがそう彼かれの前に立って尋たずねると、部長は弱々しげに笑う。

「いきなり詰きつ問もんか。まずは天気の話からじゃないのか」

「雑談に付き合う気はないですよ」つい俺おれもつられて頰ほおを緩ゆるめる。「けっこう疲つかれているんです。手短に済ませたい」

「二週間前だよ。後こう輩はいの三み澤さわと安あん城じようから、お前が裏でやっていることを聞いた。陰かげで何人もの中学生をいたぶっている事実と、その動画を。だから、お前を止めるために協力した。榎えのき田だ陽人はるとはそのチームの副リーダーだ」

　思いの外、武たけ田だ部長はよどみなく答えてくれた。その声には部活でいつも見せているような覇は気きはどこにもない。心の底から脱だつ力りよくしたという感じだ。

　そして、武たけ田だ部長はベンチに身体からだをもたれて、夜空を見上げる。俺おれもつられて視線を上へ移す。が、街灯のせいで、星なんて一つも発見できない。

「大おお村むら、当然、あの子もメンバーだぞ」天空を見上げたままの姿勢で、武たけ田だ部長は呟つぶやく。「お前が一番知りたいのは、その情報じゃないのか？」

「あの子って誰だれですか？」と俺おれは言う。

「斎さい藤とう由ゆ佳か。言わせるなよ」

「……そうすか」

　やはり、アイツは榎えのき田だ側がわか。予想はしていたけれど、実際に知らされるとやはり哀かなしい。

　一年ほど前に、俺おれは斎さい藤とう由ゆ佳かのことは武たけ田だ部長へ話している。決して、まともな関係には戻もどれることのない俺おれの旧友。

「一応は、幼おさな馴な染じみだったな？」武たけ田だ部長は告げてくる。「彼かの女じよの父親が、大おお村むらの妹を殺した、と少し複雑だけども」

「えぇ、その事実で間ま違ちがいないですよ」

「あの事件と、恐きよう喝かつ事件が結び付いているのか？」

　俺おれは首を横に振ふる。あんなのは、ただの悪夢だ。繫つながっていてたまるか。

「無関係です。まったくないわけではないが、俺おれが恐きよう喝かつする理由はもっとシンプルで、もっと明るいものなんですよ」

　そう告げると、部長は頷うなずく。

「……平へい穏おんか？」

「先に言いますか」

「けれど、俺おれにはさっぱり分からん。なぜ平へい穏おんのために、恐きよう喝かつを繰くり返かえす？　なぜ幼おさな馴な染じみであったお前と、斎さい藤とうが対立している？」

「秘密ですよ。部外者である武たけ田だ部長に答える必要はありません」

「ふん。そうやって、いつも共にしていた仲間に本ほん性しようを偽いつわってきたのか？」

「いや──偽いつわってはねぇよ」

　その部長の言葉は気にくわない。語気が荒あらくなった。

　俺おれは立ち上がると、武たけ田だ部長の肩かたを左の手のひらで強く押おした。彼かれの背中をベンチへと叩たたきつける。彼かれの口から空気が漏もれる。その勢いで部長の手首を縛しばっているタオルが緩ゆるむ。

　俺おれはそのまま手を突つっ張ぱり、部長に正面を向かせた。手が彼かれの肌はだへ食くい込こんでいくほど、圧あつ迫ぱくしていく。

「いいですか？　俺おれは、自分がいかに恵めぐまれているか、知っています。俺おれの周囲はこんなゴミみたいな人間に温かく接してくれる人間ばかりですよ。だから俺おれは絶対に噓うそはつかない。事実を隠かくして笑っても、事実を騙かたることはありえない」

　肺を押おされて、うまく呼吸ができないのか部長は俺おれの手を両手で握にぎって引ひき剝はがそうとする。けれども、そう簡単に緩ゆるまるほどの弱い力で押さえてはいない。

「確かに俺おれは日常の九割は善人として生きて、残り一割を悪人として生きてきました。すると、みんな決めつけるんですよ。一割の方を俺おれの『本ほん性しよう』だと断言する。逆なんですよ、悪人として生きる時こそが、全部、噓うそで偽いつわりだ。九割の日常を誰だれよりも大切にしたい小市民なんですよ」

　部長は俺おれの手を強ごう引いんに振ふり払はらった。そして、背中を丸めて、咳せき込こんだあとで吐はき出だすように罵ののしってくる。

「……詭き弁べんだ。善良な人間は、恐きよう喝かつなんてしないんだよ」

「でも誰だれでも平気で他人を追おい込こむ。部長もそうでしょう？　どうしようもない優やさしい人間で、俺おれがもっとも尊敬している人間です。けれど、俺おれの過去を打ち明けて、心を震ふるわせながら言葉を吐はき出だした時、アナタは何を言ったか覚えていますか？」

　まばたきすれば気づかないほどの一いつ瞬しゆん、武たけ田だ部長は俺おれから視線を外す。覚えてもいないのだろう。当たり前だ。部長にとっては何一つ労力のない、そして、何一つ効果のない一いつ般ぱん論ろんを告げたにすぎないのだから。

　だが、斎さい藤とう由ゆ佳かに関して相談した時に、すがるように言った俺おれに武たけ田だ部長は告げたのだ。

「『見捨てろ。手を引け』──アナタは確かにそう語ったんです」

　部長がハッと驚おどろいたように目を丸くした。俺おれが恐きよう喝かつへと身を投じるキッカケをようやく理解したようだ。

「だから、俺おれは一割の噓うそをつき続けました。愚おろかに堕おちて、みっともなく泥どろにまみれても、それでも九割の平へい穏おんを信じて、社会正義に忠実な奴ど隷れいとして笑いたかったんです」

　なんだか、そう誓ちかうことが楽しくて仕方がなかった。

「俺おれは、正義の小市民になりたかった。仲間と共にいたかった」

　告げられた気持ちの意味が理解できなかったんだろう。部長はすぐには何も口にしなかった。自身のシャツの襟えりもとに触ふれて、何回か鎖さ骨こつあたりを爪つめで引ひっ搔かく。

　俺おれたちの横を何台もの自動車が通り過ぎていく。巨きよ大だいな駅ビルへ吸すい込こまれていくように、唸うなるような音をたてて人が流れていく。駅の中心部へと延のびていく道路を見て、俺おれはそこで初めてこの大通りが駅南へと延のびていくことに気がついた。数時間ほど前、目だし帽ぼうをかぶった部長から逃にげるために利用したのだ。

　あぁ、この人も必死に俺おれを止めようとしてくれたんだよな。仲間のように、そして、江え守もりのように。

　ごめん。でも、俺おれにはお前らが護まもろうとする価値はないんだ。

「悔くやしいな……」武たけ田だ部長は拳こぶしを震ふるわせながら呟つぶやいた。「俺おれじゃ、大おお村むらを止められないのか」

「気づくの遅おそいですよ……」

「自首する気はないんだな？」

「えぇ。まだ逃にげる必要がありますから」

「案内するよ…………駅から少し外れた廃はいビルに、榎えのき田だ陽人はるとはいる」

　まさか、こちらから何も尋じん問もんしないうちに、武たけ田だ部長の方から教えてくれるとは思わなかった。しかも案内までしてくれるなんて。だが、心のどこかで安心している自分がいる。

　俺おれは警けい戒かいしつつも、部長を縛しばっていたタオルを解いた。

「住所は一応、渡わたしておく。スマホで検けん索さくすれば、場所は分かる」

　部長は俺おれへ一枚のメモを渡わたすと、駅から見て東の方向へ向かって歩いて行った。案内すると言ったのに、なぜ住所を俺おれに教えるのか、その理由を言わないまま。







　堂々と歩きスマホをしながら住所を確かく認にんすると、廃はいビルへは駅東公園を通るのが近道のようだ。部長も理解しているようで、公園内へと入っていく。

　駅東公園は、高こう架か下したの空間に作られた空き地みたいなものだった。北が繁はん華か街がい、南が宿しゆく泊はく街がい、西が小さな飲み屋街がいならば、東にはなにもない。縦に長い、この公園があるだけだ。夕方まではまだ若者たちがスケボーやテニスをしていたり、あるいはダンスサークルが練習していたりするが、夜になると消える。こぞって繁はん華か街がいの方へ移動するのだ。理由は、灯あかりが乏とぼしいから。二面あるテニスコートにはもちろん照明一つついていないし、公園全体で見てもせいぜい二か所。繁はん華か街がいからの明かりは届いてはいるが、満足に身体からだを動かすには暗すぎる。

　こんな気味悪いところに誰だれも夜にはよりつかない。ホームレスが何人か眠ねむりについているだけだ。

　けれどそこには凶きよう器きを構えた二十人近くの群衆がいた。







　５月14日23時48分。

　駅東公園は案外、広い。テニスコート、バスケットコート、ゲートボール用の空き地、その他イベント時に使われる石いし畳だたみの屋外ホール。

　部長の後に続いて、俺おれはその中にあるバスケットコートの中へと入ってみた。疑いはしなかった。向かい側に行くのは、確かにここを横切るのが近道だろう。３ｏｎ３用の半面コートで、周囲を高い金かな網あみフェンスが覆おおっている。あんまり来たことはなかったが、今度ここで部員と試合をやってみたら楽しいかもしれない。テニスと合わせて、二種混合で。

　そんな吞のん気きに構えているのがいけなかった。

　ビルの陰かげに潜ひそんでいたのか、俺おれと部長がコートへ入った途と端たんに、十人近くの男がぞろぞろと扉とびらからやってくる。中には俺おれを襲おそってきた柄がらの悪い人間もいた。まずい、と思って反射的に来た入口から引き返そうとするが、その出入り口にもほぼ同数の人がたかっていた。合計十八人の男女に俺おれは囲まれることになる。

「まさか、武たけ田だ部長──」

「こうでもしなきゃ、お前は止められない」

　そう彼かれは口にして、俺おれを軽く突つき飛とばして、仲間らしき男たちの元へと進んでいく。

　俺おれは、罠わなに嵌はめられたらしい。

　なにせ、この狭せまい空間で十八対一だ。さすがにまともに戦えば負けるし、逃にげ場ばは二か所。小さな内開きの扉とびらのみ。こんな密集したなかを突とつ破ぱするのが困難なのは考えたくないほど、明白だ。

　俺おれは取り囲む人間を睨にらんでから、口にした。

「この街にまだギャングなんていたんですね……知らなかった」

　俺おれがそう率そつ直ちよくな感想を告げてみると、正面に立っていた部長が疲つかれた笑いをみせた。

「そんな物ぶつ騒そうなものでもないよ。この街も例に漏もれず、カラーギャングは衰すい退たい期きさ」

　予想外な答えだった。

　都市に発生する素行の悪い若者集団と言えば、ギャングしか思いつかなかったのだ。

「じゃあ、なんですか」

「一番、近い言葉はサークル。ほら、よく見ろよ。なにもみんなが二十代前後の若者ってわけじゃないだろう」

　そう促うながされるままに、よく周りを見れば、確かに俺おれがイメージしているギャングとは風ふう貌ぼうの異なっている者が何人もいる。街で俺おれを襲おそった人間のように金きん髪ぱつやスキンヘッドなのは、せいぜい半分くらい。中にはスーツを着たサラリーマンらしき普ふ通つうの中年や、ゴスロリ服を着た少女。塾じゆく帰がえりらしく、制服と大きなカバンを背負った中学生もいる。そして、その中には先ほどの地下駐ちゆう車しや場じようで出会った男性もニコニコとした笑えみを浮うかべて立っている。

　街のどこにいてもおかしくないような人間で、この群衆は成り立っていた。

「二週間、俺おれと三み澤さわや榎えのき田だが必死に集めた協力者だ。ネットや街で適当に呼びかけて作っただけの集団だ。だから名前なんてないし、つける気もない」

「一体なんのために？」

「お前を止めるために決まっているだろう、大おお村むら音おと彦ひこ」

　武たけ田だ部長は辛つらそうに語る。

「俺おれは事前に、三み澤さわと榎えのき田だから聞いていた。お前は度を超こえた。中学生を恐きよう喝かつ。累るい計けい３０２３万円。死ぬほど悔くいるべき大罪だ。だから俺おれは頼たよりになりそうな人を集めておいたし、柄がらの悪い人間にも声をかけた。今晩はずっと榎えのき田だや他の部員と連れん絡らくを取り合って、お前を追っていた」

　なるほど、街で襲おそってきた全員がＳＮＳの情報に流されて、集まってきたわけじゃない。やはり全ては周しゆう到とうに仕組まれていたのだ。逃にげ続けた俺おれが、最後に武たけ田だ部長に騙だまされてこのバスケットコートにやってくるまで。

「いいか、大おお村むら。最後の忠告だ。ネットを見ろ、そして、ここにいる俺おれたちを見ろ。老ろう若にやく男なん女によ、さまざまな人間が大おお村むらを非難している。警察だって、そろそろ本格的に動き出すだろう。分かるか？　お前の目の前にいるのは、特とく殊しゆな思想集団じゃない。ただの世間だ。お前からなけなしの金を奪うばいたい奴やつもいる。正義感からお前を殴なぐりたい奴やつもいる。あるいは、仲間が傷つけられた怒いかりできた奴やつもいる。義ぎ憤ふん、好こう奇き心しん、欲望、偏へん見けん、デマゴギー、全てをないまぜにした一いつ般ぱん大衆が、お前一人ひとりを非難している」

　部長はまるで演説でもするように、滑なめらかに語る。

　俺おれを睨にらみつけるのは、一部の不良を除のぞけば、雑ざつ踏とうのなかでどこにでもいるような人間だ。昼間に歩けば、すぐに街へと溶とけ込こんでいくに違ちがいない。そして、誰だれもがその瞳ひとみに怒いかりにも似た炎ほのおを宿らせているようだった。

　紛まぎれもない──世間だった。彼かれらが俺おれを非難している。

「あぁ、同意しますよ」俺おれは自じ嘲ちようするように答える。「俺おれも大好きですから。世間とか、社会正義のことが」

　そして、俺おれは気づいている。武たけ田だ部長も認めている。彼かれらの顔つきには、純じゆん粋すいな怒いかりだけでなく、単なる好こう奇き心しんや嗜し虐ぎやく心しん、下心が見みえ隠かくれしていることを。面おも白しろそうだから、と俺おれに殴なぐりかかってきた奴やつらもいる──いや、それも含ふくめて世間か。

「大おお村むら、最後の忠告だ」

　部長は懇こん願がんするように言った。

「自首してくれ」

「嫌いやです」

「でなきゃ、少々強ごう引いんな手段も使うぞ」

「構いません」

「なら…………仕方ないな。部員の不始末くらい、キッチリ拭ぬぐってやる」

　部長のその言葉が合図になり、周囲の人間が各おの々おのの武器を構えだす。警棒、バット、ナイフ。ジュラルミンケースや、折おり畳たたみ傘がさを構える人間までいる。

「大おお村むら、もがいて嘆なげいて悔くいて更こう生せいしろ」

　そして、男たちの中でまず三人が凶きよう器きを携たずさえて襲おそってきた。正面、右、左からほとんど同時に攻こう撃げきがきた。

　反射的に身体からだは動いていた。まず軽くしゃがみ込こむと勢いよく跳はねて、正面から来た男の顎あごへとアッパーを繰くり出だす。会かい心しんの一いち撃げきを食らい、男の身体からだは力が抜ぬける。そのまま正面を駆かけて、ナイフを構えたゴスロリ服の少女に掌しよう底てい。彼かの女じよが凶きよう器きを取り落した瞬しゆん間かん、指をフリルへ引っかけて、強ごう引いんに俺おれの後方へと投げ飛ばす。最初、左右を挟はさみ込こむような形で襲おそってきた男たちは突とつ然ぜん、とんできた少女に戸と惑まどい、次の瞬しゆん間かんには俺おれの拳こぶしを両方とも浴びた。そして、俺おれは雄お叫たけびをあげて、群衆の中へと切きり込こんでいく。

　けれども多勢には無勢だった。四人打ちのめしてからが続かない。

　三対一までなら対処はできる自負はある。全員が同時に動いても対応できる目をどこかで誇ほこりにしていた。けれども、死角から振ふり下ろされる鈍どん器きはどうしようもない。常時、身体からだを動かして、視界を変えていく。致ち命めい傷しようの一いち撃げきは寸前で回かい避ひする。しかし、その代わりに肩かたや背中、腕うでや膝ひざなどに重い一いち撃げきを食らっていく。数を減らそうにも、大おお振ぶりをした隙すきを狙ねらわれて、こちらがより傷を負ってしまう。連れん携けいなどなくとも、烏う合ごうの衆でも、一人ひとりの人間をリンチにするには十分すぎるのだ。

　初めて、諦あきらめの文字が頭をよぎる。

　握にぎる拳こぶしに次し第だいに力がなくなっていく。脱だつ出しゆつするために攻せめることよりも、身体からだを護まもる方へと自然に動いていく。さっきから左ひだり腕うでは全然上がってはくれない。ナイフで切られたのだ。血がシャツを染めて、手ての甲こうまで伝っていく。

　チクショウ、こんなところで終わってたまるか。

　焦あせれば、さらに隙すきは生まれて、俺おれは顔面を殴なぐられて、隣となりの敵を巻まき込こみながら弾はじき飛とばされていく。

　だが、俺おれはこうして襲おそい掛かかってくる群衆を心の底から恨うらめずにいた。だって、どう考えても悪は俺おれだ。もし何かが掛かけ違ちがえていたら、俺おれだって喜々として襲おそう側になっていただろう。

　そう、狂きよう人じんは俺おれだ。間ま違ちがっているのも、どこまでも堕おちていったのも俺おれだ。

　だからこそ──破は滅めつしていくのは俺おれだけでいい。けれど！

　俺おれは気づけば、口にしていた。

「アイツだけは、救うべきだろうが……」

　懺ざん悔げの言葉でも聞きたかったのか、俺おれが喋しやべり出した瞬しゆん間かんに、攻こう撃げきの手が弱まる。その隙すきを逃のがさずに、地面を蹴けり飛ばして、一気に部長との距きよ離りを詰つめる。彼かれを護まもろうとするサラリーマンらしき男が警棒を振ふり下ろしてくる。俺おれは咄とつ嗟さに身をかがめて、それを避さけて、スニーカーの底を削けずりながら滑すべっていく。

　それから繰くり出だす俺おれの蹴けりを、武たけ田だ部長は軽かろやかなステップでかわす。まるでカーテンが風でなびくような自然な動作だった。こんな動きもできるのか。それとも三戦も続けて、俺おれの動きに慣れたのか。そして、部長の肘ひじ打うちが俺おれの顔面へとヒットする。左目に衝しよう撃げき。体勢が崩くずれる。けれども、痛みに呻うめいている暇ひまなんてない。俺おれはそのぶつけてきた彼かれの肘ひじを、強ごう引いんに手を伸のばして力の限りで摑つかんだ。

　やはりまだ諦あきらめられない。その一心で食らいつく。このまま敗北を認めて、自首した方が楽だなんて知っている。けれども、俺おれにだって譲ゆずれない一線がある。だから俺おれは逃走を続けるのだ。彼かの女じよの口から、この復ふく讐しゆう劇げきの真実を聞くまで諦あきらめるわけにはいかない！

　すぐに反はん撃げきされるとは思ってもみなかったのだろう。武たけ田だ部長が、苦しそうな声をあげる。視界の半分がつぶれて、うまく距きよ離り感かんは摑つかめない。けれども感覚で分かることもある。俺おれは部長を引き寄せて、バランスを崩くずす。そして、腹があると予測した場所に、渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたき込こんだ。

　決して軽くない部長の身体からだが宙を舞まった。後方にいた何人かの人間が、その身体からだをキャッチしながら倒たおれる。周りの男が、怒いかりの声をあげた。

　俺おれは跳ちよう躍やくして、その横たわる武たけ田だ部長の身体からだへ着地すると、さらに膝ひざ蹴げりを新たな人物へとお見み舞まいしつつ、出口を目指す。残り三歩のところで、肩かた口ぐちをバットで殴なぐられた。フェンスへぶつかりながら、残り二歩。出入り口の番をしていた男が拳こぶしを構える前に、足を払はらう。残り一歩。

　満まん身しん創そう痍いで、ふらつきながら、俺おれはバスケットコートから脱だつ出しゆつすることに成功した。

　後ろから聞こえる喚わめき声に、振ふり返かえる余力はない。くたばってもいい。あいつらなんかに捕つかまってたまるか。逃げろ。なんとしてでも。

　俺おれは決死の思いで足を動かす。瞼まぶたが腫はれあがっているのか、うまく左目は開けられない。全身で軋きしむような痛みをあげる場所なんて数えたらキリがない。

　それでも立ち止まるわけにはいかない。高こう架か下したを一直線に走り、ただの速さだけで追っ手を撒まいていく。

　だがどこへ行けばいいのか──と悩なやみ、そこでハッと閃ひらめく。場所はとっくに教えられている。

　武たけ田だ部長が一体どんな気持ちで俺おれへ住所を渡わたしたのかは分からない。けれど──。

　距きよ離りをとったら道を闇やみ雲くもに曲がりながら、スマホを開く。そして住所を確かく認にんする。

　俺おれは反射的にその場所へと走り出す。罠わなかもしれないなんて百も承知だった。理性がやめろ、と叫さけんでいる。けれども、俺おれは向かう。

　そろそろ全てを終わらせたかった。







　示された場所は、確かに廃はいビルだった。俺おれは辿たどり着つくまで、その建物が存在するとは知らなかった。こういった建物はすぐに取とり壊こわされて、新しい建物ができるとばかり思っていた。案外、知らないところもあるんだなと感心する。

　ビルの一階はかつて喫きつ茶さ店てんだったらしく全面、ガラス張りになっていた。閉業して時間は経たっているらしい。もう机も椅い子すもない。唯ゆい一いつ、ガラスに張られた『コーヒー３３０円』の文字だけが、かつての繁はん栄えいの名残なごりだった。

　階段は、喫きつ茶さ店てんの横にあった。人がやっと一人ひとり通れる細い階段を、スマホの照明を頼たよりに上っていく。二階に辿たどり着ついたところで、だんだんと視界は明るくなっていく。誰だれかが照明を持もち込こんだらしい。まさか電気が通っていることはないだろう。

　二階は、どこかの会社のオフィスだったのか。ただ走り回れるほどの空間があるのみで、何も物が置かれていない。部へ屋やの四よ隅すみに、キャンプで使うようなＬＥＤランタンがあるだけだ。案外明るくて、空間に舞まう埃ほこりまでしっかりと見える。鼻び孔こうを刺し激げきする、空気の濁にごった臭においが増した気がした。

　そこには、やはり血だらけになって伏ふしている二人ふたりの少女。三み澤さわ才さい加かと安あん城じよう姫ひめ奈なだ。何度も出会い、そして、脅おどしたから顔はもちろん知っている。けれども、そこにいるもう一人ひとりの存在とは初対面だ。

　彼かの女じよたちの間には、血のついた警棒を持つ一人ひとりの少女が立っていた。

　榎えのき田だ陽人はるとなのだろう。おおまかな外見は、写真の通り。頭の後ろで縛しばられた艶つややかな髪かみ。切れ長な瞳ひとみに、白い肌はだ。伸のびやかな手足はたくましく、それでいて、どこか女の子らしくもある。男性的とも女性的とも言いにくい、不思議な容姿をしていた。

　だが、その憂うれいを帯びた静かな瞳ひとみだけは、明らかに写真とは違ちがっていた。

　ようやく会えたよ、榎えのき田だ陽人はると。

　俺おれは大きく一歩、前へと進んだ。

「おはよう、五人を半殺しにした暴行犯」と俺おれが言った。

「おやすみ、三千万を奪うばった恐きよう喝かつ魔ま」と彼かの女じよは言った。
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　作戦の決行直前の日、ボクは斎さい藤とう由ゆ佳かの家に宿しゆく泊はくした。彼かの女じよは本当に一人ひとり暮ぐらしで、駅から南にあるボロいアパートに住んでいた。六ろく畳じよう一間の空間で、ボクらは色んなことを語り合った。斎さい藤とうは初はつ恋こい、かつての幼おさな馴な染じみ、学校生活について、ボクは趣しゆ味みのラジオ聴ちよう取しゆ、剣けん道どう、まだ未経験の恋れん愛あいについてを口にした。

　誰だれかと、ここまで長く語り合うのは初めてだった。親でさえ、こんなには話さない。

「慣れたと言っても、寂さびしいって思う時はあるんでしょ？」と斎さい藤とうは眠ねむる直前で口にした。

「あるよ」とボクは即そく答とうする。「いくら孤こ独どくを望んだって、時には考えるよ」

「良かったね、わたしがそばにいて」

「うん」

「わたしも陽人はるとがそばにいるから嬉うれしいな」

　その言葉を最後に、斎さい藤とう由ゆ佳かは幸せそうに眠ねむりについた。

　ボクが、寂さびしい、なんて本心を打ち明けるなんて初めてだった。




　クラスメイトに凄せい惨さんな断罪をした上で、ボクは振ふり返かえる。そして呆あきれる。

　寂さびしいなら、クラスメイトを裏切らなければいいのに。三み澤さわや北きた崎さきたちと仲良くする選せん択たく肢しだって、きっとあった。斎さい藤とう由ゆ佳かの苦しみを見て見ぬふりをして、大おお村むら一人ひとりへ制裁を行い、みんなで祝しゆく杯はいをあげる可能性も。

　それができないのは、ボクが単純に不器用だからだろうか。

　本当に呆あきれてしまう。
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　皮肉な話であるが、ボク以上に大おお村むら音おと彦ひこを追おい込こむことに尽じん力りよくしたのは、三み澤さわ才さい加かだった。彼かの女じよは昔の先せん輩ぱいであった武たけ田だ翔しよう也やさんを頼たよりつつ、街でさまざまな男に声をかけて、事前に大おお村むら音おと彦ひこの悪名が一気に轟とどろくように準備を進めていた。三み澤さわは一言で言えばチャラそうな人間だから、元々素行の悪い連中と交流があったのだろう。ボクはその三み澤さわと彼かれらに適当に情報を流しつつ、大おお村むら音おと彦ひこを襲おそわせた。そして、血まみれになって倒たおれる三み澤さわの画像を送り付けて、さらに、騒そう動どうを大きくした。

　大おお村むら音おと彦ひこが持つ金や正義感に煽あおられた人間をまとめあげたのは、武たけ田だ翔しよう也やさんだった。彼かれはあくまで大おお村むらを止める、という名目で、ボクらへ協力した。独力で大おお村むらを襲おそおうとした人間に声をかけて、罠わなを張った。

　そんなさまざまに飛とび交かう情報や人を整理して、把は握あくしていったのがボクだった。武たけ田ださんから届く、陸上部員側の動き。三み澤さわ才さい加かが頼たよった男たちの襲しゆう撃げき。ＳＮＳで飛とび交かう噓うそか真まことか怪あやしい目もく撃げき談だん。ボクは一人ひとりで摑つかみ、大おお村むら音おと彦ひこを追おい詰つめる傍かたわらで、頃ころ合いを見ては仲間を裏切っていった。

　ボクはクラスメイトをリンチにかけた。

　五人、けっこうな人数だ。




　５月15日０時07分。

　ボクは自身の罪を改めて認にん識しきしながら、埃ほこりだらけの床ゆかに座すわって最後の休きゆう憩けいをとる。

　人を殴なぐった感かん触しよくが残る右手をなんの気なしに見つめて、その手ての甲こうに血けつ痕こんがあることに気がつく。慌あわててハンカチで拭ふき取とる。それでも臭においは残る。錆さびた鉄の臭においって本当だな、と感心する。

　ボクは警棒をその辺に投げ捨てて、壁かべに立てかけていた竹刀しないを手に取った。座すわったままの状態で、素す振ぶりをする。だが、頭をよぎるのは、見慣れた武道場ではなく、悲痛に顔を歪ゆがめるクラスメイトの姿だった。

　もしかしたら、ボクは二度と剣けん道どうができなくなるかもしれない。

　つい、そんなことを思う。もし竹刀しないを振ふるうたびに、この日を思い出したら、と身体からだが震ふるえる。けれども後あと戻もどりができる余地なんて、もうどこにも残っていない。味方はもうどこにもいないのだから。

『この裏切り者……仲間だって信じてたのに』血と涙を流しながら、三み澤さわは訴うつたえてきた。心の底から絶望したような瞳ひとみだった。それが脳のう裏りにこびりついて離れない。

　ボクはもう目を閉じて、ただ耳を澄すますだけにした。余計な雑念は振ふり払はらう。

　正直、大おお村むら音おと彦ひこがボクの元へ辿たどり着けるかどうかは半々だった。ボクは武たけ田ださんに、この場所を教えた。だが、フェンスで囲まれたバスケットコートに入れば、簡単に脱だつ出しゆつはできないのは明らかだ。普ふ通つうならば、辿たどり着けるはずがない。

　だが、その時、カツンカツンと大きな足音が聞こえてくる。階段を上ってくる者がいるのだ。見る前から、なぜかその人物は分かった。化け物め、と嘆たん息そくする。

　そして、その男は正体を現す。

「おはよう、五人を半殺しにした暴行犯」と彼かれは言った。

「おやすみ、三千万を奪うばった恐きよう喝かつ魔ま」とボクが言った。

　決着をつけるのだ、とボクは竹刀しないを強く握にぎった。
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　改めて大おお村むら音おと彦ひこを眺ながめる。以前に目もく撃げきした時は、爽さわやかで大おお柄がらの好青年という印象を持ったが、やはり変わらない。黙だまってさえいれば、とてもじゃないが中学生を加か虐ぎやくし続けた男とは思えないだろう。

　また、その人じん畜ちく無む害がいなオーラのため、その負傷の多さがより鮮せん明めいに感じられた。大おお村むら音おと彦ひこは、この数時間で相当暴れてきたらしい。左ひだり肩かたを痛そうに右みぎ腕うでで抱かかえている。その押おさえる右みぎ手ての甲こうは擦すり剝むけて、血が滲にじんでいた。Ｔシャツは千切れて、また、血で赤黒く汚けがれていた。左目は腫はれて、半分以上もまぶたが開いてない。

　ボクの想定通りに運んでいる、という確信を得る。溢あふれる情報のなかで、街を疾しつ走そうし、敵を生み続けて、最後の最後でボクの元へときたのだ。安心だ。だが、それと同時に何十人もの追っ手を撒まいて、ここへと辿たどり着いた事実が恐おそろしくもあった。

　最強の暴力という見み込こみは、正しかったが、できれば間ま違ちがいでもあって欲ほしかった。

「……北きた崎さき、木き原はら、雨あま宮みやを殴なぐり倒たおしたのは、お前──榎えのき田だ陽人はるとなのか？」

　大おお村むら音おと彦ひこは、倒たおれ伏ふす三み澤さわと安あん城じようをその右目だけで睨にらんだあとで尋たずねてくる。

　ボクは一秒だけ目を閉じる。それから呼吸を確かく認にんしてから、彼かれの言葉に答えた。

「何言っているんだよ。彼かれらを病院へ送ったのも、今、三み澤さわと安あん城じようを襲おそったのも全部、大おお村むらの仕業だろう？　他人のせいにするな」

「別に録音はしてない。噓うそをつく必要はないぞ」

「だったらあとで彼かれらに尋たずねてみな。『大おお村むら音おと彦ひこに言われて、つれてこられた。そしたら殴なぐられ続けた』そう証言するはずだ。誰だれに聞いても全員口をそろえて、お前を糾きゆう弾だんするさ」

「なるほどね……嫌いやなやつだよ」

　そこで大おお村むら音おと彦ひこは、やれやれ、とため息をついた。

「ＯＫ、仮定しよう。俺おれが三み澤さわも安あん城じようもボコボコにした。金と処女を奪うばって額に『一回百円の女』と書いてネットにハメ撮どり流出させて裸はだかで街歩かせて援えん交こうさせて男引っかけさせて一いつ緒しよに脅おどして金巻き上げて親の保険証盗ぬすませてサラ金借りさせて証しよう拠こ消すために廃はいビルに捨てて火をつけるとこだったわ。それで？　だとしたら、お前はなんでここにいる？」

「『事情に気づいて、三み澤さわたちを助けに来た。けれども、既すでに手て遅おくれだった。代わりに暴れ続けている大おお村むら音おと彦ひこを返かえり討うちにした』。そう警察には証言する予定だよ」

「そんなでっち上げで、大人おとなを騙だませると思っているのか？」

「お前の証言よりは信じてくれる」

「確かに」大おお村むら音おと彦ひこは素す直なおに感心したとでも言うように微笑ほほえんだ。「残念になるくらい、しっかりと計画してんだな。後先考えない俺おれよりずっと」

　ボクは竹刀しないを握にぎり込こむ両手に力を加える。無む駄だな力を抜ぬかねば、と焦あせるが、どうしても筋肉が緩ゆるんでくれない。

　なんで、この男はここまで余よ裕ゆうなんだ？　ボクが女だからといって舐なめているのか？　いや、ありえない。この男はボクの顔と本名を知っていた。ボクの名前をネットで検けん索さくすれば、間ま違ちがいなく剣けん道どうの実績が一番にあらわれる。全身に負傷した状態で、殴なぐり倒たおす宣言までされて、なぜ平然と会話を続けているんだ？

　ボクは精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいで言ってみる。

「余よ裕ゆうだな。今からお前は破は滅めつするのに」

「なに、焦あせっているんだ？　もしかして俺おれが恐こわいのか？」

　しかし、その強がりは大おお村むらにあっさりと看破される。竹刀しないの先が震ふるえていることに気づいて、そりゃ見抜かれて当然だよな、と自じ嘲ちようする。

「あぁ、確かにお前は恐おそろしいよ」ボクは素す直なおに口にした。「でも、ボクが恐おそれているのは、それだけじゃない。もう御ご託たくはいいだろう。さっさとやるぞ。そして、終わらせよう」

「それもそうだな」

　大おお村むらは左ひだり肩かたから右手を離はなして、片手だけで拳こぶしを構える。左ひだり腕うでは本当に動かないのか、それともフェイクなのかはボクには判断がつかない。そして、武器を何一つ持っていないのも意外だった。赤せき手しゆ空くう拳けん。この男は素す手でだけでここまで辿たどり着いたのだろうか？

　ボクは一いつ旦たん力を抜ぬくために、竹刀しないから両手を離はなして空中へと浮うかす。それから即そく座ざにキャッチして、改めて握にぎり直す。何万回と振ふってきた竹刀しないは、すぐに自分の手に馴な染じんでくれた。そして身体からだの前で構えて、先せん端たんを大おお村むら音おと彦ひこへと向ける。丹たん田でんに力を込こめる。

「最後に確かく認にんだ」

　心の準備が済んだあとで、ボクは尋たずねる。最後の最後でボクは確かく認にんしなくちゃいけない。

「お前は、本当に恐きよう喝かつをしていたのか？　累るい計けい３０２３万円。中学生から金を奪うばい続けたのか？」

　大おお村むらは頷うなずいた。

「あぁ、認める。紛まぎれもない事実だよ」

「泣きじゃくる中学生を見て、どう思った？」

「忘れた」大おお村むらは首を横に振ふる。「六十七、それが俺おれが恐きよう喝かつした回数だよ。一回で百万円近くも複数の中学生から巻き上げることもあった。最初の頃ころはまだ楽しくも、苦しくもあったはずだけど、一千万円を超こえたあたりで何も感じなくなった」

「そうか」

「期待に沿そえる答えでなくて悪かったな。噓うそはつきたくないんだ」

「いや……十分すぎる答えだよ」

　本当に、その淡たん泊ぱくに答える様が十分すぎて、感かん涙るいしちまうくらいだよ。

　コイツは、ボクが排はい除じよしなくちゃならない。何十でも、何百でも殴なぐって、ボクと由ゆ佳かから遠ざけなければならない。ここで終わらせるのだ。徹てつ底てい的てきに打ちのめして、その傲ごう慢まんな心をへし折らなくてはならない。ボクが北きた崎さきや三み澤さわたちに下したように、猛もう獣じゆうを調教するように何度も鞭むち打うってその牙きばを抜ぬききるのだ。

　二度と剣けん道どうができなくなってもいい。

　竹刀しないを見るだけでボク自身が発はつ狂きようするくらい、凄せい惨さんな地じ獄ごくを作り上げろ。

　剣けん道どうを失い、仲間を失っても、それでも斎さい藤とう由ゆ佳かが心の底で笑ってくれるなら、ボクは構わない。

「はああああぁっ！」

　ボクは自分を鼓こ舞ぶするように、雄お叫たけびをあげると摺すり足あしで大おお村むらへと近づいていく。廃はいビルはちょうどよく砂すな埃ぼこりが蓄ちく積せきしていた。だから靴くつでも十分に摺すり足あしができるし、かといって滑すべりすぎるほどもでもない。竹刀しないを上段へと持ち上げてフェイントをかけたあと、ボクは右側、つまり大おお村むら音おと彦ひこから見て左側に回り、彼かれへと竹刀しないを打うち込こむ。左目を開けられない大おお村むらにはボクが消えたように見えただろう。その戸と惑まどいを浮うかべた顔面を強く叩たたいた。大おお村むらが呻うめきながら、後ろへと下がる。試合なら一本だが、これは喧けん嘩かだ。ボクは間かん髪はつ入れず彼かれの喉のど元もとを竹刀しないで突ついた。

　大おお村むらの巨きよ体たいが揺ゆれて、そのまま仰あお向むけに倒たおれていく。巻き上げた砂が、ランタンの光を反射して輝かがやいた。

　足元を狙ねらわれないよう、ボクはそこで離はなれて、次の打ち合いに備える。

「立てよ。まだやれるだろう」

　喉のど元もとを押おさえて、咳せき込こむ大おお村むらを見下ろしてボクは口にする。面打ちは会心の当たりだった。大おお村むらの額から血が流れている。けれども、突つきは僅わずかにうなじの方へとズレたらしい。完全に喉のどを捉とらえれば、呼吸ができずに悶もだえ苦しむ悪あく魔まの一いち撃げきだ。次は確実に当てたい。

　大おお村むらは唾つばを床ゆかへ吐はき出すと、立ち上がる。何がおかしいのか、僅わずかに笑えみを浮うかべて。

　やはり竹刀しないだと警棒や木刀と比べて殺傷能力は劣おとる。突つきでないと、一発でこの化け物を負かすには難しいか。

　けれど、武器を変えるつもりもない。

　自分が最も動きやすい竹刀しないでなければ、きっとあっと言う間に飲のみ込こまれてしまうから。そんな底知れない威い圧あつ感かんが、大おお村むら音おと彦ひこにはあった。

「やってくれるな」そんなボクの焦しよう燥そうを知ってか、大おお村むらはのうのうと口にする。「今まで襲おそってきた連中の誰だれよりも強いよ、榎えのき田だ」

「お前よりもな」

　大おお村むらが立ち上がると、ボクは再び大おお村むらへと詰つめ寄よる。今度は相手も動いた。軽く腰こしをかがめると、その長い右みぎ腕うでをボクへ伸のばしてくる。剣けんのリーチなんてまるで意味をなさない。服を摑つかまれる瞬しゆん間かんに、ギリギリ払はらうことができた。自分から突つっ込こんだはずなのに、竹刀しないを振ふる間さえなく後手に回される。上半身へと意識が逸それた瞬しゆん間かんに、足元には死神の鎌かまみたいな鋭するどい蹴けりがきていた。砂すな埃ぼこりを撒まき散ちらしながら、抉えぐるような速さで向かってくる。これも咄とつ嗟さに下がって回かい避ひして、重心が崩くずれたまま苦くるし紛まぎれに竹刀しないを振ふり回まわす。

　だが、これが功を奏した。ボクの竹刀しないは偶ぐう然ぜんではあるが、彼かれの目元へと当たったらしい。眼球ではないが、怯ひるますには十分。大おお村むらの攻こう撃げきが止まった。この機会を逃のがす手はない。ボクは埃ほこりで滑すべりやすい床ゆかでなんとか踏ふん張ばると、果か敢かんに打うち込こんでいく。反はん撃げきに怯おびえている間ではない。

　一の太た刀ちで腰こしを払はらい、二の太た刀ちで側頭部を打うち抜ぬく。先ほどの突つきを警けい戒かいしてか、喉のど元もとを護まもろうとする右みぎ腕うでの手ての甲こうを狙ねらって、三の太た刀ち。剣けん道どうではありえない、相手を壊こわすためだけの追つい撃げきを行っていく。突つきはもう狙ねらわない。それを囮おとりにして、容よう赦しやなくガムシャラな滅めつ多た打うちで蹂じゆう躙りんしていく。

　一方的にボクは殴なぐり続けた。

　反はん撃げきされないよう、竹刀しないのリーチを活いかして大おお村むらの傷を増やしていく。

　こいつは殴なぐられて当然の悪あく魔まなんだ。そうボクは自分に言い聞かせる。こいつは斎さい藤とう由ゆ佳かの心を蝕むしばみ続けたのだ。後こう輩はいにも尋じん常じようではない額の恐きよう喝かつをして、結果的に斎さい藤とう由ゆ佳かは更さらなる恐きよう喝かつの被ひ害がいを受けた。それでいて日常では平然と高校生活を送り、仲間と笑い、恋れん愛あいを営んでいるだろう。陰かげでは人の尊厳を踏ふみにじりながら。だからボクが駆く除じよしなくちゃいけない。

　ボクの連れん撃げきに耐たえ切れなくなったのか、大おお村むら音おと彦ひこは膝ひざを落とす。膝ひざが完全に床ゆかへついた。すぐに立ち上がれる姿勢じゃない。

　これで終わりだ。

　ボクは決死の一いち撃げきを、大おお村むらの脳天へと叩たたき落おとそうと振ふりかぶった。竹刀しないだろうが、昏こん倒とうさせる可能性の方が高いくらいの。そんなトドメの太た刀ちを浴びせようとする。手加減はしない。コイツは、たとえ死んでも喜ぶものの方が多い。そういう最低な類の人間なのだ。理解はしている。ボクは間ま違ちがっていない。ボクは悪くない。コイツを倒たおさなくちゃならない。なのに──最低なのに──そうであるはずなのに！




「なんで、本気で襲おそってこないんだ……？」




　ボクは竹刀しないが大おお村むらへ当たる寸前で止めて、そう呟つぶやく。

　膝ひざ立だちになる大おお村むら音おと彦ひこは、まるでボクの竹刀しないを受け入れるかのように頭を下げている。だから、その表情は見えない。

「酷ひどいことを言う」彼かれは静かに囁ささやくように言った。「俺おれは本気だったかもしれないだろう」

「どこがだよ。一度たりとも、ボクに突つっ込こんでこないじゃないか。思い出したかのように蹴けりとかしてきやがって……」

「圧あつ倒とう的てきな実力差ってやつだな」

「そんなわけあるか。ここまでお前は何人もの人間を瞬しゆん殺さつしてきたんだよ」

　ここまで一方的な展開になるはずがない。どんな傷を負っていても、どんなに疲ひ弊へいしていても、ボクが勝てるか分からない。そんな敵だと思っていた。

　そこで大おお村むらは頭をあげて、ボクの竹刀しないを見つめて、それからボクへ視線を送る。

「……お前だって、真しん剣けんじゃないだろう？　ずっと迷っている。どう見ても万ばん全ぜんじゃない」

「うるさい」

「苦しいか？」

「苦しいに決まっているだろ！」

　なぜか優やさしげに問いかけてくる大おお村むらに対して、ボクは喚わめいていた。それから右手を竹刀しないから離はなして、大おお村むらの胸を強く叩たたいた。彼かれは何一つ抵てい抗こうなく後ろへと倒たおれて、そのまま汚きたない床ゆかの上に仰あお向むけで寝ねころんだ。ボクは構えを解いて、拳こぶしを腰こしの横で握にぎりしめる。

「防具をつけてない人間なんか、今日きよう初めて殴なぐるんだよ……ボクのせいで血が流れるのが恐こわくて震ふるえるんだよ。クラスメイトを殴なぐりたくなんかなかった、それなのに！」

　一度、言葉にしてしまえば、自分の気持ちに気づいてしまう。

　ボクは剣けん道どうを試合として楽しめれば十分なのだ。実戦なんかいらない。暴力なんか大だい嫌きらいだ。大おお村むらを追おい込こむために計画を立てることも、助けを乞こうクラスメイトを襲おそうことも、ただ吐はき気けがした。底の見えない闇やみに堕おちていく気分にボクはあえいだ。

「だから、これで最後だ。お前を倒たおして、終わらせるんだよ！　竹刀しないを握にぎるのも今日きようが最後だ！」

「いいや、お前は殴なぐり続けるんだ」大おお村むらは上体を起こしてから告げてくる。ちょうどランタンが影かげをつくり、逆光となって表情が見えなくなる。「最後になるとは限らない。一度、箍たがが外れてしまうと、二回目からは躊ちゆう躇ちよがなくなるんだ。だんだん抵てい抗こうを失っていく。自分は特別なんだと思おもい込こんで、どんどん自分を正当化していく」

「うるさい……お前が、ボクの何を知っているんだ」

「知っているさ、俺おれのことだもの」

　そこで大おお村むらはやけにゆっくりと、まるで自分の足元を確かめるみたいに、緩かん慢まんに立ち上がった。左右の身体からだのバランスが崩れてしまったのか、完全に直立しても尚なお、揺ゆれている。そして、顔をあげると、先ほどの優やさしげな表情が消えて、黒く濁にごった瞳ひとみでボクを見た。

　一歩、大おお村むらがボクへと歩みだす。

　初めてかもしれない。大おお村むらからボクへ接近してくるなんて。

　慌あわててボクは竹刀しないを両手で構え直す。しかし、なぜか違い和わ感かんが手に残り続ける。握にぎりが浅いのか、それとも深いのか、ボクは見失う。なんでだよ。ずっと振ふり続けてきた竹刀しないなのに、まるで別物みたいだ。

　その間にも大おお村むら音おと彦ひこは、ふらついてはいるがボクへ近づいてくる。まるで構えになってないボクにあと一歩踏ふみ出だせば、手が届く距きよ離りまでやってきて、そして、大おお村むら音おと彦ひこは、




「本当にごめんなさい」




　と深々と頭を下げた。

「え……？」とボクは思わず竹刀しないを下げる。この瞬しゆん間かんに狙ねらわれれば、何も防ぼう御ぎよできないところまで脱だつ力りよくしきってしまった。

　そして、それは大おお村むら音おと彦ひこも変わらない。まっすぐに礼れい儀ぎ正ただしく腰こしを折り曲げている。視界なんて足元しか見えないだろう。ボクが上から、たとえば、胸ポケットからナイフでも取り出して、その後頭部へ振ふり下ろしても、一いつ切さい気づくことはできないだろう。

　二秒経たっても、彼かれの姿勢は揺ゆるがない。傷だらけで、礼の姿勢をとることさえ苦しいはずなのに。

　大おお村むら音おと彦ひこは紛まぎれもない謝罪をしていた。

「なんで……なんで……」ボクは茫ぼう然ぜんと後ろへ足を下げる。力がどんどん抜ぬけていく。「お前は、最低な人間で…………人を苦しめることに、躊ちゆう躇ちよなんかしなくて……」

　それから足がもつれて、無様に尻しりもちをつく。床ゆかに両手をべったりつけて、そこで初めて自分が竹刀しないを取り落していることに気がつく。

「お前は……何しにここへ来たんだよ…………ボクから一方的に殴なぐられて……そして、突とつ然ぜんに謝あやまりだして……冤えん罪ざいを晴らすために！　ボクを脅おどしにきたんじゃないのかよ！」

「真実を伝えたかった。謝罪したかった。こうでもしなきゃ、信じてくれないと思って。そのためにここへ来た。お前を、救いにきたんだ」

「ふざけんなよ！」

　ボクはみっともなく喚わめいた。

　両足にはもう力が入らないのに、なぜか声だけは大きく出る。

「お前は自分の罪が分かっているのか！　謝あやまって済む問題じゃないんだ！　いまさら、何をやったって、もう取り返しはつかないんだ！」

　だって、ボクは人を殴なぐりすぎた。

　クラスメイトを痛めつけて、関係ない人を巻まき込こんで大おお村むら音おと彦ひこを襲おそうように誘ゆう導どうした。吐はきそうになる苦しみを押おさえて、ボクを信しん頼らいしてくれた仲間を騙だまして、この廃はいビルへやってきたのだ。

　謝あやまるなんて卑ひ怯きようだ。ボクは謝あやまられても、許すわけにはいかないのに！

　けれども大おお村むら音おと彦ひこは謝罪の姿勢を一いつ切さい変えることはなかった。

「だから、本当にごめん。さっきみたいに何度でも俺おれを殴なぐってくれて構わない。心の底から悔くいている。お前を巻まき込こんだことに」

　彼かれの言葉に、ボクは歯を食いしばりながらただ涙なみだを流すしかない。

　ふざけているにも程ほどがある。

　殴なぐれるわけがないじゃないか。無む抵てい抗こうなクラスメイトを攻こう撃げきするのも、辛つらくてどうしようもなかったのに。そんな真しん摯しに頭を下げる人間を竹刀しないで叩たたけるほど、ボクは心のない存在じゃない。そんなに強くなんかないのだ。さっさとボクに本気の攻こう撃げきをしてこい。自分のエゴを剝むき出だしにして、挑いどんで来いよ。

　気持ちとは裏腹に脳のう裏りにはある疑問が浮うかんだ。

　北きた崎さきたちの真実に気づいた時から、考えついてしまった憶おく測そく。何度もありえないと理性で追おい払はらっても、どこかでそれは残り続けていたのだ。

「もしかして……」

　ボクの声は震ふるえていた。

「お前は、取り返していたのか……北きた崎さきたちが由ゆ佳かから奪うばった金を、お前は奪うばって、由ゆ佳かへ返していたのか？」

　頷うなずくな。肯こう定ていなんかするな。

　そう願っていたのに、大おお村むらの頭が縦へと動く。

「あぁ……なんだ、気づいていたのか」

「気づいたのは今だよ。けど、可能性としてはずっと考えていた……でも、馬ば鹿かげている。お前がそんなことをする理由がない！」

　北きた崎さきを挟はさんだ二重恐きよう喝かつ、という証言から思いついた可能性だ。

　もしかしたら大おお村むら音おと彦ひこは善人で、ただ恐きよう喝かつの被ひ害がいに遭あう由ゆ佳かを助けていたにすぎない。

　つまり、金銭の受うけ渡わたしが三重で行われていた可能性。

　でも、それには大きな論理の穴がある。

「もし由ゆ佳かが本当に大事なら、お前は北きた崎さきに命令すればよかったんだ。『恐きよう喝かつなんて行うな』って！　それで十分だろう。恐きよう喝かつのし直しなんて面めん倒どうな過程を経なくて済む。第一、由ゆ佳かは喜々としてお前を破は滅めつさせる計画に参加していた。三重なんて馬ば鹿かげた事実はありえないんだよ！」

「……いいや、ありえるんだよ」

「どうしてっ？」

「聞かなかったのか？　北きた崎さきたちの醜しゆう悪あくな行こう為いを」

　ボクの言葉に、大おお村むらは静かに反論する。

「友達料という名目で、三千万円以上も金銭を恐きよう喝かつする。最悪だよ。どうしようもない犯罪だ。でも、これには逆の側面もあると思わないか？　恐きよう喝かつじゃなく、ただの売買だったら？」

　そのヒントで、ボクも真実へと辿たどり着く。その瞬しゆん間かん、ボクの呼吸は止まった。

　ボクの脳のう裏りには安あん城じようの下げ卑びた声が響ひびく。

『だから、わたしたちと友達になる権利を獲かく得とくする対価だよ。教室でイジメられない権利。話しかけられても無視されない権利。クラスの打ち上げに呼ばれる権利。わたしたちの当番の仕事を手て伝つだう権利。週に一回は彼かの女じよが支し払はらう条件で、ファミレスやカラオケ店にわたしたちと同行できる権利。それの見返りとして、金銭を受け取っていたの』

　耳をふさごうとボクは両手を床ゆかから離はなす。

　これ以上の大おお村むら音おと彦ひこの言葉を聞きたくなくて。

　でも、大おお村むら音おと彦ひこは容よう赦しやなく告げるのだった。




「つまり斎さい藤とう由ゆ佳かは自ら望んで、友達を金で買っていたんだ」




　時間が止まったように感じられた。

　噓うそだろ──。

　けれども、全ての情報が次々に一つへとまとまっていく。

　病的なまでに友達を欲ほしがる由ゆ佳か、恐きよう喝かつを続けてきた北きた崎さきたち、喧けん嘩かでは最強の能力を持つ大おお村むら音おと彦ひこ、誰だれ一人ひとりとして警察への通報をしなかった理由、三千万円という馬ば鹿かげた額──そうだ、大金なんていらないんだ。一万円でも一円でも成立できる。北きた崎さきは由ゆ佳かから奪うばい、大おお村むらが北きた崎さきから奪うばい、由ゆ佳かが大おお村むらから受け取る。それを繰くり返かえせば、三千万円の恐きよう喝かつは起こりうる──。

　なぜかボクは号ごう泣きゆうしていた。理由なんか分かるもんか。感情がもうごちゃごちゃで、胸が苦しくてどうしようもないんだ。大声で喚わめきながら眠ねむりたいんだ。頰ほおを伝っていく液体をボクは拭ふくこともできない。ボクの涙なみだがはらはらと床ゆかへと落ちていく。

「俺おれは斎さい藤とう由ゆ佳かが払った金を回収するために恐きよう喝かつをしていた。笑えるよな。俺おれたちはお互たがいを心の底から憎にくんでいたのに、なぜか、同じ少女を想おもっていた」

　大おお村むら音おと彦ひこは静かにそう口にした。

「全てを終わらせよう。こんな愚おろかな日々は全部、消し飛ばしてしまえ」
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　大おお村むら音おと彦ひこと斎さい藤とう由ゆ佳かの関係は複雑だ。斎さい藤とうとの関係を他人にべらべら喋しやべることもないのだが、聞いたものは必ずそうコメントする。俺おれとしてはシンプルに「大切な幼おさな馴な染じみ」としか思っていないが。

　ただ、より具体的に説明をすれば。

　俺おれの妹が斎さい藤とうの母親を殺して、

　斎さい藤とうの父が俺おれの妹を殺した。

　そう事実を伝えなくてはならないので、やはり混乱される。北きた崎さきたちが、俺おれと斎さい藤とうの関係に最後まで気づけなかったのは、その複雑さが原因だろう。俺おれが斎さい藤とうを恨うらんでいると勘かん違ちがいしていたのだ。無理もないが、実態は真逆だ。斎さい藤とうは、俺おれにとって大切な幼おさな馴な染じみだ。

　かつては、俺おれと妹の菜な々な、そして、斎さい藤とう由ゆ佳かの三人で一日中遊びまわっていた。小学校から帰ると、菜な々なは俺おれを誘さそって斎さい藤とうの家へ出かけるのだ。女同士で遊べばいいのに、なぜ俺おれを連れ出すのか理由はよく知らない。斎さい藤とうの初はつ恋こいの相手が俺おれらしいから、彼かの女じよたちの間で秘密の同盟でもあったのだろう。斎さい藤とうの家で行ったことは、どこにでもある変へん哲てつもないこと。ボードゲームやテレビゲーム、簡単なスポーツ。大たい抵ていは二対一で勝負する。もちろん、俺おれが一人ひとり。ほとんど負けたが、二割は勝てた。そして、斎さい藤とうのお母かあさんが作るシフォンケーキがめちゃくちゃ美う味まかったことだけは覚えている。

　腐くさりきった今の俺おれでも忘れることのない、かけがえのない平へい穏おんだった。

　その時の俺おれは斎さい藤とう由ゆ佳かに対して、なんら特別な感情を持っていなかった。ただ妹の友達。小さい時から、俺おれにまとわりついていた不思議な子。

　かけがえのない存在となったのは、やはりあの事件のせいだろう。

　最悪な日。斎さい藤とうは母が亡なくなり、父が消えて、俺おれは妹を失った。

　俺おれは、斎さい藤とうと一いつ緒しよに泣き続けた。現実を受け入れられなくて、二人ふたりで家出を決意した。そして、誰だれもいない静かな公園でわーわー泣いた。

「それでも、わたしたちって、生きなくちゃ、いけないんだよね」

　その時、斎さい藤とうが泣き腫はらしながら口にした言葉は一言一句覚えている。この世界に唾つばを吐はき捨すてるような恨うらみのこもった言い方だった。

「サイアクだね」

　俺おれも、やっとのことで口にできた。

「でも当たり前だろ……誰だれかが消えるのは、もうたくさんだ」

「そう……なんだか奇き妙みようにも、思えるよ」

「奇き妙みようだろうが、どうでもいいだろ…………由ゆ佳か、絶対に死ぬなよ。苦しくなったら、俺おれが助けるから。身体からだも鍛きたえる。お前を苦しめるヤツが現れたら、俺おれがやっつけるから」それは、心の底から吐はき出だしたお願いだった。「──だから、一いつ緒しよに生きよう。お前は、俺おれが護まもる」

　そこで斎さい藤とうは俺おれの手に優やさしく触ふれて、笑った。

「ありがとう……音おと彦ひこさんまで、わたしのそばから消えないでね」

　斎さい藤とうはその時に精一杯の笑え顔がおを作ってくれたんだと思う。俺おれ以上に苦しいのに、それでも俺おれを励はげまそうとしてくれたのだ。それが嬉うれしくて、だからより一層胸が締しめ付つけられるようで、どうしようもなく俺おれは斎さい藤とうを抱だき締しめた。それから、狂くるったみたいに泣き続けた。

　その時から、俺おれの中で斎さい藤とう由ゆ佳かは「大切な幼おさな馴な染じみ」となった。
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　俺おれと榎えのき田だ陽人はるとはともに廃はいビルを抜ぬけ出だすと、まずは三み澤さわのスマホから救急車を呼んだ。場所をしっかりと伝えて、それから物もの陰かげに隠かくれて三み澤さわと安あん城じようがしっかりと搬はん送そうされるのを見届ける。

　榎えのき田だは最後まで心配と後こう悔かいが入り交じったような複雑な瞳ひとみで見守っていたが、俺おれは別に彼かの女じよたちに同情してはいなかった。クラスメイトを恐きよう喝かつする醜みにくさも、それを棚たなに上げて、俺おれを徹てつ底てい的てきに制裁しようとしたことも、事実を隠いん蔽ぺいして無む垢くな榎えのき田だ陽人はるとに協力を依い頼らいしたことも、全てが気に食わない。本当は俺おれが自らの手で殴なぐりたかった。

　それから俺おれたちは再び駅東公園へ移動する。

　榎えのき田だ陽人はるとが武たけ田だ部長に頼たのんで、知り合いに俺おれへの襲しゆう撃げきを控ひかえるように命令させた。だが途と中ちゆう俺おれに襲おそいかかってくる人間もいた。地下駐ちゆう車しや場じようで出会ったスーツを着た男だった。悪を倒たおして、その恐きよう喝かつした大金をせしめたいという。ナイフ片手に襲おそってきたから、あまり油断はできない。だが、榎えのき田だがいたからそれほど恐こわいものではなかった。彼かの女じよが警けい棒ぼうで凶きよう器きを弾はじき、俺おれが鳩みぞ尾おちと喉のどを二発殴なぐってダウンさせる。唾だ液えきを撒まき散ちらして昏こん倒とうした。

　他に襲おそってくるものは、もういなかった。群れるのが好きなだけで、誰だれも単体で襲おそう度胸はないのかもしれない。

　公園はすぐに静せい寂じやくに包まれた。







　俺おれは公園の一角にあるベンチで、一人ひとりで目を瞑つぶって待ち続ける。

　電車が俺おれの頭上を通過して線路と車輪がぶつかる音が聞こえるのみ。十秒も経たたないうちに、またすぐ静かになる。武たけ田だ部長からもらった時と計けいを見れば、もう十二時半だった。今のが終電かもしれない。

　斎さい藤とう由ゆ佳かと一いつ緒しよに泣き喚わめいたのも、確かこの公園だ。二人ふたりで歩き続けていたら、いつの間にか、辿たどり着ついたのだ。

　凄せい惨さんな事件があっても、引ひっ越こしこそすれど、斎さい藤とう由ゆ佳かは街を去らなかった。孤こ独どくな学校生活を予想できていても、これ以上、一人ひとりになるのは耐たえ切れなかったと説明してくれた。音おと彦ひこさんがいるから残るよ、と彼かの女じよは口にした。俺おれが心配だからなのか、自分の身が心配だからなのかは、あまりに区別がつかないけれど。




「音おと彦ひこさん、元気だった？」

　その時、頭上から声がした。




　俺おれが顔を上げると、見慣れた顔がそこにはあった。そして、この晩を通して、ずっと捜さがしていた少女だった。

　斎さい藤とう由ゆ佳か。

　彼かの女じよの服装は、とてもお洒落しやれとは言えない恰かつ好こうだった。だぼだぼのグレーのジーンズは、彼かの女じよの足を太く見せているし、それに合わせている純白のパーカーはジッパーを首まであげて窮きゆう屈くつそうだ。しかもサイズが大きいから寝ね間ま着きみたい。

　けれども、その目が覚めるような白さが印象的だった。土つち埃ぼこりも手て垢あかも血けつ痕こんも何もない真っ白な服。まるでウェディングドレスか、白しろ装しよう束ぞくを思わせる。汚よごれきった俺おれのＴシャツとは真逆だった。

　そんな彼かの女じよが、俺おれの目の前で、何か宝物でも見つけた子供みたいに微笑ほほえんでいる。

「よぉ。やっと会えたな」

　本当に、自分でも呆あきれるくらいに。やっとのことで辿たどり着ついたよ。

　斎さい藤とうはそんな俺おれの想おもいなど構わず、楽しげに俺おれを見る。

「どうしたの？　陽人はるとに呼ばれて、ここへ来たんだけど」

「自首することにしたんだ、俺おれ」

　俺おれがそう口にすると、斎さい藤とうは目を丸くした。けれど、すぐに何事もなかったように、愛あい想そよく微笑ほほえむ。

「そう……それが良いいかもね」

「あぁ、俺おれはもうしばらくお前に会えない。だから、全部聞かせてくれないか。俺おれはまだ全容を把は握あくできていないんだ。せめてもの情けで、お前の物語を聞かせてよ」

　すると、斎さい藤とうはその意味を確かめるためか、瞬まばたきを繰くり返かえす。

　そして、ゆっくりと頷うなずいた。

「いいよ。じゃあ、語ってみようかな」

　斎さい藤とう由ゆ佳かがパーカーのフードを大きく振ふり回まわして、俺おれの隣となりに腰こしかけた。これも偶ぐう然ぜんではあるが、過去に約束をした時と同じ場所。あの時に比べて、俺おれと斎さい藤とうは大きくなってしまった。ベンチの背もたれが小さく感じるし、二人ふたりで座すわれば、ベンチが埋うまってしまう。

　５月15日０時36分。

　日付を跨またいだばかりの夜は、どこまでも自由に思えるから不思議だ。

　そして、滝たき岡おか中学三千万恐きよう喝かつ事件の全ぜん貌ぼうが語られる。

　この悪夢を終わらせるために。
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　斎さい藤とう由ゆ佳かはにこやかに語りだす。

「でも、どこから話せばいいのか、分からないよね」

「音おと彦ひこさんがどこまで摑つかんでいるのか」

「どこまで真実に気づいたのか、わたしはよく知らないから」

「とりあえず語るけど、知りたいことがあったらどんどん聞いてね」

「わたしから話を聞きたがってね。わたしを必要としてね」

「それだけは、忘れないでくれると嬉うれしいな」

「音おと彦ひこさんも知っていると思うけど、わたしはあの事件以来孤こ独どくだった。菜な々ながいなくなって以来」

「そりゃあ、自分の父親がクラスメイトを殺したんだもんね」

「それに元々、わたしは友達なんて菜な々なくらいしかいなかった」

「友達がいないと、学校って恐おそろしいよ。全ての人間が、友達ができない人間を心のどこかで笑っているの。見下しているんだ。ハッキリ口に出しては、伝えてくれないよ。そういう雰ふん囲い気きをぶつけてくる」

「いや、違ちがうか。周りじゃない」

「本当に恐おそろしいのは、それを信じてしまう自分かもね」

「『友達がいない自分は恥はずかしい』、そう自分が感じてしまうと地じ獄ごくなんだよ」

「自分の一挙手一投足が、全てが情けなくなってくる。友達もいないのにトイレに行くのが恥はずかしい、遠足で一人ひとりぼっちで弁当を食べる自分が恥はずかしい、授業で答える自分を誰だれも応おう援えんしてくれないのが恥はずかしい」

「正直、きっと周りはそんなこと思っていないかもしれない。わたしに興味がないから。でも、周囲が自分自身に興味がないと認めるのも、また恥はずかしくてできないんだ」

「当然、『そんなことないよ』と声をかけてくれる人間も、相談できる相手もいない」

「誰だれにも話しかけられず、誰だれにも必要とされず、わたしは、小学校と中学校を過ごした」

「自分から話しかけようとも思わなかった。失敗する無様な自分を見せたくなかった」

「恥はずかしい自分に、興味を持って欲ほしくなかった」

「だから空気として生きようと思った」

「周りは、内心わたしに興味がある。でも、わたしは見られたくないから静かでいる」

「そんな傲ごう慢まんな妄もう想そうの中で、ようやくわたしは呼吸ができるんだよ」

「失敗が始まったのは、中学二年生の秋」

「体育祭でのリレーでバトンを落として、それでクラス中から反感を買った。サイアクだった。ただでさえ、クラス全員参加のリレーなんて嫌いやなのに、そこでバトンを落として、慌あわてて蹴けり飛ばしちゃって、学校全員がわたしの失敗に歓かん声せいをあげて……そのまま、過呼吸で倒たおれて……」

「三み澤さわさんと安あん城じようさんからイジメられたのも、その辺かな。すぐに乗っかるように、仲良しの北きた崎さきくん、雨あま宮みやくん、木き原はらくんも加わって。体育祭での失態をずっとネチネチ言われた。クラスのみんなに謝罪しろって、しつこく要求された。そんなこと嫌いやで断ったら、なおさらヒートアップした」

「謝罪の強要じゃなく、ノートや教科書を破かれたり、給食を机の中にぶちまけられたり。女子トイレで水かけられて、汚きたない上うわ履ばきで頭を踏ふみにじられて」

「もっと酷ひどいこともされたけど、これ以上は音おと彦ひこさんにも言いたくないや。ごめんね。でも、クラスで誰だれとも話せなかった。わたしと話をするのは禁止、というルールも女子の間で作られたらしいから。徹てつ底ていしてたよ。クラスは三十八人なのに、二人ふたり組ぐみを作ると、いつもわたしが一人ひとりになるんだ。どこかでこっそり三人組作っているんだよね。そして、不思議そうにする先生と、一人ひとりで立ち尽くすわたしを見て、クスクス笑うの」

「つらかった」

「本当に苦しくて、つらかった」

「斎さい藤とう由ゆ佳かなんか消えても構わない」

「死んでくれた方が、教室を広く使えて助かる」

「そんなことを思う人間どもが、許せなかった」

「わたしのことを、どこからも求めて、必要として、二度と離はなれたくなくなるくらいに、洗脳させたかった」

「四六時中一いつ緒しよにいなきゃ気が済まないくらい、頼たよりにされて、依い存ぞんされたかった」

「自分と一いつ緒しよにいることで優ゆう越えつ感かんに浸ひたって、友達のいない子を見下すようにさせたかった」

「つまりは、」

「わたしは、三み澤さわさんたちと友達になりたかったの」







「……友達？」

　俺おれは思わず話を遮さえぎっていた。

「お前、友達って言ったか？」

「うん、そうだけど？」と斎さい藤とうはなんてことないように答える。

　俺おれはそのキョトンとした表情に何も言えなくなった。

　正直に言おう。

　俺おれは斎さい藤とうの言葉を何一つも飲のみ込こめなかった。彼かの女じよが孤こ独どくであったことも、そういった人間が教室で見下されるのも分かる。教室で一人ひとりでいる子がたとえば文化祭の時などに手持ちぶさたでいるのを、嘲あざ笑わらうクラスメイトを何人も見てきた。それで不登校になった奴やつもいる。俺おれだって滝たき岡おか南みなみ高こう校こうへ進学した時は、新しいクラスに中学からの友人がたまたま一人ひとりもいなくて、けっこう焦あせった。周りは中学ごとに固まって仲良く談だん笑しようしているのを見て、言い様もない寂さびしさを感じた。まるで自分を肯こう定ていするものが世界で誰だれもいないような感覚。

　だが、彼かの女じよの友達の定義が分からない。

　なんだろう？　このズレは。友達って、もっと明るくて、楽しいものじゃないのか？　それこそ菜な々なと斎さい藤とうの関係のように。

　孤こ独どくに塗まみれた五年間の教室は、一体彼かの女じよの何を変えてしまったんだろう？

「だってさ」斎さい藤とうは口にする。「わたしに無関心な人より、わたしを『嫌きらい』って言ってくれる人の方が仲良しになれると思わない？」

　いや、そうだろうか。

　俺おれと斎さい藤とうは確かに事件後も、親密に過ごしてきた。けれどもさすがに毎日は会っていないし、せいぜい週に一回電話したり、二ヶ月に一回会ったりする程度に留まっていた。教室での彼かの女じよを全然知らない。さみしいという弱音を聞き続けていたが、その本質までは触れていなかった。

　俺おれは一いつ旦たん、深呼吸をする。

「話を続けてくれ」







「まず、これは北きた崎さきくんたちも勘かん違ちがいしていることだけど。わたしって別にお金持ちじゃないんだよね」

「親が遺のこしてくれた遺産とかあったけれど、それでもせいぜい五百万円。高校まではバイトしなくても、人並み以上の生活を送れる。大学進学は無理かなってくらい」

「もちろん、三千万円なんて馬ば鹿かげた貯金なんてないよ」

「勝手に思おもい込こみ、というか、信しんじ込こんでいたけれど」

「だから、わたしはすぐに行動に移した」

「彼かれらが、わたしをイジメる時、言ってみたの。体育倉庫で殴なぐられている時に『お金をあげるから、イジメないで』って。『お金ならたくさんあるから』って。うん、音おと彦ひこさんには同情を引くために『突とつ然ぜん恐きよう喝かつされた』と伝えたけど、実際は違ちがうんだ。ごめんね」

「わたしが自分から進んで、金銭の話をしたの」

「お金をあげるから仲良くしてって」

「恐きよう喝かつなんかじゃない。わたしが、友達をお金で買ったの。家庭教師を雇やとうみたいに、メイドさんを雇やとうみたいに、お金で友達を買った」

「自分の事情も話した。親が遺のこしたお金のおかげで、十分なお金があるって」

「彼かれらは嬉うれしそうに笑って、金を受け取ったよ。そして、それからも北きた崎さきくんたちは何も考えず、わたしに買われ続けた」

「北きた崎さきくんたちは、斎さい藤とうは友達料を支し払はらっているみたいな言い方をしない？　うん。さすがに彼かれらだって、自分たちと仲良くすることに料金が発生するなんて自分からは思わないよ。どれだけ、ナルシストだよ、って話だよね」

「わたしがそう思おもい込こませたんだよ」

「自分と仲良くすることに、斎さい藤とうはお金を払はらうほどの価値があるんだって」

「きっと彼かれらは自分が恐きよう喝かつしたとさえ思っていないかもね。自ら進んで、わたしがお金をあげるんだもん。『殴なぐらないで、お金なら払はらうから』って」

「もしかして、最後の最後まで『あれは恐きよう喝かつじゃない』だなんて、陽人はるとに喚わめいたかも。なーんてね、さすがにありえないか」

「とにかく北きた崎さきくんたちは喜々として、わたしから金を奪うばい続けた」

「ただの中学生が、少し脅おどすだけで三千円とか手に入るんだもんね。色々と麻ま痺ひしているけど、三千円でも普ふ通つうの中学生なら大金だよ。五人でカラオケにも行ける。味をしめるのも無理もなかったかも」

「数千円の恐きよう喝かつを、彼かれらは行い続けた。ゲーセンや、ファストフード店で遊び回った」

「最初、わたしは耐たえた。その時点では、わたしはただの奴ど隷れいだから。いつ捨てられてもおかしくない、教室で必要とされない人間だった。彼かれらが下品な笑えみを浮うかべて、わたしに金銭を要求するのが苦しくて仕方がなかった」

「でも、すぐに次のステップに進めれば、きっと気づかれてしまうから」

「そして、じっくりと一ヶ月間我が慢まんして、わたしは音おと彦ひこさんへ電話をかけた。この辺はもう知っているよね。わたしの望みは大体、告げたから」

「『北きた崎さきくんを徹てつ底てい的てきに恐きよう喝かつして欲ほしい。妥だ協きようなく、金銭を奪うばい尽つくして欲ほしい』」

「覚えているよ。そうお願いしたら、音おと彦ひこさんはすっごい嫌いやそうな反応したよね。何度も説教してきたよね。覚えているよ。考え直せって。ウザかったけれど、心配してくれるのは理解できたよ」

「でも、最終的には実行してくれた」

「北きた崎さきくんたちが集まっている場所に突とつ然ぜん、現れて、一いつ瞬しゆんで全員を叩たたきのめしたんだから」

「たった一回の暴力で、全員を屈くつ服ぷくさせた」

「壮そう観かんだったよ。今まで偉えらそうにしていた人間が、音おと彦ひこさんの前で無様に土下座している姿とか。その音おと彦ひこさんがわたしのお願いで動いてくれたことを知っているのが、自分だけなのも嬉うれしかった」

「その後も、わたしが頼たのんだら絶対に実行してくれたよね。『お金を取り返して欲ほしい』って連れん絡らくして、そして、北きた崎さきくんの居場所を教えたらすぐに奪うばいにいってくれた。わたしと音おと彦ひこさんの繫つながりに気づかず、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの音おと彦ひこさんにどんどん怯おびえていった。武器を構えて立ち向かっても、音おと彦ひこさんには一ミリも敵かなわなかった。あっという間に大金を奪うばわれた」

「クラスメイトたちが、だんだん破は滅めつしていくのが手に取って分かった」

「一万円を音おと彦ひこさんに奪うばわれたら、その翌日には、わたしに一万五千円請せい求きゆうする。そして、音おと彦ひこさんに一万五千円を奪うばわれたら、さらに翌日にはわたしに二万円を請せい求きゆうする。どこかでやめればいいのに、少しでも余よ裕ゆうを求めて、どんどん恐きよう喝かつする額を釣つり上あげていく」

「北きた崎さきくんは、音おと彦ひこさんのこと恐きよう喝かつのスペシャリストだって評したよ？　表情を見て、どのくらい金を持っているか把は握あくしたって。そんなことしてないのにね」

「もちろん、わたしと音おと彦ひこさんの関係がバレないよう恐きよう喝かつ額がくを露ろ骨こつに等しくしなかったけどね。ゲームとかやって、誤ご魔ま化かして。でも、凄すごかったよね？　わたしは恐きよう喝かつされたお金は、九割五分以上戻もどってきた。これは驚きよう異い的てきな数字だよ」

「逆に言えば、百五十万円は北きた崎さきくんたちが自分たちで使っているんだけどね。『気晴らし』と称しようして、大おお阪さかへ新幹線で出かけて、高級ディナーとか有名ホテルとかで豪ごう遊ゆうしたらしいよ。彼かれらも彼かれらでクズだよねー」

「でも、彼かれらに骨の髄ずいまでリスクが染しみ込こんでいく」

「北きた崎さきくんたちは、わたしがもし消えたら絶望しかないことに気づいていく」

「わたしを恐きよう喝かつしている負い目があるから警察には相談しにくい。大おお村むら音おと彦ひこに抵てい抗こうしても、勝ち目はない。親の金を盗ぬすむのも限度がある。なのに、大おお村むら音おと彦ひこが恐きよう喝かつする額はどんどん上がっていく。上がるからより一層、斎さい藤とう由ゆ佳かを恐きよう喝かつするしかない。恐きよう喝かつに怯おびえるストレスで、金の一部で豪ごう遊ゆうして常識人としての感覚を壊こわしていく」

「半年かけて、ゆっくりと」

「わたしに依い存ぞんさせていった」

「『斎さい藤とうがいなくなったら、大おお村むら音おと彦ひこに殺される』と彼かれらは信じていった」

「あー、なんて楽しいんだろう」

「そう、わたしは思った」

「時に音おと彦ひこさんに頼たのんで、ゲームをやらせたよね。半ば脅おどした？　あぁ、そうかも。嫌いやそうだったもん。江え守もりちゃんの名前を出すしかなかったっけ？　『全部教えちゃうよ？』って」

「でも、大事な仕事だよ。彼かれらに結けつ託たくされるのは厄やつ介かいだしね。友情を壊こわす作業は必要」

「恐きよう喝かつの対たい称しようを投票させたり、トランプの神経衰すい弱じやくで恐きよう喝かつ相手を決めさせた。やっぱり人じん狼ろうゲームを三時間以上もやらせたのが、一番楽しかったかな。わたしも交じってやったしね。みんな必死になるのが好き。噓うそをつくのは、わたしも得意だったから」

「いやぁ、最近のネットマンガを間近で見られた気分。友情を試ためすデスゲーム系や騙だまし合い系ね。まさかあれを生で見られるとは」

「だんだんと彼かれらの関係も変わっていくのも分かった。次し第だいに仲が疎そ遠えんになっていった」

「一番仲間から外れ者にされたのは、木き原はらくんだったな。彼かれがハブられるのも仕方ないかな。音おと彦ひこさんを安あん城じようさんに襲おそわせるようにしちゃって、チームの裏切り者として非難された。みんなだって似たようなことやってるのにね」

「その一方で、彼かれらはわたしには仲良くしてくるんだよ」

「それを見て、わたしはものすっごい楽しかった。家に帰ったら、ロールケーキとジュースでパーティするくらい」

「すごくない？　だって、ずーっと一いつ緒しよにいた木き原はらくんより、わたしのほうが大事だったんだよ？　中学三年間仲良しで、一いつ緒しよに恐きよう喝かつされた大事な友達なのに、みんなは木き原はらくんよりわたしを必要としてくれたんだよ？」

「嬉うれしくて仕方なかった」

「一人ひとりで泣き続けたよ」

「わたしは確かに必要とされた」

「手段は美しくないし、完全な友達とは言えない。それでも、自分という存在が初めてここにいてもいいって認められた気がした。お金で買った友達だけど、それでもわたしはもう孤こ独どくではなくなった」

「三み澤さわちゃんと安あん城じようちゃんとね、クレープを食べにいったり、パフェを食べにいったりした時もあったんだよ。わたしの奢おごりで」

「誰だれになんと言われようと、わたしは幸せだった」

「でも、まだ嬉うれしいことは続くんだ」

「榎えのき田だ陽人はるとちゃんが転校してきて、」

「北きた崎さきくんたちから『本当の仲間にならないか？』と誘さそわれて、」

「音おと彦ひこさんを捨ててもいいと思えるくらい嬉うれしいことが」







　斎さい藤とう由ゆ佳かの口から聞かされる俺おれの姿は、紛まぎれもない醜みにくく、人として軽けい蔑べつする輩やからだった。

　説教したにしろ、嫌いやそうな顔をしたにしろ、結局は斎さい藤とうの言いなりになったのだから。客観的に見れば、間ま違ちがいなく最低で救いようもない男である。

「でも、俺おれはどうすればよかったんだろうな……」

　ため息をつくように俺おれは呟つぶやく、斎さい藤とうは首を傾かしげた。

「なにが？」

「いや、他に手段はなかったのかな。お前を救うための、もっと正しい方法が。さっさと北きた崎さきたちを警察や学校に通報すればよかったのかな。それとも、俺おれが殴なぐり倒たおして『斎さい藤とうから金を恐きよう喝かつするな』と命令すればよかったのかな……本気で、恐きよう喝かつするしかなかったのか」

「ないんだよ、音おと彦ひこさん」俺おれの言葉を嘲あざけるように斎さい藤とうは首を振ふる。「全然、間ま違ちがってないよ」

　分からない。

　何度も何度も思った。何百、何千と考えた。二桁けたの数字をかけ合わせて、五桁けたの数字になる組み合わせを探す──まるで、そんな馬ば鹿かげた問いだ。どうしようもないほど絶望的な問いに挑いどみ続けた。

　そんな俺おれを一いつ笑しようして、斎さい藤とうは説明してくる。

「だってね、北きた崎さきくんに危害が加われば、結局、孤こ立りつするのはわたしなんだよ。だから、彼かれらを殴なぐっても支配しても通報しても、わたしが幸せにならない。『友達にならなきゃ殺す』と脅きよう迫はくするのも考えたけど、やっぱり友達って誰だれかに強制されるものじゃないからね。彼かれらが自ら望んで、わたしに依い存ぞんしてくれないと」

「………」

「ねぇ、わたしがヒトリボッチになってもいいの？　わたしは大切な幼おさな馴な染じみなんでしょ？」

　恐きよう喝かつされるより、斎さい藤とうは孤こ独どくを嫌きらった。

　北きた崎さきの恐きよう喝かつがとまれば、斎さい藤とうの学校生活は再び天てん涯がい孤こ独どくに陥おちいる。あるいは、さらにイジメられる可能性もある。しかしこのサイクルさえ続けていれば、斎さい藤とう由ゆ佳かは北きた崎さきたちの友人として生きていけるのだ。たとえ、それが偽いつわりの関係でも。

　俺おれにはどうしようもなかった。

　先ほど斎さい藤とうは口にしなかったが、もっと酷ひどいイジメは過去に本人から聞いている。性的な辱はずかしめから、器物破損まで。斎さい藤とうからも電話先で何時間も泣きながら相談された。けれども俺おれが暴力を携たずさえて乱入したところで、より斎さい藤とうへのイジメは陰いん湿しつになることは明白だった。斎さい藤とう自身もそれは望まなかった。

　斎さい藤とう由ゆ佳かの孤独を和やわらげる方法が──恐きよう喝かつ以外になにがあったのだろう？

「いや……違ちがうか」

　俺おれがやるべきことは、一つだった。武たけ田だ部長に事実を断片だけ伝えて相談した時に、もう答えを聞いている。見捨てろ、と。

　けれど、俺おれの行動を斎さい藤とうは喜んでくれた。週に一回の電話では、確実に笑う回数が増えた。教室での寂さびしさを泣きじゃくりながら、俺おれへ訴うつたえることもなくなった。だから俺おれも自分の献けん身しんによって、斎さい藤とうが笑ってくれることに満足したのだ。

　ずっと苦しそうに学校へ通う斎さい藤とうを救いたかったのだ。

『今日きようは、みんなでボウリングに行ったの、こんなの初めて！』斎さい藤とうがそうにこやかに報告した時は、自分のことのように嬉うれしかった。

　そのどうしようもなく楽しい電話が、俺おれにとっては得え難がたい平へい穏おんだった。

　だから、俺おれは全てを周囲に隠かくして恐きよう喝かつ魔まとなったのだ。







「ちなみに、この恐きよう喝かつの素す晴ばらしいところって、わたしは別に罪らしい罪を犯おかしてないんだよね」

「強しいて言うなら、音おと彦ひこさんへの教きよう唆さだけど『恐きよう喝かつされた金を取り返す』という大義名分もある。飽あきたら、警察に相談すればいい」

「音おと彦ひこさんは微び妙みようだね。少なくとも、どんな理由があろうと、恐きよう喝かつしていたという事実を部員にバラされたくなかったよね。たとえば江え守もり静しずかさんとかに。両りよう想おもい一歩手前みたいだから。ずっと平へい凡ぼんな小市民を装よそおっていたのに『幼おさな馴な染じみのためとはいえ、中学生を恐きよう喝かつしていました』なんて言われたくないよね。きっとわたしに『もう恐きよう喝かつをしたくない』と訴うつたえたら、やっぱり脅おどしたと思うよ。『江え守もりさんに教えちゃうよ？』って」

「北きた崎さきくんたちも、もちろん相談できない。恐きよう喝かつしているのは、彼かれらも同じなんだから。もう豪ごう遊ゆうしちゃってるしね」

「わたしだけがこの状じよう況きようを壊こわすのも、維い持じするのも支配できた」

「全員が秘密を抱えて、必死に周囲に隠す中、わたしだけが自由だった」

「そして、三年生の四月頃ごろかな」

「榎えのき田だ陽人はるとちゃんとわたしが仲良くなれたのが」

「これは、何も計算のない好意だったんだけどね。なんかカッコよくて、それでいてどこかわたしと通じるものがあって、放っておけなくて、積極的に話しかけたの」

「北きた崎さきくんたちは、相変わらず、わたしに依い存ぞんしてお金を要求してくるからね。別の友達ができたら、それも良いいかなって感じで。幸い、陽人はるとは毎日部活で遅おそくまで残っているから、放課後、お金の受うけ渡わたしを済ませてから、わたしが学校に戻もどっても一いつ緒しよに帰ることができた」

「だんだんとね、仲良くなっていったの」

「本当に不思議な子だったよ」

「友達がいないからって見下したりしないし、クラスメイトと仲良くはしないのに自然と溶とけ込こんでいったり、真しん摯しに剣けん道どうに打うち込こんでいて」

「親友になれるんじゃないかって初めて期待した」

「三み澤さわさんや安あん城じようさんと付き合うなかで、だんだんと同級生と接することに自信もついてきた。ゲーセンの楽しみ方も、人との話し方も少しずつ学んだ。偽いつわりの友人を作っていたら、だんだん本物の友達も作れる気がした」

「それに、そろそろ恐きよう喝かつのサイクルを続けるのにも限界がきていた」

「額がぶっ飛んでいるし、わたしがどこまでお金持ちなのか心配する人もでてきた。大金を持ち運ぶのにも、いつ漏ろうえいするか分からないリスクがあった」

「だから、わたしは一つにまとめあげることにした。音おと彦ひこさんが頑がん張ばってくれたから、チームはバラバラだったからね。『大おお村むら音おと彦ひこを破は滅めつさせたら、北きた崎さきくんたちのことを絶対に通報しない』って提案したの」

「そして、一言伝えたの」

「『わたしのお金は──もうないよ』」

「その時の彼かれらの絶望した顔は傑けつ作さくだったね。ずっとわたしから搾さく取しゆすることで安らぎを得ていたのに、失って──馬ば鹿かみたいに呆ぼう然ぜんとしていた。安あん城じようさんなんか、それだけで涙なみだ目めになってた」

「でも、彼かれらも理解していたんだよね。いつか大おお村むら音おと彦ひこに立ち向かうしかないって。この恐きよう喝かつ地じ獄ごくから抜ぬけ出だしたいって願ったんだよね」

「だから『わたしは大おお村むら音おと彦ひこに直接大金を恐きよう喝かつされた、そう証言する』って持ちかけたら、すぐに喜んで賛同してくれた。自分の罪を全部、音おと彦ひこさんに着せられるんだもんね。バラバラだった仲間が、すぐに一つになった」

「あとは、音おと彦ひこさんが一番知っていると思う」

「みんなで音おと彦ひこさんを破は滅めつさせる計画を練った」

「三み澤さわさんは、二度とわたしに金を請せい求きゆうしないって約束してくれた。『うちが斎さい藤とうに金を要求したのは、大おお村むら音おと彦ひこの恐きよう喝かつがあったから』とか時系列をすりかえて。先に恐きよう喝かつしたのは、三み澤さわさんなのにね。でも、もう自分で自分の噓うそを信じていたよ」

「でも、音おと彦ひこさんを追おい詰つめるために、わたしたちは一つになった」

「本当の──友達になれそうだったんだ」

「唯ゆい一いつの誤算は、陽人はるとがそのメンバーに加わったことかな。わたしと仲が良いいことを、北きた崎さきくんたちに目を付けられたことが最悪だった。陽人はるとだけは巻まき込こみたくなった。これは噓うそじゃないよ」

「陽人はるとは、こんな醜みにくい争いとは無む縁えんであって欲ほしかった」

「でも──陽人はるとが、わたしに協力してくれると言った時は、やっぱり嬉うれしかったな」

「そして、今日きよう、実行した」

「まぁ、途と中ちゆう、陽人はるとが中ちゆう途と半はん端ぱに真実に気づいちゃって、大変だったけどね」

「まぁ、でも大だい丈じよう夫ぶ。あとで仲直りするよ。もう事件も終わりだもんね。大おお村むら音おと彦ひこさんも自首してくれるって言うしね。もちろん、わたしとの関係は秘密にしてくれるんでしょ？」

「わたしはみんなで楽しい中学生活を送るよ」

「あとは、はやく自首してくれると嬉うれしいな」

「わたしはもう大だい丈じよう夫ぶだから。音おと彦ひこさんが頑がん張ばってくれたから、大切な友達をつくることができたんだよ。わたしはもう一人ひとりでやっていける。音おと彦ひこさんの手を借りなくても大だい丈じよう夫ぶ。音おと彦ひこさんはもうさっさと消えてくれれば、それでいい。本当に、感謝している」

「わたしは、こんな自分をやめて──転生できる」

「音おと彦ひこさん、今までありがとう」

「だから、ほら」

「はやく自首して」







　これが事件の全ぜん貌ぼうなのだろう。大体は予想した通りだった。

　事件当初は、意味不明で走り回っていただけだったが、落ち着けば自然と見えてくる経けい緯いだった。榎えのき田だ陽人はるとは、真実に半分だけ辿たどり着ついてしまったのだ。二重恐きよう喝かつのみに気づいた。だから俺おれと北きた崎さきたちを両方罰ばつするために行動している。

　そして、それを斎さい藤とう由ゆ佳かが止めない以上、やはり彼かの女じよは俺おれを見限ったのだ、と。

「ありがとう……」俺おれはかろうじて呟つぶやく。「お前の口から聞いて、やっと実感できたよ。自分がいかに愚おろかか」

　愚おろか、というフレーズが斎さい藤とうにとってひどくおかしかったらしい。

　噴き出して笑い出す。腹立たしい。

　俺おれはずっと斎さい藤とう由ゆ佳かを護まもるために走り回っていた。俺おれが捕つかまれば、斎さい藤とう由ゆ佳かの計画が露ろ呈ていする可能性が十分あったのだ。そうなれば、クラスメイトから糾きゆう弾だんされ、彼かの女じよが再び孤こ独どくに舞まい戻もどるのは明白だった。だから、俺おれは榎えのき田だ陽人はるとを捕つかまえる必要があった。

　けれども。武たけ田だ部長から聞かされたのは、斎さい藤とう由ゆ佳かが榎えのき田だ側がわについていることだった。

　斎さい藤とう由ゆ佳かは俺おれを裏切った。

「なぁ、一個だけ聞いていいか？」

　一いち縷るの望みをかけて、俺おれは尋たずねる。きっとこれが最後の質問になる。

「なに？」

「斎さい藤とうはどんな気持ちで榎えのき田だに協力していた？　俺おれを追おい詰つめていた？」

　なぁ、お前は何を考えた？　俺おれの心配を少しでもしてくれたのか？

　すると、斎さい藤とうは不思議そうに首をかしげた。

「え……別に？　なんとも思わなかったよ？」

　その表情には、何一つも悪意を感じられなかった。ただ単純に俺おれが何を糾きゆう弾だんしているのか、理解できない顔だった。

　迷めい惑わくな人とは付き合わない。当然のことでしょ？

　そう言いたげな表情をしていた。

　あぁ、当然だよ。ずっと俺おれができなかっただけで、本当は誰だれでもできることだったんだ。

　その果てに、今の俺おれたちがいるんだ。

「真実を聞けて嬉うれしいよ……しっかりと聞きたかったんだ。お前の口から、俺おれを切り捨てる言葉を」

　そう俺おれは呻うめく。

「だから、必死に逃にげてたんだ」と斎さい藤とうは笑った。

　俺おれは頷うなずく。それが俺おれの流りゆう儀ぎだった。伝聞や推測じゃなく、本人から告げてもらう。そのギリギリまでは、どんな大切な仲間だろうが、恐きよう喝かつの真実は語らない。斎さい藤とう由ゆ佳かを告発しない。

　たとえ、その逃とう走そうの果てに、自分以外の全てを敵に回そうとも──。

　全身の傷という傷が疼うずく。あぁ、早く帰って家で横になりたい。ベンチにまっすぐに座すわれている気さえしない。切られた二の腕はまだジクジクと痛むし、部員との争いでついた右みぎ膝ひざの痣あざは時間が経たつごとに青黒さを増していく。バスケットコートでやられた左ひだり肩かたはもしかしたら骨にヒビが入っているかもしれないし、部長に傷つけられた左目はまだ十分に開けられない。口が裂さけても言わないが、榎えのき田だ陽人はるとに何度も殴なぐられたあたりから、ずっと頭に靄もやがかかったようにボーッとする。

　もう決意しなくちゃいけない。

　こんな青春を、もう終わらせるのだ。

「なぁ、斎さい藤とう……俺おれはもうお前に語ることは多くないよ」

　俺おれの右手には、拳こぶしほどの石が握にぎられていた。それを強く地面に叩たたきつけることが、合図と榎えのき田だには伝えていた。

　その石を俺おれは手が血に染まっていくまで、握にぎり締しめる。

「なぁ、斎さい藤とう。友達もいいけど、健康にも気を遣つかえよ。運動しろ。最近、ちょっとずつ太ってきただろ。正直、清潔感がちょっと足りてない。髪かみもしっかりとかせ。あと、ＳＮＳはほどほどにしろ。友達欲しさにエロい自じ撮どり画像をネットには載のせるな。勉強もしておけ。大した特技ないんだから、学力だけは身につけろ。あとは別に適当に生きておけ、そうすれば、きっと適当に幸せになれる」

　俺おれは告げた。

「だから、さようならだ」

　俺おれは振ふりかぶって、

　石を手前の石いし畳だたみへと叩たたきつけた。

　力強くぶつかった石は砕くだけて、大きな音を立てて四方八方へと飛散する。壊こわれていった音が公園に響ひびいた。

　すると、俺おれたちの後方の茂しげみが揺ゆれて、葉と葉が擦こすれる耳みみ障ざわりな音がした。斎さい藤とうが飛びのいたように立ち上がって、後ろへ振ふり向むく。俺おれもゆっくりとベンチから離はなれて、斎さい藤とうから距きよ離りを取る。俺おれの役目はもう済んだ。あとは黙だまって見ているだけだ。

「由ゆ佳か……」

　茂しげみに隠かくれていたのは、榎えのき田だだった。電車が走っていった時の轟ごう音おんに乗じて、俺おれたちのすぐ後ろへと隠かくれたのだ。俺おれは斎さい藤とう由ゆ佳かの口から真実を聞かせるために、この公園へと呼び出したのだ。

　榎えのき田だは顔を真っ白にさせて、力ない瞳ひとみで斎さい藤とうを見つめている。

「お前…………お前は、そんなことを考えて……」

　斎さい藤とうが助けを求めるように、俺おれへ視線を向ける。この期に及およんでもまだ俺おれがなんとかしてくれると考えているのか。

　だが俺おれは何もしない。もう役目は終えた。

　嵌はめられたことに気づいたのか、斎さい藤とうが逃にげ出だそうと榎えのき田だへ背を向ける。けれども俊しゆん敏びんな榎えのき田だから逃にげられるわけがない。あっと言う間に捕つかまり、そして、地面へ捻ねじ伏ふせられた。

　榎えのき田だは斎さい藤とうに馬乗りになると、叫さけんだ。

「お前は！　大おお村むらを裏切ったんだな！　誰だれよりもお前のことを大切にして、必要としていたのに！　なんでだよ！　ボクは大おお村むらに……最低なことをしていた。それに、クラスメイトにも！　全部、由ゆ佳かが仕組んだことなのかよ！」

「陽人はると……重たいよ……」斎さい藤とうは、榎えのき田だをどこか遠くでも眺ながめるような、そんな焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで見ていた。「三み澤さわさんたとのことなら気にしないで……確かに陽人はるとはサイアクで酷ひどいことをしたけどね、彼かの女じよたちが喜々として恐きよう喝かつしていたのは間ま違ちがいないから」

「じゃあ、大おお村むらはどうなんだよ！　ボクを騙だまして、襲おそわせて……」

「なんで陽人はるとが泣いてるの……？　音おと彦ひこさんと面識はないでしょ。だから、笑ってよ。音おと彦ひこさんなら自首もしてくれるって言ってたよ？　もうわたしたちの勝利だよ。陽人はるとは三み澤さわさんにごめんなさいして、そして、毎日わたしと一いつ緒しよに遊ぼう？　ね？　ショッピングしてスイーツを食べて何百回でもデートしようよ。わたしは陽人はるとのためにも頑がん張ばったんだよ？」

　諦あきらめろよ、榎えのき田だ。

　俺おれはぼろぼろと涙なみだを零こぼし続ける榎えのき田だの声を聞きながら、心の中で口にする。

　残念だがな、榎えのき田だ、お前の言葉が、本当の意味で斎さい藤とうに届くことはきっと一度もなかったんだよ。きっとお前と斎さい藤とうの友情は、端はたから見れば、間ま違ちがいなく美しいものだったんだろう。でも、斎さい藤とうが考えているのは常に自分自身のことだけだ。

「なんで、お前は……」榎えのき田だの声は今にも壊こわれそうなガラスみたいだった。「そんな気楽なんだよ……ニコニコしているんだよ」

「わたしに怒おこるのは筋すじ違ちがいでしょ。わたしはクラスメイトから恐きよう喝かつされただけの──ただの被ひ害がい者しやなんだよ」

　その言葉で、榎えのき田だのなかで何かが限界に達したらしい。何か言葉にならないものを叫さけんだ。涙なみだはもうとめどなく溢あふれていて、顔がぐしゃぐしゃになっている。

　そして、榎えのき田だは心臓が潰つぶれているかのように辛つらそうに唇くちびるを嚙かみ締しめて、震ふるえる拳こぶしを上へかかげた。所在なさげに右みぎ腕うでをあげて、その姿勢で固まり、ただ泣き続ける。時が止まったようにも思えた。

「やめてよ……」斎さい藤とうは口にした。「わたしは、何も悪くない」

　きっと、それはサイアクな選せん択たくだった。

　榎えのき田だは振り上げた拳こぶしを握にぎり締しめると、そのまま斎さい藤とうの顔面へ振ふり下ろした。一度でなく、二度、三度、彼かの女じよのたくましく美しい手が、斎さい藤とうの顔へ突つき刺ささっていく。馬乗りの姿勢を維い持じしたままで、榎えのき田だは斎さい藤とうを殴なぐり続けた。

　彼かの女じよが激げつ昂こうするのも当然だ。彼かの女じよはどこまでも真しん剣けんに俺おれと戦っていた。襲おそわれた側だから分かる。斎さい藤とうのために尽つくしてきたのだ。あの廃はいビルで、剣けん道どうを二度としたくなくなったと吐と露ろした。クラスメイトを殴なぐるのは苦しいと訴うつたえた。あまりに純じゆん粋すいすぎる心で、斎さい藤とうのために悪を討うとうと、一人ひとりで全てを背せ負おい込こみ、俺おれへ挑いどんだ。だが、それらは全部、斎さい藤とうの歪ゆがんだ自尊感情を満たすためだったのだ。

　静かな公園に、榎えのき田だの拳こぶしが斎さい藤とうの頰ほおへとぶつかる、鈍にぶくて、嫌いやな音だけが響ひびいた。榎えのき田だの悲痛に満ちた泣き声が微かすかに耳に届く。

　その全ては、俺おれの思い出を一個一個破は壊かいしていくものだった。

　あぁ、終わっていく。

　斎さい藤とうが楽しそうに、友達とスイーツを食べたことを自じ慢まんしてくる日々はもう来ない。

　だって、その欺ぎ瞞まんはもう暴かれて、俺おれの全身へ目に見える傷として刻きざみ込こまれたのだから。

　俺おれはその光景を見ることしかできなかった。

　斎さい藤とうの顔が腫はれあがっていくのを、呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。

　けれど、すぐに限界が訪おとずれる。もうこの場にいるのも耐たえられない。俺おれは立ち上がって、公園の外へと逃にげようとする。このままでは吐はき出だしてしまうと思ったから。

「助けてよ！　音おと彦ひこさん！」

　すると、その時、斎さい藤とうの叫さけびが背後から聞こえてきた。

　振ふり返かえると斎さい藤とうが必死になって、榎えのき田だの両りよう腕うでを摑つかみつつ、顔だけを俺おれの方へ向けて喚わめいていた。もう顔は榎えのき田だの殴おう打だのせいで、あちこち痣あざができあがっていて、鼻血と涙なみだが混ざり合って見るに堪たえない姿になっている。

「助けてよ……謝あやまるから……今までのことは全部謝あやまるから！　もう頼たよらないから、今だけ助けて！」

　斎さい藤とうは俺おれを見つめてそう叫さけんでいだ。喉のどが張はり裂さけると心配になるくらい必死に。

　それは反射的だった。

　俺おれはその声に吸すい込こまれるように、斎さい藤とうの方へ歩み寄ろうとして──一歩で留まる。

　どうやら俺おれはあまりに愚おろからしい。この期に及およんでも、斎さい藤とう由ゆ佳かを助けたいと願ってしまう。だって可哀かわい相そうじゃないか。イジメられて、恐きよう喝かつされて、孤こ独どくで。第一、彼かの女じよをこんな怪かい物ぶつにした原因は俺おれじゃないか。約束しただろうが！　何があっても護まもり抜くって！──そんな嘆なげきが、俺おれの頭で何度も響ひびく。

　大切な人間を見捨てない──それが、社会正義だろう！

　俺おれは内なる声に抗あらがうために、自身の左手の小指を右手で握にぎりしめる。そこには江え守もりが俺おれへくれた指輪が嵌はめられている。仲間と過ごし、そして、江え守もりが俺おれを気にかけてくれた象しよう徴ちようだ。

　大事なものを見失ってはいけない。

「なにボサッとしてんだよ！　ノロマ！　馬ば鹿か！　クソ野や郎ろう！　卑ひ怯きよう者もの！　恐きよう喝かつ魔ま！」

　俺おれが躊ちゆう躇ちよしているのが、気に食わないのか、斎さい藤とうの声がさらに大きくなる。

　それは、助けられることに慣れた人間の断だん末まつ魔まだった。俺おれに救われることを当然の権利として、生きてきた幼おさな馴な染じみの声。

　斎さい藤とうは俺おれへ喚わめき続ける。

「陽人はるとを止めろよ！　さっさとしろ！　裏切り者！　わたしを見捨てんな！」

　彼かの女じよは吠ほえる。

　誰だれが悪かったのだろう？　と何度も夢を見る。俺おれは斎さい藤とうの笑顔を見たかっただけなのに。

　もちろん、何度考えても、答えは決まっている。俺おれが悪い。彼かの女じよを護まもり続けてしまった俺おれが原因だ。けれども、もう斎さい藤とう由ゆ佳かを助けるわけにはいかなくて、俺おれは見捨てる。一人ひとりの少女を腐くさらせ、手に負えなくなって、役目を放り投げて逃げる。

　社会正義なんてものは欠片かけらも存在しない。

　ただ、薄うす汚よごれた平へい穏おんの記き憶おくがあるだけだ。

　妹を失い、幼おさな馴な染じみを護まもりぬく約束をした。何があっても大だい丈じよう夫ぶなように、と子供の発想で、馬ば鹿かみたいに身体からだを鍛きたえ上あげた。気づけば走ることだけはクラスで一番で、中学校や高校では陸上部へと入り、そこでたくさんの友人を作った。その裏で友達ができないと悩なやむ斎さい藤とうへ何度もアドバイスをして、ＳＮＳの使い方も覚えさせた。恐きよう喝かつを頼たのまれた時は戸と惑まどったが、初めて友達とカラオケに行くんだと笑う斎さい藤とうを見るのは幸せだった。亡なくなった妹も、大きくなればこんな可愛かわいく笑うだろうかと考えた。

　そんな青春はもう終わらせる。どんなに愛おしくても、もう斎さい藤とうを助けられない。

　俺おれは精せい一いつ杯ぱいの覚かく悟ごで、笑え顔がおを作ってみせた。

「斎さい藤とう、俺おれは正義の味方になれない。俺おれはもう別の平へい穏おんを探すんだよ」

　斎さい藤とうは駄だ々だをこねるように泣なき叫さけぶ。榎えのき田だが涙なみだを流して、その口をふさぐ。

　俺おれは足元に転がる小石を軽く蹴けって、斎さい藤とうへ背を向けると、駅の方へ歩き出した。

　江え守もりからもらった指輪をきつく小指へ入れ直す。

　きっとあの部員と笑っていた日々に戻もどれるように。

　俺おれは一人ひとりの少女を見捨てて、のうのうと幸せになるのだ。
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　畢ひつ竟きよう、ボクはずっと部外者だった、

　そもそもは、大おお村むら音おと彦ひこと斎さい藤とう由ゆ佳かという幼おさな馴な染じみの愛がそこにあり、そこへ北きた崎さきをはじめとするクラスメイトが絡からんでしまい、三重による金の受うけ渡わたし──恐おそろしい無限恐きよう喝かつが完成した。ボクはその後で、事件を追いかけた探たん偵ていに過ぎない。彼かれらの物語に、途と中ちゆうから合流した部外者に過ぎなかった。

　完かん璧ぺきな脇わき役やく。

　誰だれにも必要とされていない無関係者。

　そんなこと最初から自覚していたのに、こうも現実を突つき付つけられると愕がく然ぜんとする。

　ボクは斎さい藤とう由ゆ佳かに好かれたに過ぎない。だが、ボクが彼かの女じよと出会うより、ずっと先に大おお村むらと斎さい藤とう、そして、クラスメイトはどうしようもない地点まで到とう達たつしていたのだ。

　あぁ、だからか。

　部外者でしかなかったボクは、だから、斎さい藤とうと──。
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　５月15日02時16分。

　そう公園に備え付けられた時と計けいに表示されているが、ボクはその実感を失っている。何時だってどうでもいい。ボクが座すわっているのは、ベンチでも椅い子すでもない。地面だ。冷たい石いし畳だたみの上に、ボクは情けなくへたり込こんでいた。街灯から小さく唸うなるような音が聞こえる。そんな微び細さいな音が聞こえるほど、駅東公園は静まりかえっていた。

　斎さい藤とう由ゆ佳かは、もう姿を消した。どこへ消えたのか、興味は湧わかない。

　ボクの視線の先にあるのは、小さな手て提さげバッグ。ボクが投げ捨てたものだ。中身は散乱している。この街の地図や、防犯スプレー、ＩＣレコーダー。もう用済みのものばかりだ。昨夜、念のためとカバンに詰つめ込こんだり、重すぎるという理由でカバンから出したりを繰くり返かえした。まるで遠足に行く子供のようだ、と呆あきれるしかない。

　ボクは何も知らなかった。

　何も知らないくせに、出しゃばりすぎた。ボクがずっと毛け嫌ぎらいしている人間そのものだ。騒さわがしく、何もかもが大おお袈げ裟さで、鬱うつ陶とうしい低能だ。

　本当に──笑ってしまう。

　あげくの果てに、護まもろうとしていた人間を殴なぐり続けるなんて。

　ボクが呼吸を繰くり返かえすだけの人形のように、ただ脱だつ力りよくしていると、背後から人が歩いてくる音がした。見なくとも、なぜか誰だれだか予想できた。

「戻もどってきたのかよ……」

「あぁ、一応、気になってな」

　その声は大おお村むら音おと彦ひこのものだ。

　ボクは振ふり向むかない。彼かれに合わせる顔がなかった。ただ事務的に、彼かれの心配に答えようとする。

「由ゆ佳かなら、もう──」

「違ちがう、お前に用があるんだよ」

　ボクが斎さい藤とうの行方ゆくえについて教えようと思ったが、会話が嚙かみ合わなかった。だが、すぐにボクは大おお村むらの真意を察する。

　そうだ、ボクと大おお村むらの決着はまだついていない。一方的に殴なぐった末に和解の言葉もなく、ボクらは別れてしまった。

　ボクが言うべきことは一つだった。

「ごめん、大おお村むら……」とボクは地面に向けて告げた。「ボクは、お前に酷ひどいことをした」

　大おお村むらは斎さい藤とう由ゆ佳かのために、嵌はめられるような形で恐きよう喝かつを続けていただけなのだ。

　にもかかわらず、ボクはあまりに一方的な断罪を下そうとした。それだけでなく、無関係な人間まで扇せん動どうし、大おお村むらの人間関係までも壊こわしまくった。ＳＮＳに流した動画は、二度と人々の記き憶おくから消えることはない。

「今からボクは自首する。それで、全部話してくるよ」

　ボクの後ろで立ち続ける大おお村むらに、ボクは心の底から償つぐないたい。

「アホらしい……」

　しかし、やっと口にした大おお村むらの言葉は冷たかった。突つき放はなすような言い方だ。

「なんだそれ。お前が自首したところで、俺おれの日常が戻ってくるのか？　本名と恐きよう喝かつの動画を世間に晒さらして、俺おれの平へい穏おんは戻もどるのかよ。お前は取り返しのつかないことをした。形だけ償つぐなって満足なんてするな」

「……っ」

「だから、俺おれが今から自首する」

　ボクが固く唇くちびるを嚙かんだ瞬しゆん間かん、大おお村むらは予想外なことを言った。

「恐きよう喝かつ事件も、暴行事件も、全部、俺おれの仕業だって告白する。そうすれば、まだお前は日常に戻もどれる。榎えのき田だだけならまだ取り返しがつく。二度と竹刀しない握にぎれないとかカッコつけてないで、お利口さんに戻もどれよ。榎えのき田だが自首しても、ただ不幸な少女が一人ひとり増えるだけだ」

　反射的に、ボクは振ふり向むいていた。そこには立つのも辛つらそうにしているはずの男が、なぜか誇ほこらしげに笑っていた。

「どうして？」

「この事件の発ほつ端たんは、俺おれが斎さい藤とうを見捨てきれなかった甘あまさだ。俺おれが責任をとって終わらす。お前は、自分のシナリオ通り、クラスメイトを護まもろうとした少女でいればいいさ。中学生五人、病院に送ったのは俺おれだ」

「違ちがうだろ、大おお村むらはただ……」

「どの道、お前がどう証言しようが、俺おれが街で暴れたことも、中学生を恐きよう喝かつしたのも事実だ。罪の一つや二つ、背負うさ。それに──」

　大おお村むらは囁ささやいた。

「俺おれは、もう、余計な罪を犯おかす必要はない……榎えのき田だは俺おれを斎さい藤とうから解放してくれた。それがなによりも苦しくて、それ以上に嬉うれしいんだよ。自分の平へい穏おんは、ここから時間をかけて取とり戻もどすさ」

　爽さわやかに大おお村むらは言ってのける。

　けれども、ボクはその表情に納なつ得とくするわけにはいかなかった。雰ふん囲い気きで誤ご魔ま化かせるほど、大おお村むらが背負う罪は軽くない。

「なんでだよ、大おお村むら！」ボクはすがるように喚わめいた。「ボクなんか助ける価値はない！　もう自分で嫌いやというほど、気づいたんだ！　自分の浅ましさに！　ボクが最低だって！」

　ボクは自分の左胸を服の上から握にぎりしめる。指先から伝わる自分の鼓こ動どうを感じては、その現実に耐たえていく。

　ボクはあまりに愚おろかしい。その自責の念がボクの理性を崩くずしていき、ただ溢あふれ出でるように想おもいが流れていく。

「大おお村むらが負っている二にの腕うでの切り傷も、肩かたの打だ撲ぼくも、服から覗のぞかせる痣あざも、ボクのせいだ！　ボクが扇せん動どうした人間が襲おそいかかり、そして、ボク自身も何度も竹刀しないで叩たたいた。大おお村むらの左目がずっと開けられてないことは知っている。左足を引きずっていることも気づいている。すぐにでも病院へ行くべき怪け我がで──」

　そこで大おお村むらは嘲あざけるようなため息をつく。

「だから、そこで気に病やむなよ。俺おれの自じ業ごう自じ得とくだ。お前だって、クラスメイトを殴なぐって震ふるえていたじゃないか。斎さい藤とう由ゆ佳かを殴なぐり泣き喚わめいていただろう。心の傷を身体からだの傷よりも軽かろんじる理由はないんだよ」

　その大おお村むらの嘆たん息そくが精せい一いつ杯ぱいのフォローなのか、馴なれ合あいなのかは分からない。しかし、きっと大おお村むらは前者だろうとすぐに理解する。

　ボクは首を振ふる。欲ほしいのは、安易な慰なぐさめじゃないんだ。ボクの罪はもっと根深い場所にあるのだ。

「違ちがうんだよ……ボクが愚おろかしいのは……そこじゃないんだ。ボクはな、大おお村むらを傷つけて、ボクも傷ついているのに、思っていることが逆なんだよ」

　大おお村むらを見上げる。

「ボクはさ──無む茶ちや苦く茶ちや、楽しかったんだ」

　どうしようもなく救えない発言だ。

「斎さい藤とう由ゆ佳かのために尽つくすこと、身を滅ほろぼしていくことがさ、本当に嬉うれしくて幸せだったんだよ。本当の意味で、アイツの親友になれると浮かれたんだ」

　自じ己こ犠ぎ牲せいが嬉うれしいこと、この上ない、そう思える時がある。献けん身しんに酔よいしれる。誰かのために他人に尽くせる自分は特別なんだ、と思い上がった。破は滅めつの誘ゆう惑わくはボクを底なし沼ぬまへと引ひきずり込こむ。部外者じゃ我が慢まんできなかった。当事者として由ゆ佳かと行きたかった。

　それに逃のがれられないほど、斎さい藤とう由ゆ佳かとの日々は楽しかった。すかして、一人ひとりで生きていくような生活はできなかったのだ。

　たとえ、その献けん身しんが辿たどり着ついた先が、あまりに馬ば鹿か馬ば鹿かしい結末であったとしても。

　本当にボクは醜みにくい。

　誰だれかを追おい詰つめていくこの一晩を、ボクは心のどこかで楽しんでいたのだから。

「『わたし』はどうしようもない愚おろかな人間だ…………誰だれかと繫つながらずには生きられない。大おお村むらが救うべき特別な相手じゃない」

　どんな場所だろうが、どんな時だろうが、自分を強く持って誇ほこること。

　そんな真ま似ねはできないのだ、わたしは突き付けられた。最終的にわたしは自身の欲望のため、由ゆ佳かのために多数の人間を巻まき込こみ、そのあげく由ゆ佳かを見捨てた人間なのだ。特別な存在でもなんでもない。

　しかし、大おお村むらはそこでなぜか哀かなしそうに微笑ほほえみ「俺おれとまったく同じだ」と口にした。

　彼かれはわたしの頭を撫なでて、告げた。

「だから、お前は救われるべきなんだよ。ただ、今は、ゆっくりおやすみ」

　わたしはその優やさしさが悔くやしくて、拳こぶしを固く握にぎりしめて震ふるえていた。

　切り傷だらけの大おお村むらの右手の下で、わたしはただ涙なみだを流す。

　どうしようもないほど愚おろか者ものの『わたし』がそこにいた。










　わたしと大おお村むらの戦いは、終わった。

　長い一晩だった。

　わたしは斎さい藤とう由ゆ佳かのためにクラスメイトを警棒で嬲なぶり尽つくした。斎さい藤とう由ゆ佳かを恫どう喝かつした者を断罪すると、多数の人間を扇せん動どうして大おお村むら音おと彦ひこを追いやった。クラスメイトを殴なぐり続ける自分の恐おそろしさに震ふるえて、献けん身しんを愉ゆ悦えつする矮わい小しようさを蔑さげすみながら、最大の力で襲おそった。

　けれども、大おお村むらは幾いく人にんもの襲しゆう撃げき者しやや仲間をたった一人ひとりで返かえり討うちにしてみせ、怪け我がを負いながら、ついにわたしの元にまで辿たどり着ついた。そして、斎さい藤とう由ゆ佳かの裏切りを本人の口から聞き、彼かの女じよを見捨てることに成功した。

　一人ひとりの少女から解放されるために逃とう走そうした大おお村むらと、同じ少女と親友になるために闘たたかったわたしは、それぞれの平へい穏おんへ歩みだす。




　大おお村むらの身体からだに刻まれた傷が知っている。

　わたしの精神に刻まれた傷が知っている。

　大人おとなでいるためには、誰だれかを見捨てずにはいられない。

　大人おとなになるためには、誰だれかと繫つながらずにはいられない。




　出会うことと、切り捨てることを繰くり返かえしては生きていく。

　これは、『わたし』たちの献けん身しんの物語だ。

　だから、この一晩を忘れることはない。
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　　　あとがき







　自分自身が特別な存在ではない、と経験した瞬しゆん間かんは、皆さんはおありでしょうか？　わたしはたくさん。バレンタインでチョコをもらえなかった中学時代から、部活動で自分よりあっという間に実力をつけていく仲間を見た高校時代まで。これまでの人生で何十回も自分の凡ぼん庸ようさを目まの当あたりにしました。でも、世界的に有名なスーパースターだって、初恋の相手の前では、なんら特別でない存在に成り下がる屈辱を味わったのかも。そう勝手に思うと、少しだけ救われた気になります。だからというわけではありませんが、迷路をつくりました。自信作です。
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　では、謝しや辞じです。素す晴ばらしく雰囲気のあるイラストを描いてくださる竹たけ岡おか美み穂ほ様。表紙の榎えのき田だがもう言葉にできないくらい最高です。毎度的確な指摘をしてくださる編へん集しゆう者しや様、そして、前作発売後、「デビューおめでとう。ところで、賞金くれない？」と祝福してくれた友達、第22回電でん撃げき小説大賞の同期、たくさんの知り合い。貴方たちの支えがあって、この本が出せました。本当に心の底から感かん謝しやしています。特にやんわりわたしに恐きよう喝かつしてきた方、この本の内容がその要望の答えになればと思います。

　そして、最後に大切な読者様。ご購入、ありがとうございます。皆様の貴重な時間を割いて読んでもらえるのは、とにかく光栄に思っています……とはいっても、自分にできるお礼はより良い作品を書くことだけ。より面おも白しろく、読みやすく、前作や今作の枠にはまらない最高傑けつ作さくが書ければと思います。

　大層なことを言いましたが、まだノープランです。本当に何一つも。ハードルをあげた分、今から真しん剣けんに悩みます。特別な読者さんのために。








松まつ村むら涼りよう哉や
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松まつ村むら涼りょう哉や

この文章を一行で読むのをやめた人は賢者です。この文章は、二行しか読まない方が賢明です。どうか、この文章を三行以上読まないでください。そして、とうとう最後まで読んだ捻くれ者の人は、おそらく本編も楽しめる方です。
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イラスト／竹たけ岡おか美み穂ほ

７月１日生まれ。水彩好き絵描き。花言葉由来とのことで、カバー後ろのカットにナズナを描きました。３㎜くらいの花と実だけを、ここまでまじまじと大きく描いたのは初めてです。不思議な形をしています…。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





おはよう、愚おろか者もの。おやすみ、ボクの世せ界かい








松まつ村むら涼りょう哉や





発　行　　　　2016年10月7日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2016 RYOYA MATSUMURA





※2016年9月10日発行の電撃文庫『おはよう、愚か者。おやすみ、ボクの世界』初版に基づき制作








[image: ]



item/image/t001.jpg
2000 D e 48 5 IR





item/image/t003.jpg
B4 R o





item/image/t002.jpg
ARSI NP





item/image/cover.jpg





item/image/p258-p259.jpg
JERIRZHIED 45801ERO. & m...w.u v;Iauo)z:x@wpnz

o @Q e
ol (/2] %ﬂﬁ.ﬁ’@‘ :
| §J$75 of:%f(“@jl,

E3e) ﬁb) Dmg%
OET ST

)l:' * T (r'ﬁji Illustratlon ’[’I H%%ﬁ

(%749 t&%f%ﬁﬁ@*é%ﬁﬁj/)—l%‘%

- SRS AWEY Do

BAD— L FHPOAENF AT ST \Z;

ST K& 7755 My L

COERKB HAE  OD K REHE S,





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/dengeki-club.jpg
'IIEE

(e |REE nttpu/idengekibunko.jo/






item/image/p191.jpg





item/image/hyou4.jpg
EpieR S Punii s i
KEE Q< D 0 2°
TR S SHML < O »°

QABFVAKS’

TR T 12 fF JE 4 SR I8 R W w600 ——°






item/image/kugiri.jpg





item/image/gaiji-001.png





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		どうしようもない夜



		凶暴なショウジョ



		史上最低の逃走



		ボクらの闘い



		恐喝魔



		ジュンスイな被害者



		午後十時の告白



		トクベツな世界



		三千万一夜



		午後十一時のコクハク



		おはよう、愚か者



		午前ゼロ時の告白



		愚者の夜明け



		おやすみ、ボクとキミの世界



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p256.jpg
XA —-L——a———— ﬁ

|

|

!

———

4

T~

'
!

'
!

—

!
X
X

—>——>—>—>—>

!

q
4

——>—> ﬁ

“— — —

!

4

!

> —>—>—P—>—>—P—>—>—P>—>—P—P—>—>—P—>—> X ——P—P—>—P—>—>—P—>—>—>—>—> X

—> PP PP PP PP PP —P—P—D—P—>—P—P—>—P ﬁ





item/image/p255.jpg





item/image/k002.jpg
U RO

N B o RESEH VNG





item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
Vi
5
B
vy

FiE
7
w

ity

)~
V-

[

.

%
vy

i

sl

=
e





item/image/k003.jpg





item/image/k005.jpg
Designed by YOSHIHIKO KAMABE





item/image/t012.jpg
FEY oI





item/image/photo.jpg





item/image/t011.jpg
e S G L e T N





item/image/t014.jpg
R&L 4 A A A 7 QHE





item/image/t013.jpg
B I S KR L





item/image/t010.jpg
FE+THEST AN LN





item/image/t009.jpg





item/image/t008.jpg
~

~N

\\/

T





item/image/p012-p013.jpg
, ha
. ,“>l&mww
= CEMVWILE

- WM Eavav -(

qb.'(&dﬁa i

—— . w W W W SR

AWRY WVA AL > M

\ :

/\/ AQLIALY

A .',5154% y

% VA B W
A Ve e — wﬂﬂm

, \\%ﬁ ‘ S

l-l ,w






item/image/t005.jpg





item/image/t004.jpg
R

D
B
A





item/image/t007.jpg
Y&+ 0 11





item/image/t006.jpg
N X 4 XD o





